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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




「五い十そ六ろくぅ……」と甘い声で名前を呼ばれても困ってしまう。飯いい田だ五十六は羽う毛もうで耳をくすぐられたような気分だ。

　そう言ったのは、キャスリン・涼すず音ね。

　彼女はホームステイで飯田家にやってきた日系アメリカ人。




　五十六は自分の部屋で、涼音に押し倒たおされた。

　普ふ通つうは少年が少女を押し倒すものだが、涼音はＣＩＡの最年少工作担当官ケース・オフイサーであり、格かく闘とう戦の技術は五十六を凌りよう駕がしている。二ヶ月ほど前、五十六を狙ねらう敵との戦闘で足の骨を折っていたが、今は完治している。

「ちょ、ちょっと……涼音さん！」

「すみません。足がもつれてしまいました……」

「嘘うそはやめましょうよ！　どう考えても大おお外そと刈がりだったじゃないですか！」

　涼音の右足が五十六の右足を刈って、はねあげた。これを「足がもつれた」だけとは絶対に認めたくないところだ。

　五十六はとっさに受け身をとって──彼が所属している「危機管理部」では、最初に受け身をみっちり練習する──後頭部を強打することを防ぐ。受け身をとらなくても、涼音は投げ方が上う手まかったのでたぶん大だい丈じよう夫ぶだった、とは思う。柔じゆう道どうの技わざは、上級者ならば、相手を「傷つける投げ方」と「傷つけない投げ方」とで使い分けることができる。

　とにかく、涼音はあっという間に五十六の体に馬乗りになった。

「五十六ぅ」また、甘いささやき。

「ええと……」

　今、涼音はレオタード姿だ。バレエの練習生や体操選手が着るようなタイプではなく、もっと過激で、彼女にはちょっと小さすぎるんじゃないかと五十六が思うくらいぴちぴちとしている。信じられないことに生き地じが網あみ状じよう──メッシュになって皮ひ膚ふに食い込んでいる。そのため、肌はだや乳ち房ぶさがうっすらと透すけて見えるようだ。全ぜん裸らよりもはるかにいやらしい感じ。

　涼音は、五十六に腰こしをこすりつけるように動かした。五十六は服を着ているが、それでも官能的な肉感が伝わってくる。甘い声、密着する腰と腰、快感を喚かん起きする摩ま擦さつ──五十六の理性がぐらりと揺ゆらぐ、が──。

　問題は、彼女の好意は基本的には偽にせ物もので、目的は別にあるということだ。

　涼音の目的とは、五十六の特とく殊しゆな力。

　テレポート、瞬しゆん間かん移動。

　意識を集中すると、距きよ離りを短縮して、一瞬で離はなれた場所に「跳とべる」。この力を使って、何度か人を助けたこともある（それはたとえば友人の南な雲ぐも三み木き多た可かだ）。なぜその記憶を思い出せなかったのかだけが思い出せない。

　それはさておき、キャスリン・涼音の話だ。

　五十六の生死をかけたある戦闘において涼音は骨折し、医者には全治二ヶ月と言われていたが、実際には一ヶ月ほどで完治した。ＣＩＡには負傷したケース・オフィサー専門の最さい先せん端たん治ち療りよう施し設せつがあり、期間が極端に短くなったのはそのおかげだという。

　治ってからというもの、彼女の行動はさらに積極性を増していた。過激な衣い装しようで五十六に迫せまるなんて日常茶さ飯はん事じ。ほぼ毎日「痴ち女じよVS五十六」という真しん剣けん勝負が繰くり広げられている。

「理性を……なくしてみませんか？」と涼音。
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「すみません。ヤです」と五十六。

　このあたりで限界だと思って、五十六は逃にげた。本当は、こんなつまらないことで使いたくないんだけどな……と思いつつ瞬間移動する。涼音の真下から、忽こつ然ぜんと姿を消す。

　空白が生じて「ぺたん」と落下した涼音は、悔くやしそうに頬ほおをふくらませた。

「五十六ったらもう！」




　　　　＊




　──瞬間移動した五十六は、自宅のトイレを経由し、次に窓から見えた外に飛び出した。ほんの一瞬で地上数メートルへ。月光を浴びながら空中を降下し、人目につかないうちに自宅の屋根に着地して腰かける。くつろぎの部屋着だったものだから、冬の足音が聞こえてくる晩秋の風が吹ふくと肌はだ寒ざむい。

　五十六の家は三階建てで近所の民家よりもやや高く、見晴らしがいい。生まれ育った船ふな橋ばしの風景だ。何もないようで何もかもがそろっていて、日本のどこにでもありそうで他ほかのどこにもない町だ。

　三階のベランダにハシゴがかけてあるので、もし誰だれかに瞬間移動で出現した場面を見られていたとしても言い訳ができる。「あなたはきっと幻まぼろしでもみたんですよ。僕はハシゴを使って屋根の上に登りました」と。

「ふう……」

　五十六はキャスリン涼音のことを考えてため息をついた。彼女は美しいし、基本的には善良な性格だろう。あんな少女が恋こい人びとになってくれたなら、高校生活はバラ色だ。──しかし、世の中そうそう美お味いしいだけの話は転がっていない。涼音は五十六のことが好きなのではなく、常識はずれの特殊能力をアメリカのものにするために誘ゆう惑わくしているだけなのだ。これがスパイのやり口。ハニー・トラップ。正体がばれたのに五十六から離れようとしないのは、プロ根こん性じようなのか諦あきらめが悪いだけなのか……。

　──もしかして、これから先ずっと、誰か女の子と出会うたびに、「彼女は僕の特殊能力が目当てという可能性もある」と疑いながら生きていくしかないのだろうか。

　こんな力は不要なものだ、と五十六は思う。

「僕は、記憶としては封ふう印いんされていましたが、実は超ちよう能のう力りよく者でした」って凄すごく恥はずかしい、というのが五十六の正直な感想だ。とてもじゃないけど人には言えない。

　五十六は、自分のことをごく普通の高校生だと考えていて、その考えは今でも変わっていない。たしかに超常的な力を発揮して世界の運命をかけて戦う自分の姿を妄もう想そうしたことはあったが、妄想はあくまで妄想であり、思春期の少年なら誰でも一度は考えるようなことだ。

　力を手に入れた瞬間、それがいかに自分の人生にとってどうでもいいものか思い知った。超能力が使えても、人間の価値は上がらない。むしろ、たかが超能力程度に自分の人格を左右されるなんてまっぴらごめんだ。

　五十六は心の声でつぶやく──こんな気持ち、涼音さんにはわかってもらえないだろうな。




　　　　＊




　──また、逃げられてしまった。

　キャスリン・涼音はセクシーな格好のまま情けなくなって涙なみだ目めだ。五十六をさりげなく大外刈りで押し倒したまではよかったが、そのあと彼は瞬間移動で姿を消してしまった。

「そんな、必死に逃げなくても……」

　もちろん、五十六の気持ちはわかる。彼は出会ったときからずっと、涼音に騙だまされていたのだ。悪気はなかった、なんて言えない。ＣＩＡのために、アメリカの国益のために涼音は日本にやってきた。これは曲げようのない事実だ。

「…………」

　涼音は、きゅっ、と唇くちびるを噛かんだ。

　五十六がテレパシーの使い手だったらどんなによかっただろう、と涼音は思う。心を読み取ってもらえれば、今、この瞬間五十六に対して抱いだいている好意は本物だとわかってもらえるはずなのに。

　この恋は嘘から始まった。でも、今は純度一〇〇％のほんもの──少なくとも、涼音はそう確信している。

　不思議なものだ。初めての恋なのに、涼音には本物だと断言できる。人間は、炎ほのおに触ふれれば熱いと思うし、暗くら闇やみの中に一人でいれば心細くなる──それと同じで、本能的なものかもしれない。恋をすれば、それが恋だとわかる。

　恋の炎に身を焦こがしている。体が熱い。

　──身体からだの全細さい胞ぼうを彼に捧ささげてもいい。

「この気持ちが、五十六にわかってもらえないなんて……」





　少年と少女は、フルスロットルですれ違ちがっている。

　しかしこのとき、五十六も涼音も知らないところで、新たな陰いん謀ぼうが動き出していた。それはすれ違う二人の恋にとどめをさすかのように、巨きよ大だいな壁かべとしてそれぞれの目の前に立ちはだかることになる。

　スパイの本場──イギリスから一人の少女がやってくる。その少女は五十六にとっては思い出の人、涼音にとっては恋の強敵。伝説のスパイの血を受け継ついだ、黄金銃じゆうを持った少女がやってくる。おまけに武器商人の通商連合に雇やとわれた刺し客かくまで襲おそいかかってくる。どうなるのかは、量子世界の機械予言者「フロンティア」にも現時点では予測できない。解かい析せき不能な変数要素が多すぎる。たとえばそれは「破綻因子コラプス・フアクター」の影えい響きようだ。










　第一章　もしバンジージャンプの途中でロープが切れてしまったら




　　　　１




「い、五い十そ六ろくさん！」

　李一青リー・イーチンに声をかけられて、足を止めた。五十六は戸と惑まどいで微かすかに眉まゆをひそめて「は……はい？」と振ふり返る。

　五十六は危機管理部が隔かく離りされているプレハブ校舎に向かう途中だった。屋外で、校舎拡張工事の資材で陰かげになっている、恋の告白やカツアゲをするにはもってこいの人目につきにくい場所だ。そんな場所で、イーチンは五十六と二人きりになるチャンスをうかがっていたのだろう──。彼女はすでに顔を真っ赤にしていて、よほど緊きん張ちようしているのか、ミニスカートの下にある可愛かわいらしい丸っこい膝ひざが小刻みに震ふるえている。

「私と、ででで、デートしていただけませんか!?」

　イーチンは思い切った調子で、両りよう瞼まぶたを閉じて言った。

「それはまた、どうして突とつ然ぜん……」

　五十六は改めてイーチンを見る。彼女の髪かみ型がたは黒髪セミロングのツーサイドアップ。なんとなく癖くせ毛げっぽい感じ。アンダーリムのメガネをかけていて、目が大きく、睫まつ毛げが長い。とにかく胸が大きいのに腰こしが細いので、デフォルメが効き過ぎた美少女フィギュアのような印象を受ける。

　はっきり言ってイーチンのような少女とデートできるとなれば、高校生の男子にとっては夢のような話だ。嬉うれしいに違いない。しかし、ここで五十六につきまとう「例の問題」が持ち上がってくる。

　イーチンは、中国の国家安全部が誇ほこる最高のクラッカー。五十六にハニー・トラップを仕し掛かけるために現れた少女諜ちよう報ほう員の一人なのだ。つまり、彼女が近づいてくるということは、何か裏がある。任務上の必要性や目的が存在しているわけだ。

「僕とイーチンさんがデートって……そんなに気がのらないんですが……」

「五十六さんには、無人機の『借り』があるはずです！」

　イーチンは、珍めずらしくはっきりと強い口調で言った。

「ああ」そう言われれば五十六も、なるほど、と思う。

　彼女たちと出会ってすぐに、五十六は軍用ロボットやら戦せん闘とうヘリやらに襲しゆう撃げきされた。実じつ弾だん、本物のミサイルが飛んできて、よく一人も死亡者が出なかったものだと思い返すたびに五十六は幸運の女め神がみに感謝する。

　襲ってきた相手は。悪質な武器商人の非合法結社──『世界兵器通商連合World arms trade federation』、通つう称しようＷＡＴＦ。涼すず音ねの説明によれば、ある意味世界最大のテロリストグループ。彼らには、五十六の特とく殊しゆ能力が邪じや魔まだという。五十六の力によって科学技術の革新が起こり、通常の兵器がすべて役立たずになる可能性を恐おそれている、と。

　たしかに、ＷＡＴＦの無人機に爆ばく撃げきされた際、助けてくれたのはイーチンだった。彼女がいなければ、特殊能力のことを思い出す前に即そく死ししていたかもしれない。彼女の言った通り、大きな借りに違いない。

「うーん……じゃあ、わかりました。いきましょう」

「へ？」

「だから、デートですよ。そっちが言ってきたんじゃないですか」

「あ、はい！　そうです！　やったー！」

　イーチンはぴょんぴょんと跳とび上がって喜んだ。体が宙に浮うくたびに、柔やわらかそうな巨きよ乳にゆうが大きく揺ゆれる。こりゃあ目に毒だ、と五十六は思う。彼女がゲームのキャラクターだったら、ただ歩いているだけでもＣＥＲＯのＣ指定「一五歳以上対象」がつきそうだ。

　ちなみにこれは余談だが、ここ最近の涼音の行動は、ＣＥＲＯでいうならＺ指定「一八歳以上のみ対象」に限りなく近づきつつある。

　ここで、五十六は自分自身の言動を不思議に感じた──どうして、こんなに簡単にＯＫしちゃったんだろうか？　彼女も、工作員であることに違いはないのに。

　イーチンは続けて言う。

「デートということは、一いつ緒しよに出かけてくれるんですよね!?」

「一緒じゃなかったら、普ふ通つうの外出じゃないですか。で、いつにしましょう？」

「私は、いつでも」

「土曜日、僕は書店でアルバイトしてるんですが、午後はだいたい空いています。なので、昼の一時くらいに駅前で待ち合わせくらいで。昼食を一緒に食べて、あとは、それから……そうだな……デートっぽいことを、何か考えておきますね」

「よ、よろしくお願いします！」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

「あ、ところで……」イーチンは急に声を潜ひそめた。「このデートのこと、二人には秘密にしておきたいんですが……」

「二人？」

「キャスリン・涼音さんと、タチアナさんです」

「あの二人に秘密にするのって、かなり難しいと思うけど……」

　五十六は苦い顔をした。涼音もターニャ（タチアナ）も、凄すご腕うでの諜報員だ。そう聞いているし、たぶん本当にそうなのだ。専門の訓練を受け、実銃を携けい帯たいし、様々な最新機器を使いこなすプロなのだ。彼女たちの目を盗ぬすんで行動することが、アマチュアである五十六に可能だろうか？　瞬しゆん間かん移動能力があるから、尾び行こうをまくくらいは簡単だろうが、向こうはその気になれば軍用偵てい察さつ衛星による監かん視しも行えるわけで……。

「大だい丈じよう夫ぶ……だと思います。今は協定を結んで、盗とう聴ちようやメールの傍ぼう受じゆ、衛星や無人機を使った五十六さんへの監視は禁止されているんです。誰だれかがそれをやりだすと、もう歯止めが利きかなくなるから、という理由で……」

「そうなんだ……でも、そういうことはちゃんと僕にも伝えてほしいんだけど……」

「あとは、五十六さんさえ上う手まくごまかせば、デートの件は秘密にできると思います。私も一応、その、プロなので……それに仲間もいますし、どんなデートコースでも、機密が漏ろう洩えいしないように最大限努力します！」

「機密って……」

　イーチンの大げさな物言いはさておき、デートを秘密にするのは五十六にとってありがたいことではあった。

　このデートのことを、誰よりも──涼音やターニャよりも──、四し天てん王のう寺じ花か蓮れんに知られたくなかった。今、五十六が一番気になるのは、スパイの少女たちではなく、昔から知り合いだった花蓮なのだ。




　一〇月後半である。制服は男女ともに冬のものに切り替かわっている。最近は、まさに冬の入り口といった感じの天気が続いている。テレビの気象予報士たちは「今年は厳しい冬になりそうです」と繰くり返しているが、五十六はなんとなくそうはならないような気がしている。根こん拠きよがあるわけではない。厳しいだなんて、そんな暗い予想は外れればいいのにな、という程度の気分だ。

　イーチンと笑え顔がおで別れて、改めて危機管理部に向かって歩みを進めていく途中、急に五十六は「やっぱりイーチンもハニー・トラップのために送られてきたんだよな」と気になりだした。今回のデートにも、何かからくりがあるのか──？　ずいぶん簡単にイーチンと約束してしまった、と五十六はちょっとだけ悔くやんだ。冷静に考えれば「借り」があるのは涼音やターニャに対しても同じなのだ。

　しかしまあ、涼音とターニャの二人は、執しつ拗ように色いろ仕じ掛かけをしてくるくせに、そういえば「私とデートしてください！」と正せい攻こう法ほうで迫せまってきたことが一度もない。過か剰じようなほどセクシーな二人なのに、そんなところは妙みように間が抜ぬけている。

　──どうするんだろう？　五十六は自問した。たとえば涼音が、正面から堂々とデートを申し込んできたら五十六はどうすればいいのだろうか？




　飯いい田だ家は、五十六と妹の五い十す鈴ず、父の一ひ二ふ三みと母の四し津つ子こ、そして祖父母の六人暮らし。そして最近、ホームステイのキャスリン・涼音・アメミヤがくわわった。三階建ての家は、祖父母のために介かい護ご用の設備が整っていて、小さなエレベーターまでついている。ローンの完済まで先は長く、立派な家で暮らしているわりに生活はそれなりに厳しい。高い買い物ではあったが、六人で暮らすためには大きな家が必要だったのだ。

　帰宅した五十六は、ちょうど入れ替わるように家を出ていく老人介護のホームヘルパーさんに礼をいい、祖父母の様子を見てからリビングでコーヒーを淹いれた。フィルターをしっかりと指で折るのが五十六の癖くせだ。五十鈴も涼音もまだ帰っていないらしい。カップに注ついだできたての熱いコーヒーを持って、自分の部屋へ。

　制服を脱ぬいで、部屋着に着き替がえて、ゆったりと椅い子すに座ってくつろぐ。デスクの上には、未読の文庫本が何冊か積んである。五十六は、暇ひまがあればとりあえず本を読んでいる。読書は自分のためになり、長時間楽しめるわりには金もそれほどかからないという、理想的な娯ご楽らくだ。ライトノベルから海外の翻ほん訳やくものまで幅はば広ひろく読む。

「苦い、美う味まい」とコーヒーをちびちびやりながら、一冊手にとって読み始める。

　アルフレッド・ベスター作、中田耕治翻訳。

　ハヤカワ文庫の名作ＳＦ小説『虎よ、虎よ！』だ。

　なぜこの本を選んだのかには、理由がある。

　それは、この物語の重要な要素の一つが「ジョウント」と呼ばれるテレポーテーション能力だからだ。五十六は、何か参考になるかも、と考えた。

　──テレポートとは何か？　『虎よ、虎よ！』にはこんな説明文が出てくる。

『精神の努力だけで瞬間的に、ある場所から他の場所へ移動することです』

『距離感応移動ジヨウンテイングの能力はニッスル体か、もしくは神経細さい胞ぼうの虎斑タイグロイド質に関連がある』

　──そういうものなのか？　ニッスル体とタイグロイド質ってなんだ？　ネットで調べてみたが、どこがどうテレポートに関係しているのかよくわからなかった。

『目的地に到とう達たつするために精神の潜せん在ざいエネルギーを集中しなければならない。なかんずく、信念をもたなければならなかった』

　──信念か。

　五十六には、自分がどんな信念をもって瞬間移動をしていたのかがよくわからない。なにしろ、大変な状じよう況きようだった。必死だったのは間ま違ちがいないが、それ以上の何かが自分の胸の中にはあっただろうか？　こういった心の問題は、どうしてもあやふやになる。

　──さて、問題はここからだ。

　瞬間移動の力が、この作中で社会にもたらした変革について。

『残ざん酷こくなおそろしい戦争が内部惑わく星せい──金星、地球、火星──と外部の諸惑星の間で勃ぼつ発ぱつした──戦争はテレポーテイションの経済的、政治的圧あつ迫ぱくによって発生したのだ』

　このあたりで状況説明用のプロローグが終わって、『虎よ、虎よ！』の物語が本格的に始まるわけだが、すでに十分参考になった。五十六は読書を休きゆう憩けいして、コーヒーを飲み干した。少し思考を整理する。

　火薬だったり、蒸気機関だったり、活版印刷だったり、何か「新しい力」がこの世に広がっていくたびに、それが「新しい対立」「新しい問題」を生み出してきた。新発明がなければ争いがなかった──ということはありえないが、銃じゆうや爆弾の誕生によって戦争は形が変わって、関かかわる人間の数も増えて、死傷者も飛ひ躍やく的に増大したのだ。

　涼音の言葉を思い出す。

　──「『フロンティア』は、五十六が『世界の危機に関わる』と予言しました。どうやらそれは、五十六に『世界を滅ほろぼす力がある』という意味らしいんです」

「『彼は世界を滅ぼすかもしれない。だが、理り不ふ尽じんな悪意が襲おそいかかってくるのを防ぐことができれば、彼は世界に素す晴ばらしいものをもたらすかもしれない』──と」

　超ちよう最さい先せん端たんのウルトラコンピュータとしては、ずいぶん曖あい昧まいな言い方をするものだ。ようするに「『フロンティア』にも、よくわかっていない」んじゃないかという気がする。頼たよりになるんだかならないんだか、凄いのか凄くないのか、いまいち判断がつかない妙な機械だ。




　いくら考えても、結論にはたどりつかない。日本政府や世界各国の諜ちよう報ほう機関でさえ、答えは出せていないのだ。五十六は読書を再開。『虎よ、虎よ！』の続きを読んでいたら、一階の玄げん関かんから「ただいま戻もどりました！」という元気のいい声が響ひびいてきた。我が家の日系アメリカ人、キャスリン・涼音の声だ。

　涼音のぱたぱたという足音が、階段を駆かけ上がっていった。

　ここが、彼女の偉えらいところだ。

　涼音はいつも、まず五十六の祖父母の様子を見に行く。手伝うことはありませんか？　と訊たずねて、何もなかったら下りてくる。そのあともキッチンで洗い物がないか確かめて、自分の部屋で着替えて、それからようやく五十六の部屋に飛び込んでくる。

　涼音は家事好きだ。五十六は、彼女のそういう真ま面じ目めなところは凄く好きだ。全ぜん裸らに近い格好で迫ってくるよりも、日常的な優やさしさのほうが強く感情を揺さぶってくる。残念ながら、彼女自身はそのことにまったく気づいていない。──僕たちの周囲には、はちみつハニーよりも甘いものがたくさんあるのに。

　スパイじゃなきゃほんといい娘むすめなんだけどな、と五十六は独りごちる。

「ヘHェeイy！　グッドイブニンッ五十六！　今日は本場の『うさぎさん』を見せてあげますネ……！」

　そんな言葉とともに、ばーん！　とドアを開けて涼音が五十六の部屋に入ってきた。せめてノックくらいはしてほしいもんだと五十六は思う。

　一日に何回か、涼音は五十六を誘ゆう惑わくしにやってくる。そのたびに、衣い装しようも趣しゆ向こうもちょっとずつ違う。よくネタが続くものだと感心しないこともない。このために涼音は、常つね日ひ頃ごろからラブコメのマンガやライトノベルを研究しているそうだ。それも、アメリカ合衆国が誇ほこる予言機械「フロンティア」の指示だという。五十六は不安になる──なんていうか、ちょっとズレてるんじゃないの？　そのコンピュータ。

　今日の涼音は、部屋でバニーガールに着替えていた。うさぎ耳のヘアバンド、蝶ちようネクタイつきの付け襟えり、黒いカフス、赤いエナメルのバニースーツはやはり露ろ出しゆつ過か剰じようで、ほんの些さ細さいな衝しよう撃げきでその美乳がこぼれ落ちそうだ。スーツの生き地じが、引き締しまったおしりにもきつく食い込んでいる。むちむちとした網あみタイツに、脚きやく線せん美びを引き立てるブーツ。しかも涼音はわざわざニンジンまで手に握にぎっている。準備万ばん端たんで、艶なまめかしく腰こしを揺ゆらしながら五十六に迫る。

「かたいニンジンで、いたずらうさぎをいじめてください……」

「どこでそんなセリフ回しを覚えたんですかまったく!?」

　緊きん張ちようと興奮で上気した顔の涼音に気け圧おされて、思わず後ずさってしまう五十六。その足がベッドに引っかかって、「あわわ」と間抜けな声をあげて倒たおれる。これをチャンスと見てとった涼音は、素早く彼に抱きついた。

「あなたに嘘うそをついていたこと……本当に後こう悔かいしているんです！　おしおきしてください！　私にひどいことしてもいいです！」

「ヤですよ！」
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　セクシーとかハニー・トラップというより、これではもはやコントである。

　涼音は美人だし、体も凄い。いい香かおりがするし、肌はだもすべすべで触ふれ合っているだけで気持ちいい。健康的な男子として嬉うれしくないといえば嘘になる、が──根本的に違うのだ。涼音はやっぱりわかっていない。勘かん違ちがいしている。

「遠えん慮りよなさらずに……」

　そう言って、涼音は両手で捧ささげ持ったニンジンを、五十六の目の前でねっとりと下からなめあげた。健康的な濃こいピンク色の舌が、うっすらと唾だ液えきを引いて、柔やわらかい無む脊せき椎つい動物のように動く。

　涼音は、そのニンジンを無理やり五十六に握らせた。五十六は「うわ、うわ……！」と慌あわててしまって、自分のことが情けない。涼音はさらに胸をぐいぐい押し付けていって、五十六の手の中にあるニンジンを胸の谷間で挟はさんだ。形のいい胸が、棒状の物体によって卑ひ猥わいに歪ゆがむ。

　──だからさ、涼音さんが色っぽいのはもう十分わかってるんだって！

「何度も言ってるじゃないですか！　僕は苦手なんですよ、そういう、色仕掛けみたいな！」

「色仕掛けなんてそんな！　本当に本当に本当に本気なんです！」と涼音。

「任務に対して本気、ってことでしょう!?」と五十六。

　涼音は首を左右に振ふって、

「そうじゃないんです！　本気ってのはそういう意味じゃなくて……」

「とにかく、こういうことが続くと、またテレポートで逃にげますよ！」

「特とく殊しゆ能力の乱用はよくないです！」

「そこまで僕を追い詰つめてるのはどこの誰だれですか!?」

　ここで──。

「ふたりとも、なにやってんの！」

　妹の五十鈴まで五十六の部屋にやってきた。涼音とドタバタしていたせいで、妹が帰宅したことに気づいていなかった。

　五十六は瞬しゆん間かん移動ではなく、そのままの意味で「消えたい」気分だ。

　セクシーすぎるバニーガール衣装の涼音を見て、五十鈴は目を丸くして、頬ほおを赤くして、眉まゆを吊つり上げる。

「なんなのそのかっこ！　アホなの!?」

「こ、これは……」涼音は、急にしおらしい態度をとった。ＣＩＡのエリートで、ありとあらゆる方向にスーパーなスペックを誇る彼女なのに、なぜか五十鈴のことは苦手にしている。「五十六が『いやらしいバニーガールになれ！』って、無理やり……」

「こら、嘘をつくな！」さすがの五十六も強い口調で否定した。

　とりあえずは助かった……のか？　でも、五十鈴が凄すごく怒おこっている。

　五十鈴には、五十六の特殊能力もＣＩＡのことも秘密にしてある。勘が鋭するどい五十鈴のことだから、何か気づいているという可能性も捨てきれないが、まさか「自分の兄が超能力者」だなんて、想像すらしたことがないはずだ。

　そういえば以前トラブルに巻き込まれたあと、瞬間移動で現場を離り脱だつして、五十六は自分の部屋で目を覚ました。あのときはターニャから借りた機関銃を持っていたはずなのに、いつの間にかなくなっていた。そのことを五十鈴に（遠まわしに）訊ねても「知らない」という。

　なにしろ、あのときは五十六も混乱していた。瞬間移動をくり返す中で、うっかりどこかに落としていたとしても不思議はない。不幸中の幸いというか、今のところ、「路上に落ちていた機関銃が……」というニュースは聞かないので、もしかしたら瞬間移動中「次元のはざま」みたいな場所に銃だけ置き忘れた可能性もある。──それにしても、次元のはざまってなんだ？　自分の頭に浮うかんだ言葉なのに、ぼんやりとしていて説明もできない。残念ながら、五十六は科学にはあまり詳くわしくない。
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　どんなに周囲の状じよう況きようが混乱していても、学校には行かねばならない。高校生は学校に通うから高校生なのだ。

　明日あしたは土曜日で、バイトの日であり、デートでもある。今日のうちに、準備をしておく必要がある。朝、五十六は一人で早めに家を出た。コンビニで街遊び系の特集をしている雑誌を買って、情報を集める。すべては、涼音たち少女諜報員に気づかれないように、秘ひ密みつ裏りに。女の子に──イーチンに──恥はじをかかせるわけにはいかない。

　イーチンも涼音と同じく諜報員だが、五十六はなんとなく親近感を抱いていた。

　イーチンは他ほかの二人と比べて、とてもドジで不器用で、コンピュータの専門家としては一流でも、諜報員としては三流もいいところ。それが演技ではない証しよう拠こに、五十六をめぐる諜報戦では涼音たちにずいぶん後おくれをとっている。

　聞いた話だと、中国の国家安全部に半ば無理やり送り込まれただけで、本来彼女は屋内でパソコンをいじっていればそれで幸せというタイプらしい。涼音やターニャに比べると明らかに「この業界」が向いていない感じ。──だからこそ、五十六はちょっと安心できるのかもしれない。そんなイーチンからの申し出だったからこそ、あっさりデートを了りよう承しようしてしまったのかもしれない。




　さて、五十六はデートプランを立てなければいけない。

　知り合いに出くわさないようにこそこそと校内に入った五十六は、そのまままっすぐ男子トイレに向かった。「機密を保持するためにちょうどいい場所」として、最初に思いついたのがそこだったのだ。

　個室トイレのドアに鍵かぎをかけて、雑誌のページをめくる。なんだか間抜けで情けない光景だが、背に腹はかえられない。

　場合によっては、ここ船橋だけでなく、西にし船ふな橋ばしや習なら志し野のあたりまで足を延ばしてもいい。美お味いしそうな店、楽しそうな場所をチェックしておく。本場の味を知っているだろうから、中ちゆう華かは避さける。

「確かく認にん、確認、と……」

　携けい帯たい電話のメールで、イーチンに「なにか観みたい映画とかあります？　なければないで全然大だい丈じよう夫ぶです」と質問しておく。

　送信のボタンを押した五十六は緊張していた。──本当にメールなんて送ってよかったのだろうか？　今回のデートは極ごく秘ひだ。イーチンが言っていた「今は協定を結んで、盗とう聴ちようやメールの傍ぼう受じゆ、衛星や無人機を使った五十六さんへの監かん視しは禁止されているんです」という言葉を信じて、メールを使ったのだ。

　すぐにメールの返信がきた。液えき晶しように並んだイーチンからの文字は──。

『不好意思プーハオイース、謝シエ謝シエ！　我不去電影院ウオープーチユーデイエンインユエン……』

「中国語かよ！」

　五十六は個室トイレで、一人でずっこけそうになった。──読めないよ！　やっぱ本当にうっかりさんだなあのこ！

　ほとんど間を置かずに、イーチンから再びメール。今度は日本語だった。

『すみません！　お気き遣づかい感謝です！　私はあんまり映画館にいかないので、よくわからないです。五十六さんが観たい映画があるなら、ぜひ一いつ緒しよに！』

　うっかりさんだが、いいこなのは間違いない。

　イーチンが映画にそれほど興味が無いのなら、無理をしてデートコースに組み込む必要もないだろう。ヘタをしたら、二時間近くも退たい屈くつさせてしまう可能性もある。

　なんとなく、五十六の頭の中で予定が決まってきた。善は急げ、ということで、寄るつもりの飲食店には今から携帯電話で予約を入れておく。女の子連れなのに「すみませんお客様、ただいま満席になっておりまして……店外で数十分ほどお待ちいただけますでしょうか？」なんてみっともない事態は絶対に避けたい。

「こんなもんかな……」

　五十六には、まだ恋こい人びとができたことがない。今たてたデートプランも、すべては本で読んだ知識や「もし僕に彼女ができたら……」という想像力を駆く使ししたシミュレーション（妄もう想そうともいう）がもとになっている。

　自分一人で遊びに行くのなら、どんなに失敗をしてもいい。自分が嫌いやな思いをすればそれですむのだ。五十六は、そこに他人を巻き込みたくなかった。そういう性格だ。自分のせいで誰か他人が嫌な思いをするなんて、耐たえられない。

　デートプランを生徒手帳の空白にメモして、どうしても必要そうなページは切り取って折りたたみ、残った雑誌はそのままトイレのゴミ箱に捨ててしまった。もったいなかったが、こうでもしないと絶対に涼音に「何かおかしい」と見み抜ぬかれるだろう。──というか、ここまでやっても全然安心できない。なにしろ相手は「プロ」なのだ。




　五十六が教室に入ると、頬をゴム毬まりみたいに「ぷくぅ」と膨ふくらませた涼音が待ち構えていた。セクシーな表情よりも、涼音のこういう子供っぽい顔のほうこそ五十六は胸にドキリと高鳴りを覚えることが多い。

「どうしたの、涼音さん？」

「どうしたの、じゃありません！　一人でさっさと家を出ちゃうなんて！」

　涼音は怒った顔のまま、ベタベタと五十六にくっついてくる。五十六はなるべく乱暴にならないように、彼女を少しでも引き離はなそうとする。

「同どう棲せいしているのに、一緒に登校もできないなんて！」と涙なみだぐむ涼音。

「ホームステイを同棲って言わないでください！」と五十六。

「私まだ日本語不慣れなので……」

「それは嘘うそだ！　普ふ段だん、読み書き会話、どれをとっても完かん璧ぺきじゃないですか！」

　そんな二人を見守るクラスメイトたちの視線は、なまあたたかい。みんな、なぜ五十六が涼音と付き合わないのか不思議に思っている。五十六は彼女のことをしつこく「ホームステイだから同居しているだけで、ただの友達！」と説明している。──こっちには、複雑な事情があるのだ。

「もうすぐホームルームなのに騒さわがない！」

　涼音と五十六の間に、クラス委員長が割り込んできた。

　委員長──四天王寺花蓮。今、五十六が一番気になる女の子。

　花蓮は長身で、ハーフである涼音に対たい抗こうできるくらいグラマラスな体の持ち主。地面まで届きそうな長い黒くろ髪かみが美しい。凜り々りしく引き締しまった薄うすい唇くちびる、星のように輝かがやく大きな瞳ひとみ──。ストイックで真ま面じ目めな性格が、全身から滲にじみ出している。

「まだ先生が来たわけじゃないんですカラ、ワタシの自由デース」

　涼音は、花蓮を挑ちよう発はつするように、わざとらしい「外国人っぽい」口調で言った。

「不真面目ですよ、そういう態度は」

「ニホンゴ、ヨク、ワッカリーマセーン」

　涼音は大げさなジェスチャーを演じる。

　その瞬間、五十六には「カチン！」という音が聞こえた気がした。もちろん、花蓮の心の中にある怒いかりの火打石が火花を散らした音だ。

「こぉの！」と声をあげた花蓮の頭からは鬼おにの角が飛び出しそう。

「ねぇ、二人とも」

　五十六の悪友──南な雲ぐも三み木き多た可かまで横から口を出してきた。

「なんですか!?」

「チャイム鳴ってる。先生もうすぐ来るんじゃない？」

　チャイムにも気づかないくらい、花蓮はエキサイトしていたようだ。

「くっ……！」悔くやしそうな花蓮。

「ふんふーん」と余よ裕ゆうの鼻歌を漏もらす涼音。

　口論の相手に微び妙みような視線を送りつつ自分の席に戻もどる涼音と花蓮は、試合の途と中ちゆうで、ゴングが鳴ってそれぞれのコーナーに戻るボクサーみたいだ、と五十六は思った。
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　五十六はいつの間にか昼休みに、かなり多くの人間と一緒に弁当を食べるようになった。教室で机を合わせて昼食をともにするには、キャスリン・涼音に四天王寺花蓮、南雲三木多可にリー・イーチン。そしてロシアからやってきたターニャことタチアナ・オゴロドニコワ。

　賑にぎやかなのはいいことだが、涼音と花蓮の間に流れる雰ふん囲い気きは決して和なごやかなものではない。さらに、三人のスパイ少女たちも表面には出ないように牽けん制せいしあっている。──なんだかなあ、と五十六は思わずため息をつかずにはいられない。

「…………」

　食事中、五十六はなるべくイーチンと目をあわせないようにした。土曜日の、デートの秘密を守るためだ。ここまでくると、逆に楽しくなってきた。これは一種の実験なのだ。プロのスパイを相手にして、平和な日常を取り戻すことができるかどうか──。そんな実験、五十六とイーチンの作戦。

「同志トバリツシユ五十六」

　ターニャが話しかけてきた。流りゆう暢ちような日本語だか、ややアクセントに巻き舌っぽい癖くせはある。

「は、はい」

「何か不安なことでもあるのか？」とターニャ。──さすがに鋭するどい！

「ええと」五十六も必死だ。演技をする必要がある。こういうとき、質問に対して即そく答とうすると逆に怪あやしいものだ。ちょっと「思い出す」ようなふりをして、その間に嘘を「考える」。

「そりゃあ、不安なことばっかりですよ」言いながら、五十六はため息をついた。ここ最近の五十六は、疲ひ労ろうのため息なら、演技しなくてもいくらでも（それこそ無む尽じん蔵ぞうに）肺から絞しぼりだすことができる。「……今日の放課後は危機管理部の活動で何か危険な目にあうことになるだろうし、涼音さんと花蓮さんはなんだか仲が悪いし……」

「ふぅん」と、ターニャ。納なつ得とくしたような、していないような。もともと彼女はクールな表情でいることが多く、内側の感情まで読み取るのはちょっと難しい。

　ターニャの髪型は前下がりのボブ。色はピンクブラウン。きりりとしたツリ目に、やや厚めの色っぽい唇。長身で抜ばつ群ぐんのスタイル。彼女のバストサイズは、涼音よりも大きく、イーチンよりは小さい。




　昼休み、五時間目、六時間目──そして放課後、部活動の時間になる。

　五十六が所属しているのは、危機管理部。まるで海外の警備会社や保険会社が抱かかえている特とく殊しゆ部署のような名めい称しようだが、その活動とはつまり「愚おろかな高校生男女がとにかく危険なことにチャレンジしまくる」だけだ。部長の東とう条じよう未み華か子こにいわせれば、「どんな危機にでも対応できる人間。どんな時代でも生き残ることができる人間」を育成するのが目的らしいが、なんとなくそれは言い訳のようにも聞こえる。──本当のところは、ただ危険なことが好きなだけではないのか？

　しかしまあ、と五十六は考える。無人機に追いかけられたり、戦闘ヘリと戦ったときに、たしかに危機管理部の活動経験が役に立ったことは否定できない。普通に生きていくぶんには趣しゆ味みにしかならないが、異常に生きていくうえでは必ひつ須すになる技術というのも、世の中にはいくつか存在している……のか？

　──この異常な世界で、ごく普通の「僕」が生きていくために。

「今日の活動も楽しみだなァおい！」

　陽気な声をあげたのは三木多可だった。

　彼は五十六の幼なじみで、同じ部活、同じクラス。ネコ科の猛もう獣じゆうみたいな顔立ち、あごのあたりに古い切り傷。成績はそこそこで、ケンカが鬼のように強く、女子にもわりと人気があるのだが──人格に致命的な欠陥がある。致命的とは、命を失うであろうというそのままの意味で致命的な欠陥だ。彼は、あまりにも危険を愛しすぎている。

　五十六は三木多可のことを友人として好ましいとかんがえているが、どうしても三木多可が中年になるまで生きている姿が上う手まく想像できない。

　彼が元気な中年になっている姿を想像したくないわけではない、本当に想像できないのだ。逆に、トラブルに巻き込まれて若死にしている姿は容易に想像がつく。早すぎる死──『スタンド・バイ・ミー』のクリスみたいに。あるいはクリスを演じたリヴァー・フェニックスみたいに。──五十六はそうならないことを祈いのる。

「今日の部活は屋内プール！　何をやるのかね！」

　と、三木多可は興奮で瞳を輝かせる。

「嫌な予感しかしない」五十六は言った。「プールで『危機』はまずい気がする」

「それで急に思い出したんだけどさ」三木多可は歩きながら首を傾かしげた。「前に、俺が川に落ちて、お前に助けられたことあったろ？」

「うん。あった」

「お前、泳げないよな？」

「今は、ちょっとなら泳げる。ほんのちょっとだけ。でも、当時は一いつ切さい泳げなかった」

「どうやって俺を助けた？　もう、ずっと気になってるんだ」

「三木多可は覚えてないの？　その瞬しゆん間かんのこと」

「覚えていない。意識が混こん濁だくするくらいヤバい状じよう況きようだった」

　今の五十六には、その答えがわかる。川を泳いだのではない、瞬間移動で三木多可を助けたのだ。そのことを、なぜか五十六もつい最近まで忘れていた。まるで、誰かに記憶を奪われたみたいに。

「……僕もよく覚えてないよ。よくわかんないけど、ようするに必死だったんじゃない？」

「そういうもんかね」

「そういうものだよ」

　本校舎の奥に、体育館と武道場、地下プールがセットの運動棟とうがある。今日は水泳部の練習が休みで、そのかわり危機管理部が使わせてもらえることになった。一年中使用可能な広い温水プールに、部員が集まっている。

「おお、五十六に三木多可！　来たね！」

　そう言ったのは、危機管理部部長・東条未華子だった。

　切れ長の目に二ふた重え瞼まぶたで、鼻が高い。髪は清潔感のあるショートカット。大人っぽい美び貌ぼうに抜群のプロポーション──。しかし、彼女の顔か体には、いつもどこかにバンソウコウがはられている。

　そんな未華子は、プールでの活動なので当然水着姿になっていた。かなり露ろ出しゆつ度どが高いデザインの水着なので、学校指定のものではなく、持ち込んだ私物だとわかる。校則違い反はんだが、今地下プールは危機管理部の貸切状態なので気にしていない。

　未華子の水着は、セクシーな黒いワンピースだった。胸の部分の布地が、鎖さ骨こつのあたりで「×」の形にクロスしている。よく胸がこぼれ落ちないものだ。その水着を見ていると、ここが学校だということを忘れそうになる。

「ちわっす！　部長！」

　三木多可は元気よく挨あい拶さつをした。遠足前日の小学生だって、ここまで元気な声はなかなか出せないだろう。三木多可と未華子部長は気が合うらしい。

「すぐいきます！」

　と三木多可は隅すみっこに通学カバンを放ほうり投げて、その場で制服を脱ぬぎ始めた。

「三木多可……」五十六は、かわいそうな人を見る目で三木多可を見た。「危険を愛する異常なやつだとはわかってたけど、そのうえ露ろ出しゆつ狂きようの変態もくわわるなんて……」

「バカ！　そういうんじゃねぇよ！」

　三木多可は、制服の下に水着を着用していた。体にぴったりとフィットした、男子の競泳用だ。なるほど。五十六は納得した。三木多可は異常だが、まだ変態ではなかった。

「今日はプールで部活だって聞いて、さっき休み時間に着き替がえておいた」

　服を脱いだ三木多可は、ちょっとしたボディビルダーのようであり、一番健康だったころのブルース・リーに体型が近い。危険に挑いどむためには、体を鍛きたえなければいけない。その結果が彼の鋼はがねの肉体だ。危機管理部の女子部員のうちの数人が、三木多可の体を見てうっとりと頬ほおを赤くしている。

「五十六ぅ！」

　そんな甘い声が聞こえて、五十六は申し訳ないと思いつつも「うぇ！」と低くうめいた。

　プールには、涼音も来ていた。そういえば彼女も危機管理部の一員だった。当然、彼女も水着姿だ。セクシーな白いビキニ水着。薄うすいガーゼ素材の、過激なＴバック。それを見た直後、五十六は凄すさまじい頭痛とめまいを感じた。──まったくもう！　他ほかの部員たちが目のやり場に困ってるじゃん！　とうとう学校でも痴ち女じよだとばれちゃったじゃん！

　小さな水着を体に食い込ませている涼音は、とにかくセクシー。セクシーすぎて「これなら全ぜん裸らのほうがまだマシ」とさえ思えてくる。弾はじけるような胸も引き締しまったおしりも、犯罪のギリギリ一歩手前という感じ。ここが放課後の屋内プールだからいいようなものの、もしもこれが授業中だったり、市民プールだったりしたら一発アウトだ。時と場所によっては逮たい捕ほされてもおかしくない。

「オゥ、何か問題がありますか？」とハーフっぽく涼音。

「特にないよ」と未華子部長。

「ないのかよ！」と、普ふ段だんは温厚なのに我が慢まんできず思わずつっこむ五十六。




　涼音は、過激な水着姿で五十六に体を寄せてくる。触ふれ合う太ももと太もも、肌はだと肌。二にの腕うでで感じる彼女の柔やわらかい胸。

　未華子部長以外の女子部員は涼音の露出度にドン引きしているし、三木多可以外の男子部員は五十六に「なんだこいつ金きん髪ぱつ美少女とイチャイチャしやがってぶっ殺してやろうか」的な視線を送っている。居い心地ごこちが悪いことこのうえない。
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　そして五十六の嫌いやな予感は、いよいよ現実のものとなった。




　屋内プールには飛び込み競技用の高い台が組まれていて、未華子がそれを指さし「今日は飛び込み台を使うよー」と宣言したからだ。

　飛び込み台の高さは、一番上が一〇メートル。アクション映画なら大した高さには見えないだろうが、「部活で使う」となると話が違ちがう。もちろん五十六たちは水泳部でもダイビング部でもない。

　飛び込み競技では、その名前通り高い台からプールに飛び込む。その落下中に回転やひねりをくわえ、さらに美しく着水し、芸術点を争う。プールに入った瞬間の衝しよう撃げきは、ちゃんとした姿勢を作っていないと（作っていても）かなりの衝撃だという。

　──そんな場所で、プールに関しては「アマチュア」である危機管理部が何をするというのか？　まあ、危機管理部が何に関して「プロフェッショナルなのか？」と訊きかれたらそれはそれで困ってしまうのだけれども。

「今日みんなで対策を練習する危機は『バンジージャンプでロープが切れてしまったら』ってやつだよー」未華子が明るい声で言った。彼女の手には、一冊の本があった。今日の部活の教科書、ジョシュア・ペイビン、デビッド・ボーゲニクト共著。『この方法で生きのびろ！　《究極サバイバル篇へん》』だ。翻ほん訳やく、倉くら骨ほね彰あきら。草そう思し社しや刊。

「究極サバイバル篇」という言葉に、五十六は思わず眉まゆをひそめる。




『この方法で生きのびろ！　《究極サバイバル篇》』によれば、バンジージャンプの途と中ちゆうでロープが切れても、ダメージを最小限にする「落ち方」「着水の姿勢」があるという。

　手足を伸のばして体を一直線にして、あごを引き、握にぎりこぶしを固めてそこから着水する。そして、水中に入ったら手足を広げて減速する。──本当にそれで大だい丈じよう夫ぶなんだろうか？　そもそも五十六はバンジージャンプなんかしない。戦せん闘とうヘリを撃げき墜ついした際に、それに近い状況に陥おちいったことはあるが。

「本当はもっと高いところからの飛び降りがよかったんだけど……」と未華子部長。「山奥の鉄橋とか、スカイツリーとかが凄すごくいいんだけど、どっちも警察沙ざ汰たになりそうでさ」

「なりそう、じゃなくて確実に警察沙汰だと思いますよ」と五十六。

　まず、未華子がお手本として飛び込んだ。危険なことを言い出して、でも自分だけ高みの見物なんてことは絶対にしない人なのだ。

　未華子は性格破は綻たん者の一種だが、なぜか勉強ができるし、運動神経も抜ばつ群ぐん。ちゃんと「バンジージャンプの途中にロープが切れた」という設定に忠実に、あえて不自然な体勢で飛び込み台からジャンプして、教科書通りに見事に着水する。

　この方法で生きのびろ！

　次は三木多可だ。彼も、とてつもない身体能力を誇ほこっている。その使い方を間違っているだけだ。すべての運動部が欲ほしがる逸いつ材ざいなのに、本人は危機管理部の活動にしか興味がない。危機管理部のために、わざわざ放課後スポーツジムや格かく闘とう技ぎの道場に通っている。三木多可も危なげなく飛び込みをすませる。

　そして、三番目がなぜか五十六だった。女性に（この場合は未華子に）「やりなさい」と言われると、五十六はなぜか逆らうことができない。飛び込み台に立って、プールを見下ろす。さっきまでくっついていた涼音は、今はプールサイドで五十六に声せい援えんを送っている。

「結構怖こわいなあ……」

　なにしろ、一〇メートルである。ビルでたとえると、三階建てと四階建ての中間くらいの高さだろうか。「下へ手たに落ちたら死ぬ高さ」と言っていい。この高さから飛び降りることに「慣れている」人間なんて、空くう挺てい部隊の兵士かレスキュー隊員か……どちらにしても、日本のごく普通の高校生からは遠い世界だ。

「…………」

　五十六の場合、高所で恐きよう怖ふを覚えると、自分の体が自分のものではなくなってしまったかのような感覚を味わうことがある。これが一いつ般ぱん的なことかどうかは、高所について友人と話し合った経験がほとんどないからよくわからない。

「ガンガンいけえ！」

　未華子が煽あおってきた。じゃあ、いくしかないかなあ、と五十六は思う。

　えいやっ、と飛び降りた。

　飛び降りてから、五十六は気づく。──これ、うっかり瞬しゆん間かん移動使ったりしたら大変だな。これだけ衆しゆう人じん環かん視しの状じよう況きようだとごまかしようもないし。

　今まで、五十六は自分の特とく殊しゆ能力のことを完全に「忘れていた」。「知らなかった」のだ。だからこんな心配をする必要はなかった。しかし、今は違う。知っている力なら、うっかり使うこともある。これだけ怖いのだから、体が（半ば勝手に）この危機から逃のがれようとしても不思議はない。

　力を使わないように集中しなければいけない。これは、「使おう」と思って意識を集中するよりもかなり難しい。

　──やばいッ。

　瞬間移動のことを意識しすぎて、体のほうがおろそかになっていた。それに、大事なことを思い出す。五十六は、ほとんど泳げない。完全にバランスを崩くずしてしまう。その結果、背中から着水。

　背面を水面で強したたかに打つ。

　バチーン！　と巨きよ人じんの平手打ちをくらったような音がする。

　──いたあああァッ！

　五十六の体は一瞬で沈しずんだので、悲鳴は水面下に吸収され、プールサイドまで響ひびくことはなかった。死ぬほど痛いというかこれは本当に死にそう。後頭部をラケットか何かで殴なぐられ、背中の皮ひ膚ふが引き裂さかれたかのようだ。五十六は「飛び込む高さが六〇メートルを超こえると、着水時、水面はコンクリートほどの硬かたさになる」という話を頭に思い浮うかべた。それに比べれば、まだマシだったのだろう。あの体勢でコンクリートじゃ確実に死んでいた。──そう考えたところで、痛みが軽減するわけでもないが。

　痛みのあまり、五十六は溺おぼれた。

　溺れつつも、瞬間移動の力は使わないように心がけた。

　混乱し、次の何をすればいいのかとっさに思いつかない。

　そのとき──。

　真っ先にプールに飛び込んで五十六を助けたのは、涼音だった。セクシーな水着姿でも、彼女の身体能力が低下するわけではない。涼音は見事な泳ぎで五十六をプールサイドまで引っ張りあげた。

「大丈夫ですか!?　五十六！」

「なんとか……」

　五十六は答えた。少し水を飲んだし、水面で打った背中も痛むが、意識ははっきりしているし呼吸にも問題はない。

　ところが、涼音は一人で盛り上がって、

「人工呼吸と心臓マッサージを行います！」

　と、五十六に唇くちびるを押し付けようとする。

　五十六は両腕を上げて自分の身を守った。

「ちょっと待ってください！　僕はちゃんと息をしてるじゃないですか！　なんで人工呼吸が必要なんですか!?」

「日本のラブコメ漫まん画がではお約束じゃないですか！　人工呼吸という建前でキス！」

「建前とか自分で言っちゃだめでしょ」

「無事でよかった」

　と、どこかのんきな口調で言ったのは未華子部長だ。

「いや、呼吸停止とかにならなかっただけで、無事ではないです」

　五十六は涼音から素早く離はなれつつ言った。

　うええ、と残念そうに指をくわえて悔くやしがる涼音。

「まったく……」

　危機管理部をやめて読書部とかに入りたい。文芸部ではなく、読書部だ。五十六は今のところ、書くことよりも読むことのほうに興味がある。五十六が危機管理部に入っているのは、親友である三木多可との付き合いだ。──三木多可が急に、危険よりも読書の楽しさに目覚めたりしてくれないだろうか？　ううん。目覚めないだろうな、きっと。

　三木多可が読書の楽しさに気づいたとする。そうなったら彼は、ビルの上で綱つな渡わたりでもしながら本を読むようになるのだ。

　──それにしても、背中が痛い。




　　　　４




　そのころ──船橋駅の南口から、一人の少女が姿を現した。この駅の近くには京けい成せい船橋駅もあり、人の行き来は激しく、繁はん華か街がいは賑にぎわっている。そんな騒さわがしい通りでも、その少女が雑ざつ踏とうに埋うもれることはない。まるで、東京湾わんの魚群に熱帯魚が一いつ匹ぴきだけ交ざっているみたいに。異質な存在感を周囲に振ふりまいている。

　それもそのはず、その少女は外国人だった。それも、とびきり容姿に優すぐれている。光の当たり具合によっては瑠る璃り色いろに輝かがやく長い髪かみ。幻げん想そう的な琥こ珀はくの瞳ひとみ。ただ人形のように美しいというわけではない。その目付き、表情には独特の暗さがある。

　美しい幽ゆう霊れい──そんな雰ふん囲い気き。たしかな存在感があるのに、普通の人間には見ることも触ふれることもできない。

　そして、彼女の衣い装しようは黒ずくめだ。豪ごう華かなレースがついた黒いブラウスにふわりとした黒いフレアー・ミニスカート。レザーのファッション・コルセットまで締しめて、ハロウィンでもないのにまるで魔ま女じよの扮ふん装そうをしているかのようだ。もう陽ひは落ちているにもかかわらず、チェス盤ばんをディフォルメした柄がらの高級日ひ傘がさをさしている。

　少女はイギリス出身──レイチェル・マコーマックという。

「ここが、フナバシ……五十六さまの暮らす街……」

　レイチェルは感かん慨がい深ぶかそうにつぶやいた。

「私の運命のご主人様……」

　外国人なのに、故郷に戻もどってきたような表情だ。彼女は、ブラックレザーのいかついショルダーバッグをさげていた。細いチェーンやリボンで装そう飾しよくされたバッグだ。その内側で、携けい帯たい電話が振しん動どうした。

「はい。レイチェルです」と、携帯を取り出して通話を開始する。もちろん暗号変へん換かん、盗とう聴ちよう防止機能がついている。会話はすべて英語だ。

『アメリカやロシア、中国にさえ出で遅おくれた。きみが、我々の最後の手段だ』

「承知しております」

『大丈夫かね？　もちろん、きみはこの世界におけるサラブレッドだ。きみのお祖じ父い様の活かつ躍やくはすでに伝説となっているし、きみ自身の能力や実績もたしかなものだ。……しかし、相手は手て強ごわいぞ。各国の若手スーパーエースが勢せい揃ぞろいだ』

「大丈夫です」

『自信たっぷりだね』

「多少の遅れなど問題ではありません」

　と、レイチェルは微笑ほほえむ。

「私は、他ほかのハニー・トラップ要員とは違ちがいます。彼女たちの想おもいはただのニセモノ。そういう意味では、現時点ですでに私は圧倒的にリードしている。二週間……いえ、一週間もあれば十分です。よい報告ができるとお約束します」

『実に心強い。大使館を中心にサポートチームを用意した。予算は青あお天てん井じように近い。思い切りやりたまえ』

「……お任せください」

　通話を終えて、携帯をバッグに戻す。

「まったく、本部も何を慌あわてているのだか……」

　レイチェルは独りごちる。その目は、この街で暮らしている五十六の姿を探すように遠くを見つめている。

「私と五十六さまが結ばれるのは、もう運命として確定しているのだから……」
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　約束の土曜日、リー・イーチンとのデートの日になった。

　まずは、いつも通り書店でのアルバイトに向かう。駅前の「みのり書しよ房ぼう」だ。そこには、仲の良い先せん輩ぱい書店員の坂さか田た征せい四し郎ろうがいる。書店員とは思えないほど強く、頑がん丈じようで、陰いん謀ぼう論が大好きな男だ。ギリギリのところでは、なんだかんだで一番頼たよりになる人だ──と五い十そ六ろくはひそかに思っている。

　みのり書房では、ロシア対外情報庁ＳＶＲのエージェント、ターニャもアルバイトとして働いている。もちろん彼女の狙ねらいはバイト代ではなく、五十六だ。しかし最近は、ちょっと事情が変わってきた──。

「ねえ、タチアナさん」

　五十六とターニャが、みのり書房地下一階の倉庫で付録がけの作業をしていたら、征四郎が楽しげに話しかけてきた。

「教えてくれないかな。君の正体について……まあ、だいたい想像はついてるんだけどね」

　横でそれを聞いていた五十六は、思わず「あちゃあ」と声を出しそうになった。つまり、ターニャは征四郎に「ロックオン」されてしまった。征四郎にとって重要なのは、その人間が内側に陰謀を秘ひめているのか、いないのか。

　まずかったのは、彼を戦せん闘とうに巻き込んでしまったこと。五十六を守るために、ターニャと涼すず音ねの二人は、みのり書房の駐ちゆう車しや場じようで傭よう兵へいたちを撃げき退たいした──そこに、征四郎もいた。まったく無関係の書店員なのに、勢いに任せて戦闘に参加してきたのだ。五十六も、彼のことをとんでもない男だとは思っていたが、まさかここまでとは予想以上だった。

「俺が、店に入ってきた怪あやしい連中を倒たおしたあと、タチアナさんは『あなたも工作員なのか？』と言った。うーん……『あなたも』っておかしいよね。それはつまり、自分が工作員だということが前提になっている」

「……そんなことを言った記き憶おくがありません」

　ターニャは駆かけ引き用の無表情で言った。まさにポーカーフェイスだ。ターニャなら、たとえば一〇〇万ドルをかけた大勝負で、ワンペアでブラフをかけても眉まゆひとつ動かさずにすむのだろう。

「『記憶にありません』か。政治家の言い訳じゃないんだからさ」

「…………」

　ターニャは、信じられないほど冷たい目で征四郎を見み据すえた。気の弱い小動物なら、心臓麻ま痺ひで殺せるんじゃないかと思うほど冷たい目だった。しかし、さすがに（普ふ通つうの書店員ではありえない人生を歩んできた）征四郎は、ターニャの殺気を平然と受け流した。

「……ロシアの工作員が、なんのためにあんなところで戦っていたんだか……」

「言っておくが……」と、冷たい無表情を崩くずさないままターニャは言う。見えない刃は物ものを突つきつけるように言う。「ヴァズムチーチリヌイ（возмутительный）（けしからぬ）陰謀論好きもほどほどにしておいたほうがいい。あまりひどい妄もう想そうはどうかと思う。私たちに襲おそいかかってきていたのは、外国人マフィアたちだった。銃じゆう撃げき事件を起こしたあと、逃とう亡ぼうのために人ひと質じちをとろうとして、私たちに目をつけた。つまり、私たちは巻き込まれただけの被ひ害がい者しやだ。──警察発表はそうなっていたし、もちろん、ニュースや新聞の報道でも」

「ニュースや新聞を鵜う呑のみにしている人間に、陰謀の研究ができるわけないでしょうが、まったくもうー」征四郎はけらけらと笑った。「ニュースや新聞が何を書かないか、何を書けないのかに興味があるんだよ」

「シゥームヌイ（煩わずらわしい）……」

「ヤー・ガヴァリュー・バルースキ」そう征四郎が滑なめらかな発音で言うと、初めてターニャの表情が崩れた。ぎょっ、としていた。

「今のは？」五十六が訊たずねる。

「俺、ロシア語もいけるよ、って言ったの」

　ターニャには悪いけど、これはチャンスかもしれないなー、と五十六は思った。征四郎がターニャの注意力を殺そいでくれている。これなら、五十六がイーチンとの秘密のデートを企き画かくしていることになど気づかないだろう。




　五十六とターニャの勤務時間が終しゆう了りようした。制服がわりのエプロンを脱ぬいで、従業員・アルバイト用のロッカーに片付ける。ターニャは、しつこくからんでくる征四郎にうんざりした様子だ。「二人が帰っちゃうなんて寂さびしいな」と征四郎が言った。ここ最近の五十六はスパイ少女たちに悩なやまされているが、落ち着いて考えると征四郎もそこそこ鬱うつ陶とうしく、騒さわがしい。

「トバリッシュ五十六」

「その『とばりっしゅ』っての、やっぱやめてくれません？　なんだか引っかかるというか……そもそも、僕ってあなたの『同志トバリツシユ』じゃありませんし」

「いくら私がロシア人でもな」と、ターニャは少しだけ不ふ愉ゆ快かいそうに言う。「五十六のような人間に普通トバリッシュなんて呼びかけたりはしない。熱心な共産主義者ふうの、軽いジョークくらいのつもりだ」

「ああ。ジョークだったんですね」

　ジョークならそれはそれで問題だ。わかりにくい。面おも白しろくないジョークは、インターネットに接続できないパソコンくらいやばい。面白くないジョークは、切れ味のよくないハサミくらいダメだ。

　ターニャと二人でみのり書房を出た。

「五十六、今日の予定は？　これからどうする？」

「実は、三み木き多た可かと遊ぶ予定なんです」

　嘘うそをついた。自然な演技だ、と五十六は自分を褒ほめたい。

「私も交ざっていいか？」とターニャ。

「ダメです」五十六はきっぱりと言った。「たまには男だけの時間が必要なんですよ」

「それなら……まあ、仕方ないな」

　ターニャはものわかりが良くて助かる。これ以上、会話を続けなくて済む。──五十六は安あん堵どのため息をこぼしそうになった（もちろん、途と中ちゆうで止やめた。ため息なんて隠かくし事の証しよう拠このようなものだ）。演技は、言葉を多くすれば多くするほどボロが出やすくなるものだ。とにかく口数で嘘をごまかすという方法もあるが、それは演技の上級者向けだ。
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　ターニャとわかれて、五十六はイーチンとの極ごく秘ひデートの待ち合わせ場所に向かう。だんだん、ここまで神経質になってまでやることかどうか疑問が膨ふくらんでくるが、いまさらキャンセルするわけにもいかない。

　午後、五十六の予定はまるまる空いている。昼の一時に駅前で待ち合わせ。昼食を一いつ緒しよに食べて、五十六が立てたデートプランにしたがって街を歩く。デートをしなくても楽しい街、船橋。デートをするなら、やっぱり船橋。こういう経験がなくて緊きん張ちようするが、上う手まくいけばきっと自信につながる。いつか「本当のデート」をやる際には──そのときの相手は、やっぱり四し天てん王のう寺じ花か蓮れんがいいな──。

　駅前、といってもこのデートは涼音やターニャに知られるわけにはいかないので、待ち合わせ場所には船橋駅と京けい成せい船橋駅をつなぐ高こう架か歩行者用通路──ペデストリアンデッキ──の中にあるパン屋さんという、目立たない場所を指定しておいた。五十六は念ねんのために、尾び行こうがついていないかどうか関係ない店に入ったり、エスカレーターをいったりきたりして確かく認にんしてから、店内に足を踏ふみ入れる。

　焼きたてのパンが香こうばしい店内で、イーチンは五十六よりも先に到とう着ちやくしていた。

「あ、こんにちは……！」

「ど、どうも……」

　と、五十六は軽く頭を下げた。デートの待ち合わせなのに、「どうも」なんて挨あい拶さつはなんだか間ま抜ぬけに響ひびく。──まあ、それも仕方のないことだ。可か憐れんな少女がいかにもデートっぽい服装で待ち合わせ場所にいたら、五十六のような経験不足の男は動どう揺ようして、多少間抜けなところを見せてしまうのは避さけられない。それは、数学の方程式や物理の法則くらい、動かしようのない事実だ。

　イーチンは学校の制服か、バイトしているマンガ喫きつ茶さの制服でいることが多いのだが、今日は私服だった。この時期だとちょっと寒そうなワンピース姿だ。ワンピースは花はな柄がらで、お尻しりが見えそうほど丈たけが短い。──なんでそんなことになっているかと説明すれば、イーチンは胸がやたらに大きいので、ワンピースを着るとそのぶん布が持ち上がって、丈が足りなくなってしまうのだ。

　超ちようミニ状態ワンピースに、紺こんのオーバーニーソックスを組み合わせたイーチンは、すでに恥はずかしそうに薄うすく頬ほおを赤くしていた。まだ人間に慣れていない、でも本当は人ひと懐なつっこい子犬みたいな表情だった。

「女の子に待たせちゃうなんて……」と五十六。

「あ、いえ、私も来たばっかりですんで……」とイーチン。和なごやかに微笑ほほえみ合って、デートが始まる。「じゃあ、いきましょうか」「……はい」──ここまでのやりとりは、定型文のようなもの。将しよう棋ぎでいうなら、７六歩ふで互たがいに角かく筋すじを開けただけにすぎない。五十六が試されるのは、ここからだ。デートに関して、五十六の考え方はほとんど保守的と言っていい。つまり、「女の子に楽しんでもらうのは、男の義務」というわけだ。自分のそれができるかどうか、これは試練だ。今まで受けたどんな試験よりも重要なことだ。




　パン屋を出て、並んで歩き出す五十六とイーチン。しかし二人には、それが当然のことであるかのように尾行がついていた。

「……甘く見られたものだ」そうつぶやいたのは、尾行の一人──ターニャだった。メンズのブラックデニムパンツにレザーのジャケットという服装。変装のために薄いサングラスをかけているせいもあって、遠目にはかなりの美男子に見える。

「気づかないわけないでしょう。もう」

　その隣となりには、もう一人の尾行──キャスリン・涼音がいる。涼音はいつものセクシーさを抑おさえて、白いマキシ丈ワンピースを着ている。軽かる井い沢ざわの高級ペンションの広告チラシに使われていそうな、まるで深窓の令れい嬢じようといった雰ふん囲い気きで、普段の涼音を知っている人間がすれ違ちがっても彼女とは気づかないだろう。しかも涼音はカプリーヌ帽ぼう子しを被かぶって自分の印象を変えている。

　涼音とターニャは、かなり前から五十六とイーチンの不ふ審しんな動きに気づいていた。決して、盗とう聴ちよう器きや衛星監かん視しシステムに頼たよったわけではない。それは、各国の情報機関同士が結んだ協定にも違い反はんしてしまう。

　協定──「飯いい田だ五十六、およびその周囲の人間に対する機械的な監視の禁止。機械的とは、携けい帯たい電話の盗聴やＥメールの非合法な傍ぼう受じゆ、衛星や無人機を使った情報収集活動のことをさす。しかし、彼の身に何らかの危険が迫せまった場合のみ、この協定は適用外とする」──。この協定があると、どこか一つの情報機関が抜ぬけ駆がけすることはできないが、同時に他の情報機関を警けい戒かいする手間を大おお幅はばに省けるので、実はどの国の人間にとっても好都合なのだ。

　──では、機械的・電子的な支し援えんなしで、どうやって涼音とターニャは五十六とイーチンの極秘デートを見破ったのか？　なんのことはない、情報機関の現場工作員らしく「観察力」を発揮しただけだ。

「監視対象が『何を見ているのか』をチェックするのは当たり前。プロは、監視対象が『何を見ていないのか』にも気をつける」

　ターニャが言った。涼音に向かって言ったのではなく、遠くを歩いている五十六とイーチンをたしなめるような口調だった。ある時期から、五十六とイーチンは目を合わせる回数と会話が極きよく端たんに減った。それを見み逃のがすほど、涼音もターニャも鈍どん感かんではない。

「それで……」と涼音。「どういう風の吹ふき回し？」

「どう……とは？」

　話しながらも、二人は移動する五十六たちから目を離はなさない。人ごみに紛まぎれてこっそりと、それでいて確実にあとをつけていく。本来、尾行は六人ほどのチーム（たとえば三交こう替たい制）で行うのが理想的だが、相手が素人の五十六と素人同然のイーチンなら気づかれる心配はほとんどない。

「わかってるくせに。質問に質問を返さないでほしいな」と涼音。「どうして、ＳＶＲカントーラのあなたが私と手を組もうと考えたの？」

「そのことか」

　今回、「イーチンがこそこそ何かやっているようだから一緒に尾行しよう」と言い出したのはターニャのほうだった。涼音はターニャの真意をはかりかねたものの、メリットのほうが大きいと判断して行動をともにしている。現在、涼音にとってもっとも気になるのはターニャではなくイーチンだ。まさか、あのドジな中国娘むすめに出し抜かれるとは──！

「利害の一いつ致ちだ」とターニャは言った。「我々の目的は同じだ。飯田五十六」

「…………」

　──目的は同じ？　本当にそうだろうか？

　今はもう、涼音にとってはＣＩＡの任務やアメリカの国益のことはわりとどうでもいい。涼音は五十六に恋こいをしている。彼に振ふり向いてほしい。本当の気持ちに気づいてほしい。ただそれだけ。

　しかし──ここでターニャの言葉を訂てい正せいしだしたら、話がややこしくなって前に進まなくなるだろう。ここは黙だまって、先を促うながす。

　ターニャは続けて言う。

「飯田五十六はとてつもない力を秘ひめている。彼と親密になれば、その力を様々なことに利用できるだろう。──ただし、ここで問題がある。私とお前──キャスリン・涼音──は、五十六に『距きよ離りを置かれている』という問題だ」

「──っ！」

　わかっていた。わかってはいたが、認めたくなかった──。ターニャの口から突つきつけられたのは、そういう種類の言葉だった。

　正体を隠して五十六に近づいた、そして、その罰ばつを受けている。五十六はもちろん優やさしいが、それは「だれにでも優しい」ということでしかない。

「イーチンは、私たちに比べてかなり出遅れていた」とターニャ。「……しかしそれが、逆にイーチンにとってはプラスになったわけだ。工作員としては間抜けすぎるし、さらに五十六に対する踏み込みが甘かったぶん、正体がばれた今でも比ひ較かく的自然に五十六と接することができる。学校には、四天王寺花蓮もいる」

「…………」

　四天王寺花蓮──おそらく最大のライバル──というか、涼音はまだ彼女と同じリングにあがることすら許されていない。ターニャの話を聞いているうちに、涼音は涙なみだ目めになってきた。生まれて初めての恋なのに、最初に任務がからんだせいですべてが上手くいかない。

「で、だ……」ターニャは薄いサングラスをかけた目で、五十六とイーチンの背中を追いかけながら言う。尾行の距離は一五メートルを維い持じ。「私とお前。一度『しくじった』もの同士が手を組むのはそんなに悪い手じゃない。……挽ばん回かいしなければいけない」

「その理り屈くつはわからないでもない……でもない……」

「どっちなんだ」

「いや、わかるけどわかりたくない。というか……」

「はっきりしないヤツだな。ＣＩＡらしくない」

「ＣＩＡらしいＣＩＡってどんなヤツよ。まったく。いいわ、ノリましょう。あなたと私は期間限定で手を組む。その期間とは、事件のせいでマイナスになっている五十六の評価を、最低でも水平フラツトなところに戻もどすまで、ＯＫ？」

「дあаあ」

「とりあえず、喫きつ緊きんの問題は……」

「イーチンだな。五十六とのデート中」

「どうしよう……邪じや魔まするわけにはいかないし」

「『邪魔するわけにはいかない』……？　どうして？」

「日本のラブコメ漫まん画がやアニメでは、人のデートを邪魔するのはたいてい脇わき役やくのやることです。そういうせこいことをする女の子が主人公と結ばれる可能性は、とてつもなく低いと言っていいでしょう」

「それは、漫画やアニメの話だろ」

「でも、アメリカが誇ほこるウルトラ量子コンピュータ『フロンティア』が推すい薦せんした漫画やアニメですよ。えへん」

「でも、今のところ『フロンティア』の言った通り行動しているのに、お前──キャスリン・涼音は五十六と上う手まくいっているわけではない」

「ぐ！」痛いところをつかれた。

「『フロンティア』はたしかに飯田五十六を探し当てた。でも、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　あの機械は？」

「なんて失礼なことをWhat a rude thing to say！　もちろん大丈夫に決まってるじゃないですか！　あのコンピュータの性能は機密なので、ロシア人であるあなたに詳しよう細さいを伝えることはできません。しかし、現在多少上手くいっていないからといって、『フロンティア』の信しん頼らい性せいは揺ゆるぎません。問題は、『期間』です」

「期間？」

「未来予測の範はん囲いのことです。仮に失敗しても、長期的な視野で見ればそれが必要なステップだったとあとから判明することもあります。──つまり、ここで私たち二人が手を組むことも『フロンティア』の未来予測に含ふくまれているのだとしたら？」

「……っ！」

　涼音は適当なはったりを口にした。本当は、「フロンティア」の未来予測については、それを頼っている涼音にもわからないことだらけだ。結果が正しいのはわかっているのに、あの機械はその過程を説明しない。説明できない。さらに「フロンティア」には、「破綻因子コラプス・フアクター」という弱点もある。いくら「便利な機械」とはいっても、ＣＩＡが「ちょっといい加減なことをしている感」は否いなめない。

　そんな涼音の不安をよそに──。

「なるほど……」と、ターニャは小さくうなずいた。

　はったりだったが、彼女には通じたようだった。いや、ターニャもプロだ。もしかしたら、納なつ得とくした演技をしているだけかも……。疑いだしたらキリがない。

「しかし、デートを妨ぼう害がいしないとなると、じゃあ私たちはなんで尾び行こうしてるんだ？」

　とターニャがいぶかる。

　涼音は瞳ひとみに力をこめて、

「それは……『待つため』です」

「待つ？　何を？」

「トラブルです」涼音は機き関かん銃じゆうのように言葉を連ねる。「考えてもみてください。世界各国の諜ちよう報ほう機関が狙ねらう特とく殊しゆな少年と、中国の国家安全部の工作員がデートをしている。しかも、中国の工作員──イーチンはとびきりのドジ。これで、何かトラブルが起きないほうが不思議です。そして何かが起きた場合、イーチンには対応できない。そこで私たちの出番になる、という流れです。

　トラブル発生！　そこに、偶ぐう然ぜんを装よそおって私たちが登場！　さっそうと解決！　これなら、デートを直接妨害するわけではないから、いわゆる『負けフラグ』はたちません。私たちは脇役的なせこい行動をとらずに、デートに介かい入にゆうすることができます」

「尾行している段階でずいぶんせこいとは思うが……」ターニャは小首を傾かたむける。「それにしても、ずいぶん運任せだな。どんなトラブルが発生するのかわからないし、そもそもトラブルは発生しないかもしれない」

「仕方がありません。これは不利な任務なのです……！」

　忍にん耐たいの尾行は続く。五十六とイーチンは少し前に船橋駅のペデストリアンデッキを出て、船橋市中央図書館がある四丁目方面に向かっている。

　そのときだった。

　五十六が急に振り返って、自分の背後を確かく認にんした。

「！」涼音とターニャは、プロらしくないミスをおかしていた。会話に気を取られて、尾行の距離を縮めすぎていたのだ。まだ、五十六との間に七メートルほどの距離があるとはいえ、はっきりと顔を見られれば確実に気づかれてしまうだろう。

　なんとか、ごまかさねば──。

　そしてターニャは、咄とつ嗟さに涼音を抱だき寄せて、強ごう引いんにキスをした。まるで、男女のカップルのように。

「──んむー！」

　涼音は唇くちびるを奪うばわれたままうめいたが、抵てい抗こうはしなかった。ターニャが何をしたいのか、理解はしていた。たしかに、今日のターニャのファッションは、遠目には美男子のように見える。キスをしていれば、ターニャの後頭部が邪魔になって、涼音の顔を五十六に見られることもない。二人とも軽い変装をしているし、これなら上手く切り抜けられる──。

　だがしかし！

　頭ではわかっていても、心はついてきてくれない。よりによってライバルの少女とキスなんて！　大好きな五十六が別のライバルとデートしているときだというのに！　なんだかもう息苦しいやら情けないやら悔くやしいやらで、涼音は涙目になってしまう。

「…………」

　五十六は、涼音とターニャに気づかなかったようだ。それはそうだ。普ふ通つうの人間は、無関係な人間のキスシーンを町中で見かけたら目をそらす。五十六は前を向いて、イーチンと短い会話を交かわし、再び目的地に向かって足を動かし始めた。

　少し目立ちすぎてしまった。仕切り直すために、涼音とターニャは唇を重ねたまま手近な横道に入っていった。路地裏で、人目がなくなったのを確認してから、ようやく唇を離はなして怒ど鳴なりあう。口火を切ったのは、涼音だった。

「まいがっMy God！　私のファーストキスが……よりによってなんであなたなんかと！」

「ニ・マローチ・ムニェ・ゴーラヴゥふざけるな！　それはこっちのセリフだ！」

　そう返したターニャもうっすらと涙目だった。

「もうー、ばかばかばかー！　ユウアアアヴェリィヴェリィホリブルパソンッあなたはあああもうほんつとうにひどい人ね！　蜂の巣bullet-riddenbodyにしてやる！」と、涼音エキサイティング。

「バカはそっちだ！　カカーヤ・スヴァイヴォーリニッツァなんてわがままなやつ！　あの場を切り抜ぬけるのに、他ほかにどんな方法があった!?」負けじとターニャ。「それに、私だってファーストキスだ！」

「うう……仕方がありません。犬に噛かまれたと思って気にしないことにします……」

「誰だれが犬だ！　失礼なやつだなアメリカンスキー！」

　あまりにもプロらしくない──というか、完全にプロ失格と言っていい二人の言い争い。この間にも、五十六との距離はどんどん開いていって、いつしか尾行は完全に失敗してしまう。──しかし涼音もターニャもスパイである前に思春期の少女であり、任務も「失敗が即そく、命の危機につながる」ようなものでもなく、多少ミスが重なることがあっても仕方がない。




　涼音とターニャは自じ滅めつ気味に脱だつ落らくしたが、五十六とイーチンのデートから尾行者が完全に消えたわけではなかった。

「イーチンんんん……」

　と、悔しそうな小声を漏もらしつつ、五十六たちを尾行しているのはイーチンの実の姉、リー・シィリィだった。尾行技術のレベルは、涼音やターニャよりもやや高い。

　シィリィ、別名「飛天猫フエイテイエンマオ」。中国、国家安全部の武ぶ闘とう派は。暗殺、拉ら致ち、破は壊かい工作といったいわゆる荒あら事ごとを得意とする。中国拳けん法ぽうと射しや撃げきの名手。

　シルバーグレイのロングヘア。顔のパーツのバランスがちょっとだけ崩くずれているが、それが逆にシィリィの容姿に独特の愛あい嬌きようを与あたえている。ひょろりと背が高くて、堅かたい木の棒のような手足をしている。武術の修しゆ行ぎようで指先まで鍛きたえ抜かれている。

「あんな男に……」

　シィリィは、五十六とイーチンのデートをはっきりと妨害してやるつもりだった。──妹を守るのは、姉の役目に決まっているではないか！

　いくら中国共産党幹部からの直接指令だったとはいえ、シィリィはそもそもイーチンの日本派は遣けんに反対だった。「きっと大丈夫。すべて上手くいく」と口ではイーチンを励はげましてきたが、本当はさっさと中国に帰って姉し妹まい水入らずで甘い時間を過ごしたい。今、シィリィは胸のなかにたくさんの矛む盾じゆんを抱かかえている。

　イーチンが「対象」に接近しているのだから、本当は応おう援えんすべきだろう。しかし、イーチンに変な虫がつくなんて許せない。変な虫は──どうしても厄やつ介かいということになったら──駆く除じよするしかない。いや、駆除というのは言い過ぎだった。その虫は大事な虫でもあるのだ。シィリィは興味はないが、誰もが欲ほしがっている貴重な虫。ちょうどいい落とし所を見つけなければいけない──ある意味、工作員の本領発揮だ。




　　　　３




　これだけ今日まで用心したんだし、まさか尾行はついてないよな──ちょっとだけ不安になって、五十六は突とつ然ぜん立ち止まり、振ふり返ってみた。するとカップルのキスシーンが視界に入ってきたので、慌あわてて目をそらす。他人のキスなんて、じろじろと見つめるようなものではない。それにしてもこんな町中で、ずいぶん大だい胆たんなカップルもいたものだ。

「どうしました？」イーチンが訊たずねてきた。

「いえ、別に……すみません」と答えて、移動を再開する。

　五十六がランチを予約したのは、味と値段のバランスがいいことでこのあたりでは有名なカジュアルなフレンチ・レストランだった。かなりいいものを頼たのんでも、ランチなら二人合わせて四千円程度に収まる。四千円といえば五十六にとってかなりの出費には違ちがいなかったが、つまらないゲームを買ったと思えば安く感じる。

　光こう沢たくのある赤いテーブルクロスに、クリーム色の壁かべ紙がみ──。いかにも「船橋のフレンチ・レストラン」っぽい落ち着いた内装で、予約席を除いたら店内は満席だった。五十六の用心深さが功を奏した形だ。

　向い合って座ると、

「へへへ……」

　軽くうつむいたイーチンが、恥はずかしそうに笑った。つられて、五十六も微笑ほほえむ。

　ランチコースはメインの料理を三種類から選べる。魚料理、肉料理、卵料理だ。五十六は肉料理の「千葉地じ鶏どりのグリル、マスタードソースがけ」を、イーチンは魚料理「黒くろ鯛だいのポワレ」を選ぶ。まず、たっぷりとサーモンが入ったサラダ。続いて枝豆のスープ。メイン料理のあとにデザートとコーヒー（か紅茶）という流れだ。

　五十六は、前にも一度この店でランチを食べたことがある。そのときは、妹と一いつ緒しよだった。相変わらずどの料理も味が高いレベルで安定していて、やっぱりこの店にしてよかったと五十六は晴れやかな気分になった。ここで五十六は気づく。初デートにもかかわらず自分がこうして比ひ較かく的──何と比較しているのかはわからないけれど──落ち着いていられるのは、妹のおかげなのだろう。妹と一緒に出かけたり、妹の話を聞いたりしているうちに、女性に関する最低限の予備知識が身についていたような気がする。

　イーチンも笑え顔がおで、料理で頬ほおをぷくぷく膨ふくらませて、実に幸せそうだ。

　──しかし、まだまだ愁しゆう眉びを開くのは早い。デートはここからが本番だ。

「……初デートの相手が、五十六さんでよかったです」

　不意に、イーチンがそんなことを言った。

「どうしたんですか、急に」

「いえ……私、中国にいたときは、家にこもりっきりになることが多くて……その、お姉ちゃん以外の人とはほとんど接点もなくて。男の子なんて、お姉ちゃんが嫌いやがるからもう絶対にダメで……」

　イーチンは照れた顔と声で続ける。

「それなのに、いきなり日本で任務ってことになっちゃって……でも、特になんにもできないまま正体もばれちゃって。私なりに悩なやんだ結果、言い方はあんまりよくないですけど……こうなったら、五十六さんと『練習』しようかなって思ったんです。その……ハニー・トラップとか、恋れん愛あいの練習を」

　正直だなあ、と五十六は思った。同時に、イーチンがこんな性格だからこそ、僕は彼女とデートしたくなったんだろうな、とも思った。ここ最近、五十六の周囲にたくさんの少女たちが現れたが、たぶん一番中身が似ているのはイーチンだ。

　涼音やターニャと違って、彼女は任務に対する「執しゆう念ねん」のようなものがどこか足りない。もちろんそれは、五十六にとっては嬉うれしいことだ。彼女のいい具合に力が抜けた感じが、五十六の緊きん張ちようも和やわらげてくれる。

「実は、僕も『練習』のつもりでやってきたんです」

　五十六もつい、本音を漏らした。すると、

「他に好きな人がいるんですよね」

　イーチンはすでに気づいていたようだ。

「わかりますか」

「なんとなく。それが誰か、まではわかっていませんけど。……あなたを監かん視しし、あなたをコントロールするために派遣されてきた私がこう言うのも変かもしれませんが、上う手まくいくといいなあって思ってますよ……！　何か、私にできることがありそうだったら相談してくださいね。私と五十六さん、なんだかいい友だちになれそうじゃないですか……!?」

　イーチンは邪じや気きのない表情で言った。

　五十六は笑顔でうなずく。初デートの相手といい友だちになるという展開は、全然悪くない。むしろ上出来だと思えた。




「美お味いしかったですー！」店を出て、イーチンが喜びの声をあげた。

「それはよかった。僕も美味しかったです」一緒にご飯を食べるならこういう人でなければダメだ、と五十六は思う。イーチンの素す晴ばらしい笑顔を見ているだけで、こっちまで嬉しくなってしまう。

「このあと、どこ行くかもう決まってるんですか？」

「僕は段取り主義なんですよ。あんまりお金も時間もかからないというか……お手軽プランで申し訳ないんですけど」

「あ、私はまだ日本に来て日が浅いので、ただ散歩するだけでも楽しいですよ！」

「ありがとうございます。そう言ってもらえると、僕も気が楽です」

　そう言ってから五十六は、まるで外国語の教科書に出てくるようなぎこちない会話だなあ、と思った。まあ、本物のカップルというわけではないのだから、仕方がないのか。

「すぐ近くですよ」

　と、二人が次に足を運んだのは──一〇〇円ショップだった。ただし、ただの一〇〇円ショップではない。

「すごい……！」イーチンが驚おどろきで目を輝かがやかせた。

　六階建てのビルで、そのすべてのフロアが一〇〇円ショップとなっている（ちなみに、地下一階まである）。現時点、日本最大、船橋が誇ほこる一〇〇円ショップだ。店内は広いが、土曜日なのでかなり混こんでいる。

「本にＣＤ、パソコンのゲームソフト、ＤＶＤまで一〇〇円……」

「消費税ありますけどね」

「ＳＤカードリーダーや延長コード、ＵＳＢの充じゆう電でん器……」商品棚だなの間を、踊おどるように渡わたり歩くイーチン。目移りするのも楽しんでいる。「……一〇〇円っていったら、中国元げんに換かん算さんすると八元くらい。たしかに、中国は食べ物は安いですけど……。こんなに豊富な品ぞろえで、しかも全部が同じ値段だなんて！」

「あ、いや……最近は、違う値段の商品も置いてあるみたいですよ」

「そうなんですか？　一〇〇円ショップなのに？」

「はい。一〇〇円ショップなのに」

　イーチンは、なんとなく手近な棚からクッションを選んで手にとった。タグを見て、生産国をチェックしている。

「これはベトナム製……日本でのメイド・イン・チャイナは減ってるんですかね？」

「他ほかにも、台たい湾わん、フィリピン、インドネシアが増えてるって聞いたことがあります」




　──そんな二人を尾び行こうする、怪あやしい人ひと影かげがあった──いや、「怪しい」とわかるのは「事情を知る人間から見れば」という条件付きであって、正確にはそれほどでもない。プロフェッショナルの工作員は、周囲に溶とけ込むことを要求される。そういう意味において、中国・国家安全部のシィリィはまさしくプロだった。

「一〇〇円ショップなんて安っぽいところにイーチンを連れてきやがって……」

　五十六を憎にくむあまり、失礼な独り言を小声でつぶやくシィリィ。まともな人がこんな発言を耳にしたら、「一〇〇円ショップの店員さんと、利用客と、とにかくすべての船橋市民に謝れ！」と怒いかり狂くるうことだろう。

「荒あらっぽい真ま似ねはしたくないんだが……」

　──イーチンのために、デートは妨ぼう害がいする。

　各国が水面下で結んだ協定──衛星や無人機を使った飯田五十六への監視の禁止。そしてもちろん、彼に危害をくわえることも禁止されている。今は、世界各国の情報機関が協力して、なんとか五十六を「世界に役立つ存在」にしようとしているのだ。

　──なので。

　これからシィリィが行うことは、どう考えても協定違い反はんになる。五十六の神経を一時的に麻ま痺ひさせて、デートを中断させようというのだから。

　イーチンのためならば、たとえ世界を敵に回してもいいと覚かく悟ごしているシィリィ。しかし、できることなら国にも組織にも迷めい惑わくをかけたくはない。そこで、なるべく証しよう拠こが残らない妨害方法を用意した。

　吹ふき矢である。

　バカにしてはいけない。シィリィは本気だし、この二一世紀でも吹き矢は十分に秘密工作の武器として使える。たとえば植物や生物から抽ちゆう出しゆつした毒のなかには、体内に入り込んだあと証拠として検出できなくなるものがある。医者が調べても「アレルギー症しよう状じよう」と誤ご診しんされるのだ。その手の毒をここで使えば、真っ先に疑われるのはさっきのレストラン。何かアレルギーを引き起こす食材が混ざっていなかったのか……そういう話になる。五十六を倒たおしても、中国側の誰だれにも迷惑がかかることはない。

　吹き矢にセットされているのは、普ふ通つうの矢ではなく、植物から抽出した神経毒を、極小の針状に固めたものだ。つまり「氷の弾だん丸がん」のようなものであり、相手の体内で溶ければ蚊かに刺さされた程度のあとしか残らない。

　シィリィが吹き矢で五十六を撃うつ[image: ]五十六の体が痺しびれて、立てなくなる[image: ]女の子の前で歩けない[image: ]超ちよう恥はずかしい[image: ]デート中断。

　すげえ、とシィリィは自画自賛した。あまりにも完かん璧ぺきな計画だ。

　──というわけで。

　一〇〇円ショップの人ごみに紛まぎれて、タバコに似せたデザインの目立たない吹き矢を構え、五十六に狙ねらいを定めて──「ふッ！」と強く息を吹きこむ。

　しかし。

「あ、これ欲ほしいかも」

　と、棚の下のほうにある商品を手にとるために、絶ぜつ妙みような（シィリィにとっては最悪の）タイミングで五十六は腰こしをおろした。的を外した毒矢は、イーチンの首筋に突つき刺さる。「んっ？」と違和感に小首を傾かしげるイーチン。「ぎゃあああ！」と悲鳴をあげそうになるシィリィ。




　棚の下のほうにあったマグカップが気になって五十六は腰をかがめたが、よくよく見てみればそれほど好みのデザインではなかった。立ち上がると、イーチンが自分の首に手を当てて不思議がるような顔をしている。

「どうしました？」

「なにか、チクッとして……そして……」

　すぐに、イーチンの足から力が抜ぬけて頼たよりない感じになる。勢いが弱まってきたコマのようによろよろとふらつく。

「あれ、あれれ……？」

　漫まん画がっぽいぐるぐるとした目になったイーチン。すぐに、膝ひざから崩くずれ落ちてしまう。両膝を床ゆかについたまま上半身を倒したので、おしりだけを突き出してまるで何かを誘さそうような格好になる。しかも、ワンピースが短かったので、めくれあがって下着がさらけ出される。イーチンは胸が大きいが、おしりも豊かだ。下着は白で、可愛かわいい花はな柄がらのレースがついている。

「うわあああ！」

　五十六は大声をあげて驚いたが、対応は素早かった。下着が他の人に見られるより早く、大おお慌あわてでイーチンを抱だき寄せて、ワンピースの裾すそを直す。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?　イーチンさん！」

　五十六はあまりイーチンの頭を動かさないように気をつけつつ、呼吸と脈を確かめた。危機管理部で、応急・救命処置のやり方は厳しく叩たたきこまれている。口の中に異物が入っていないか確認し、あごを持ち上げて気道を確保する。脈は、喉のどに通っている総頸けい動どう脈に指先を当てて調べる。

　危機管理部ってなんなんだそれは、と五十六はいまだにツッコミを入れたくなるのだが、ときどき役に立つから侮あなどれない。普通の部活とは違ちがう。危機管理部で学んだことは日常生活においてはまったく無用なものであり、しかし命に関かかわるような大変な事態に巻き込まれたときには威い力りよくを発揮する。

　とにかく、イーチンは五十六の呼びかけに応こたえた。彼女は立っていられないだけで、呼吸も脈もしっかりしている。

「ああ……すみません、五十六さん……」

「立ちくらみ……貧ひん血けつでしょうか？」

「ええと……よくわからないんです……突とつ然ぜん、体から力が抜けてしまって」

「救急車、呼びましょうか？」

「いえ……そこまでしなくても大丈夫だと思います。どこかでゆっくり休めば……」

「わかりました」

　五十六は、両りよう腕うででイーチンを抱だき上げた。お姫ひめ様抱っこだ。友人の南な雲ぐも三木多可に付き合わされて、昔からバカなことばかりやってきたおかげで、体重五〇キロあるかないか程度の女の子を軽々と扱あつかうくらいの体力はついている。

　抱かかえられたイーチンは頬ほおを赤くした。

「ちょっと恥はずかしいかも……！」

「何を言っているんですか、こんなときに」

　人目さえなければ、五十六は瞬しゆん間かん移動を使うところだ。今は周囲にあまりにも人が多すぎるので、自力でなんとかするしかない。
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　一〇〇円ショップの店員に頼たのんで、控ひかえ室を使わせてもらう。店の奥、関係者以外立ち入り禁止の区画に、畳たたみ敷じきの広い和室がある。押し入れのなかに仮か眠みん用らしき寝しん具ぐがあったので、とりあえず枕まくらを一つ取り出して、そこにイーチンを寝ねかせる。たまたま近くに居合わせた女性の店員さんが、心配そうにこちらの様子を見ながら右往左往している。

「一つ、お願いしてもよろしいでしょうか？」と微び熱ねつがあるような表情でイーチンは言う。

「はい、なんでも言ってください」

「何か温かい飲み物を……」

　控え室には給湯設備やお茶の道具がそろっていたが、面めん倒どうだったので五十六は外に出て、廊ろう下かの自じ販はん機きでペットボトルの熱いお茶を買ってきた。蓋ふたを開けて、ペットボトルの飲み口をイーチンの唇くちびるに当ててやる。ゆっくり傾かたむけると、イーチンはこくこく喉を鳴らして少し飲んだ。

「…………」

　唇の端はしから、数すう滴てきお茶がこぼれる。つうっ、と肌はだを伝い落ちる茶のしずくが妙になまめかしくて、五十六は慌あわててハンカチを取り出して拭ふいてあげた。五十六がいなければ何もできない──今のイーチンはまるで幼女のようで、ますます顔を赤くする。

「五十六さんは……不測の事態が起きてもてきぱきしてるんですね」

「てきぱき……してましたかね？　だったらいいんですが……」

「ちょっと、足が動くようになってきました」

　イーチンは足を伸のばして、紺こんのオーバーニーソックスに包まれた可愛らしい指先をぴくぴくと動かした。

「一応、病院で検査したほうがよくないですか？」

　イーチンは自分の力だけで立ち上がり、

「やっぱり、貧血だったんだと思います」

「それにしてはちょっと変だったような気がするんですけど……」

　五十六は不安でたまらない。体調不良を甘く見てはいけない。人間の身体からだは、信じられないほど丈じよう夫ぶだと思えるときもあれば、ガラスよりも繊せん細さいだと感じることもある。なんにしても、健康や病気に関することは、いくら用心してもし過ぎるということはないと思う。

「……デートを、続けたいです」

　イーチンは握にぎりこぶしを固めて、鼻息も荒く、妙に力強く言った。

「うーん……」五十六は頭をひねった。イーチンの顔色や動きをよく観察して、今の状態を見み極きわめようとする。時間がたてばたつほど、彼女は普段の状態に戻もどっていくように見える。

「本当に、本当に大丈夫ですか？」

「はい！」

　イーチンは「ふん！」とガッツポーズを作った。さらに、手をブンブン振ふって回復をアピールする。うん、なるほど、と五十六はうなずいた。これなら大丈夫そうだ。

「わかりました。また、一いつ緒しよに出かけましょう。でも、次に何かあったらすぐに救急車を呼びますからね」

「五十六さんは本当に慎しん重ちようですね……」

「目の前で女の子が倒れたんだから、用心するのは当然です」




　イーチンと五十六がデートを再開した。

　──それにしてもひどいしくじりだ！　泣きたい気分を必死におさえつけて、シィリィも尾び行こうを続ける。どんなに落ち込んでいてもプロはプロらしく、自分の気配を殺して一定の距きよ離りを保つ。ただでさえ単独での尾行は難しいのだ。

「ぐぅ、うおおおう……」

　気を抜くと、口から奇き妙みようなうめき声がこぼれそうになる。──まさか、実の妹にしびれ薬の吹ふき矢を当ててしまうとは！

　不幸中の幸いというべきは、それほど強い薬を使わなかったことだ。いくら妹に手を出す憎にくき相手とはいえ、何日も引きずるような重い症しよう状じようはまずいと思い、目的達成可能なギリギリの弱さにまで調整しておいた。それが、結局は自分とイーチンを救ったわけだが。

「何をやってるんだよ私はもー！」

　独り言は、あくまで誰だれにも聞かれないように、ささやき声で。

　シィリィは自分のてのひらがうっすらと汗あせで湿しめるのを感じた。──まずい、まずすぎる。次の手を考えなければいけない。しかし、さっきの吹き矢は一本しか用意できなかった（地味な武器だが、作るのにけっこうな手間がかかるのだ、あれは）。一応、減音器サプレツサーつきの拳けん銃じゆうも持ってきているが、それで五十六を撃うつわけにもいかない。さすがの「妹バカ」でもそれがやり過ぎということくらいはわかる。

　もっとまずいことがある。それは、二人の距離と表情だ。イーチンと五十六。デートが始まる前よりも、二人の間に流れる空気が親密さを増している。並んで歩いていても、明らかに距離が縮まっている。それはもうどちらもいい笑え顔がおで「ぶらふな」を楽しんでいる。（注・ぶらふな。船橋市内をぶらぶらすること。その略りやく称しよう。今世紀最高の娯ご楽らくの一つ）

「くそぅっ、くそぅっ……！」

　どういうことかは簡単に推測がつく。イーチンが（シィリィのせいで）倒たおれたあとも、五十六は実に無む駄だのない動きで対応していた。緊きん急きゆう事態でも頼たよりになる男、というイメージを植え付けることに成功したのだとすれば、シィリィはただ失敗したというだけでなく、敵に花を贈おくったようなものではないか。余計なことをしてしまった。

「でもまだあきらめないぞ……次こそは……」

　ぐぬぬ、と歯は噛がみして、シィリィは必死に頭を働かせる。




　　　　４




　五十六とイーチンは、買い物のためにＳＥＩＢＵ船橋に向かった。買い物とはいっても、基本的には眺ながめるだけだ。値札を見て、また商品棚だなに戻すだけの簡単な作業。これは「本当の」デートではないので、見て回るだけで十分に楽しい。

　きれいな洋服や化け粧しよう品ひんを手にとると、イーチンの瞳ひとみがきらきらと輝かがやく。五十六は、女の子のこういう表情が好きだ。余っているお金さえあれば、きっとなんでも買ってあげてしまうのだろう。──もちろんそれは「無む駄だ遣づかいがしたい」という意味ではない。世の中には性別にかかわらず「楽しい人」がいる。ただ、そこにいるだけで、ちょっとだけ世の中を明るくするような人だ。そういう人は、お金だって楽しく使う。五十六は「そういう人」の近くにいたい。「そういう人」のために何かしていたい。

　そして、ＳＥＩＢＵ船橋の次は女性が入りやすい雰ふん囲い気きのゲームセンターだ。格かく闘とうゲームやシューティングゲームはほとんど置いていないという、（三木多可が怒おこり出しそうなタイプの）ゲーセン。ＵＦＯキャッチャーやルーレットゲームの景品も、女性向けの可愛らしいものばかりで、徹てつ底ていしている。

　これは余談だが、三木多可は脱だつ衣い麻雀マージヤンが置いていないゲーセンをゲーセンと認めていない。この二一世紀に、その条件に当てはまるゲーセンを見つけ出すのは大変だ。

「これ、かわいいな……」

　と、イーチンの目がＵＦＯキャッチャー内の景品であるぬいぐるみに吸い寄せられた。それはビニールに包まれた、女子中高生を中心に徐じよ々じよに流は行やり始めているというキャラクター、「こどもパンダ」だった。略して「こどぱん」だ。その名前通り、デフォルメされた幼いパンダで、自分の体よりも大きなランドセルを背負っているのがトレードマークになっている。

「とりましょうか？」

　という、五十六の言葉にイーチンは一いつ瞬しゆん顔をほころばせるが、

「でも……こういうのって、難しいんじゃないですか？」

　すぐにＵＦＯキャッチャーというゲームの難易度に警けい戒かいを示した。

「まあ、ダメならダメで。とりあえず一回やってみますね」

　五十六は普ふ段だんぼんやりと生きているが、ことデートに関しては自分でも驚おどろくほど用よう意い周しゆう到とうだった。用意周到な点、その一。五十六はデート前に、わざわざネットを使って「一回のプレイ料金は高くても、そのかわり難易度が低く設定されているＵＦＯキャッチャーが置いてあるゲーセン」を調べておいた。

　用意周到な点、その二。その噂うわさがネット上のデタラメではないことを確かめるために、すでにこのゲーセンは下見済みだったりする（ちなみに、危機管理部で「バンジージャンプでロープが切れてしまった」ときの対策練習をしたあとだ）。ＵＦＯキャッチャーは、機種やメーカーごとに癖くせがあるのが厄やつ介かいだ。少しでも成功率をあげるために、予算の許す限りプレイしてコツをつかんでおいた。噂通り、かなりとりやすい設定になっている。

　そんな五十六の水面下の努力は、無駄にはならなかった。

「すごい！　五十六さん！」

　イーチンが歓かん声せいをあげた。一発だった。五十六は内心ほっと胸を撫なで下ろしつつ、取り出し口に落ちてきた「こどぱん」のぬいぐるみをイーチンに渡わたした。彼女には「運が良かった」という顔しか見せない。男子たるもの、努力を人に知らせたりするものではない。イーチンはさっそく、ぬいぐるみを自分のバッグに吊つり下げた。

「ありがとうございます……五十六さん」

「喜んでもらえたみたいで、僕も嬉うれしいです」




　──不思議な気分だ。

　デートが始まったときに、イーチンは言った。

『……こうなったら、五十六さんと「練習」しようかなって思ったんです。その……ハニー・トラップとか、恋れん愛あいの練習を』

　本当に、そのつもりだった。

　五十六のことを──任務の遂すい行こうを諦あきらめたわけではないが、じゃあ自分が何をすればいいのかと考え始めると何も出てこなかった。いくつかの理由があって、イーチンはどうしてもこの任務に熱中することができない。困り果てて、当たって砕けろ、という感じで今回のデートを申し込んだ。

『何か、私にできることがありそうだったら相談してくださいね。私と五十六さん、なんだかいい友だちになれそうじゃないですか……!?』

　そんなことも、言っていた。

　本当に不思議な気分だ。なぜなら、そう言っていた自分を、今のイーチンは別人のように感じるからだ。幼いころの自分を、別人のように感じることは、よくある。きっと誰にでもあることだろう。だが、ほんの数時間前の自分をそう感じるのは珍めずらしい。

（いまさらだけど……なんだか、砕け散っちゃうのは、いやかも）

　普通は、好きになってからデートをする。イーチンの場合は、逆かもしれない。デートをしながら、少しずつ彼のことが好きになっていく。




　それから喫きつ茶さ店てんでコーヒーを飲みながら一休みしたあと、五十六とイーチンは今日最後のデートスポットへ。船橋から津つ田だ沼ぬま。徒歩で新しん津つ田だ沼ぬま。そこで新しん京けい成せい線・松まつ戸ど行に乗車し、高たか根ね公こう団だん駅でおりる。ここも船橋市内であり、それほど移動したわけでもないのに、船橋駅前に比べるとかなり寂さびしい場所だ。

「最初に、イーチンさんには謝っておきます……」

「……はい？」

「今、向かっている場所は、かなりチャレンジしています」

「チャレンジ……ですか？」

「普通なら、わざわざデートには組み込まないであろう場所なんです」

　ふうぅん、とイーチンは興味深そうに鼻を鳴らし、

「それがわかっていて、でもあえて五十六さんは組み込んだ」

「そういうことです」

「理由があるわけですよね」

「ただのデートじゃなくて、『変なもの』を持って帰って欲しくて」

「変なもの？」

「あんまり無難だと、記き憶おくに残りにくいと思ったんですよ」どうしてこんなことを思いついたのか、自分でもよくわからない。五十六は自分自身の言動を不思議に思いつつ続ける。

「『ひどい思い出』と『楽しい思い出』だと、『ひどい』ほうがはっきり記憶に残っていたりしませんか？　まあ、今のは極きよく端たんな例です。これから『ひどい』場所にイーチンさんを連れて行くという話ではない」

「ひどい場所ではないけど、博打ばくちには違ちがいない」

「そうです」

「楽しみです！」

「……ほんとに？」五十六は不安げにちょっとだけ首を傾かしげて訊きいた。

「ほんとに！」

　高根台団地である。工事現場が多く、並木道が続く。

「このへんの団地は大規模な再開発中で、住民の数が凄すごく少なくなってるそうです」

「なるほど。たしかにそんな感じですね」

　イーチン曰いわく「そんな感じ」の広大な団地のなかに、目的の公園があった。

　高たか根ね木き戸ど第３号公園、という。

　人の気配がなく、建物の並びは規則正しく──いかにも人工物といった様相がむき出しだった。建て替かえが進む巨きよ大だいな団地は、五十六に海外のディストピアＳＦ小説の情景描びよう写しやを連想させた。低予算で映画を撮とるなら、こういう団地をロケ地にすればいい、と思う。

　高根木戸第３号公園は、遠くからはちょっとした森のように見えた。近づけば、ちゃんとした公園らしい公園だとわかる。敷しき地ちの広さも、自然の多さも申し分ない。木々は豊かに茂しげり、落ち着いた空間を作り上げている。

　ただしこの公園には、タコと恐竜がいた。

「な、なんですか、ここ……？」

「船橋のジュラシック・パークと呼ばれています」

　まず、二人の目に飛び込んできたのは大きなタコ形のすべり台だった。その（ちょっとだけ不気味なデザインの）タコの周囲だけ、巨大動物と探検隊が戦う低予算ＳＦ映画のような雰囲気になっている。

　──それよりも、やはり気になるのは「恐竜」の存在だ。

　実物大というほどではないが、かなりの大きさのコンクリート製恐竜模型が三つ、時が止まった世界の住人のように無言で敷地内に佇たたずんでいる。

「トリケラトプスにアパトサウルス……これはトラコドンかな？」

　恐竜たちを見ながら、イーチンが言った。

「すごい！　詳くわしいんですね……！」五十六は正直驚いた。素人しろうとには見分けがつきにくい種類の恐竜が交ざっているから、絶対に名前を間違えるだろうと思っていた。「トリケラトプスはともかく、他ほかの二体はステゴサウルスやティラノサウルスと勘かん違ちがいされることが多いんですよ」

「しかし……なんで恐竜なんでしょう？」

「どういう経緯いきさつでこんな公園が造られたのかは、実は僕もよく知らないんです……」

　どういう経緯でこの公園が造られたのか、五十六も興味はある。しかし、どこで調べればいいのか、どこに質問すれば答えが返ってくるのか見当もつかない。船橋市役所だろうか？　公園って市役所の管かん轄かつで合ってるのか？

「まあ、船橋で暮らすんなら、一度は見ておいたほうがいいかな、と思って」

「うわあ……うわあ……」

　イーチンは、恐竜の模型に近寄って表面を撫でた。五十六は「気をつけて」という。

　お世辞にもきれいな模型とは言えない。汚よごれているし、塗と装そうはあちこち獣けものが爪つめで引っかいたように剥はげている。どこに棘とげやささくれがあるかわからない。イーチンはすぐに恐竜から手を遠ざける。

「うーん、変な場所をデートコースに組み込んじゃってすみません……」

「いえ、面おも白しろいです！　こんな公園が船橋駅から一時間もしない距きよ離りにあるなんて……千葉は奥が深いですね」

　とイーチン。五十六にとってはありがたいことに、彼女が無理をしている感じはしない。顔を見る限り、本当に楽しんでいるように見える。

「あと、恐竜好きなんですよ、私」とイーチン。

「へえ」と五十六。ちょっと意外かもしれなかった。

「こんな生き物がたくさんいて、でも全部滅ほろんじゃった、って、凄くないですか？」

「たしかに」

　改めて考えると、たしかに凄いことだ。「人間が滅ぶ」と聞いても、普通はフィクションか妄もう想そうの話だと受け取るだろう。だが実際に、この地球上では、思っている以上に多くの「種」が滅んできた。

　今の人類のように、かつて地球の主人は「彼ら」だったのだ。それでも、滅んだ。

「生物って、ただ強くて大きくなるだけじゃダメなんですよね」イーチンは、模型恐竜のうちの一体に愛いとおしげな視線を送りつつ言う。「……『似たような存在』ばかりになってしまうと、たった一種類の『病気』や『毒』で全ぜん滅めつしてしまう可能性が出てくる」

「そこで生物は多様性を獲かく得とくした」五十六は言った。

　生物は膠こう着ちやくしてはいけない。大事なのは「しなやかさ」だ。

「そう、そうです！」イーチンは手を叩たたいて喜んだ。「多様性の話にもっていこうとしてたんですけど……さすがですね、五十六さん」

「まあ、本だけは少し読んでますから……」五十六は続けて言う。「政治も社会も同じです。人間社会は多様性のために民主主義を発明したんです」

　民主主義という言葉を聞いた瞬しゆん間かん、イーチンは少しだけ寂しそうな顔をした。




　いつの間にかすっかり陽ひが落ちていた。楽しい一日が終わりに近づいている。月光と街灯が公園の恐竜たちを微かすかに照らし出すと、一種幻げん想そう的な雰ふん囲い気きが漂ただよう。意外なことに、悪くない雰囲気だった。五十六が「そろそろ帰りましょうか……」と言うと、イーチンは五十六の服の袖そでを「ぎゅっ」と握にぎった。その仕草に言葉はなかったが、信じられないほど雄ゆう弁べんだった。イーチンはもじもじして、上うわ目め遣づかいで五十六の様子をうかがっている。

「…………」

　あれれ、と五十六は戸と惑まどった。──これ、デートの練習だったんじゃ？

　握られたのは服の袖だったが、五十六は心の一部をつかまれたような気分だ。これで、イーチンが何を考えているのかさっぱりわからなくなった。いや、わからないのは彼女の気持ちだけではない。自分の気持ちもわからない。動どう揺ようしている。ドキドキが止まらない。五十六は思う──僕が本当に気になっているのは花蓮さんのはずなのに、どうなってるんだ？

　五十六とイーチンは、至近距離で向かい合った。イーチンは、まだ袖を握ったままだ。

「あ、あの……」

　イーチンの声は震ふるえている。

「す、すみません！　私にも、なんでこんなことをしたのかよくわかんなくて……」

「ええ、わ、わかります。僕もよくわかんない感じがするので……！」

　言ってから、五十六は「慌あわてすぎ」だと思った。落ち着け、自分。

　半ば以上ギャンブルのつもりで高根木戸第３号公園をデートコースの最後に組み込んだのに、それが思わぬ大当たりになってしまった。五十六にとって──恐おそらくイーチンにとっても──予想外の展開だ。

「わからないんです。わからないんですけど……」

　イーチンの大きな瞳ひとみが潤うるんでいる。

「このまま帰るのは、もったいなくて……」

「なんなんでしょうね、これ……」

「とりあえず、キス、とか、しま、せんか……!?」

　緊きん張ちようのあまり、イーチンの日本語が怪あやしくなっていた。

　これが少女工作員のハニー・トラップなら迷わず断るところだ。しかし、この状じよう況きようは違う、と五十六は思う。恐ろしいのは流れだ。そして雰囲気。台風の日に、川の濁流に飲み込まれたらまず逆らえない。それと同じだ。

「五十六さん……」

　静かに両方のまぶたを閉じるイーチン。どちらから、ということもなく近づく二人の唇くちびる。

　ところが──。

「あの、すみません」

　急に話しかけられて、二人は「びくっ！」と体を離はなした。慌てて声がした方向に振ふり向くと、制服姿の警察官が一人立っていた。若い男性の警官で、「お邪じや魔ましてすみません……」とでも言いたげな、気まずそうな顔をしている。そんな顔をされても、五十六とイーチンのほうが恥はずかしくて困ってしまう。

「ええと、これは……？」五十六は訊たずねた。そういえば、周囲が先ほどまでよりもかなりうるさくなっている。主に、パトカーのサイレン音だ。拡声器で警告を発している。何か、おかしなことになっている。「何か……あったんでしょうか？」

「トラが逃にげたんですよ」

　そんな彼の言葉に、五十六とイーチンは目を白黒させた。

「え……？」

「そのトラっていうのは、『とらドラ！』の……手乗りタイガー的な？」

　五十六は、何かの聞き間違いではないかと、一いち縷るの望みを託たくして言った。

「はい？」

　警察官が、何を言ってるんだろうこの少年は？　という顔をした。五十六も、どうやら現実を認めるしかなさそうだと思い直す。

「いえ、本物のトラが？　こんなところで？」

「移送中のアムールトラです」と警察官が教えてくれる。「動物園から専門の病院に移送する最中、事故が発生し、車が横転。その衝しよう撃げきで檻おりが勝手に開いて、逃とう亡ぼうしてしまいました。普ふ段だんはおとなしい性格らしいんですが……今、そのトラの右前足の骨にはヒビが入っていまして。非情に気が立っている……つまり、凶きよう暴ぼうな状態だと思われます。事故のせいで、冷静さを失っているんです」

　アムールトラかあ。嫌いやな予感がするなあ、と五十六は思う。

「我々警察の他に、猟りよう友ゆう会のみなさんも麻ま酔すい銃じゆうやナタを持ってあたりをパトロールしています」

「あの……殺しちゃうんですか？」

　イーチンが心配そうに訊ねた。

　いえ、と警察官は首を横に振る。

「住宅街なので銃は最悪の場合になるまで使えないし、絶滅危き惧ぐ種しゆなので……できることならこれ以上傷つけることなく捕ほ獲かくしたいものです。……とまあ、そういうわけで、なるべく早く自宅に戻もどって戸と締じまり用心してください」

「……わかりました。じゃあ、イーチンさん」

「は、はい」

「帰りましょうか」

「そうですね……トラさんに遭そう遇ぐうとか、洒落しやれにならないっていうか……」

　警察官の視線を気にしたのか、イーチンはもう一歩後ろにさがった──そのときだった。彼女が「ぐにゃり」と何かを踏ふんだ。恐きよう竜りゆう模型の陰かげから、ふさふさの何かが伸のびていた。作りものではない、本物の動物の尻尾しつぽだ。

　まさか、と五十六は思った。いくらイーチンがドジな娘むすめでも、まさか現実についうっかり虎の尾を踏むような人がいようとは。

　──大きい。

　そのアムールトラは、いつの間にか──本当にいつだったのか──恐竜模型の陰に寝ねそべっていた。イーチンに尾を踏まれて、ゆっくりと立ち上がる。ケガをしているせいだろう、左の後ろ足を引きずっている。五十六は動物の専門家ではないが、そのトラがかなり不ふ機き嫌げんそうなのはわかる。

　体長三メートル近く。重さは軽く二〇〇キロは超こえていそうだ。体毛はたっぷりで、分厚く、高級な絨じゆう毯たんを連想させる。体に対して縦にいくつも縞しま模も様ようが入っている。いかにもトラっぽい縞模様だ。毛は、赤が微かに混ざったような黄色。体の内側──特におなかのあたり──は、雪原を這はったあとのように白い。

「……いっ！」

　怯おびえ、硬こう直ちよくするイーチン。五十六も思考停止しかけたが、危機管理部の活動が役に立った。野生動物と遭遇したら、という訓練は飽あきるほどやったものだ（未み華か子こが持っている本にはその手の対策法がやたらと充じゆう実じつしている）。犯罪かもしれないので具体的に書くことはできないが、危機管理部の部員のほとんどが三つの動物園で「出入り禁止」をくらい、警備のブラックリストにのせられているという。もちろん、五十六もだ。

　とにかく、五十六はイーチンを抱だき寄せた。そして、瞬間移動──できない！　すぐ近くで、さっきの若い警察官が顔面蒼そう白はくで震えていた。震えているから、ホルスターから拳けん銃じゆうを抜ぬこうとしているのに上う手まくいかない。『シートン動物記』でもテレビの動物ドキュメンタリーでも、たいてい「手負いの動物が一番怖こわい」という話をしている。そのアムールトラは、今にも五十六か警察官に飛びかかりそうな殺気だ。

　五十六は、自分の限界に挑ちよう戦せんした。頭脳を超ちよう高速で働かせた。しかし、もともとそれほど優すぐれた頭脳ではない。使える脳のう細さい胞ぼうがフル回転しても思いつかない──瞬間移動のことを知られることなく、イーチンを助け、警察官を助け、できることならアムールトラも助けて、自分自身もなるべくケガをしない方向で決着がつくやり方が──思いつかない！

　──どうする!?

　──ほんとにどうする!?

　次の瞬間、奇跡的、あるいは運命的な銃声が鳴り響いた。

　アムールトラの足あし下もとで銃じゆう弾だんが跳はねて、その場にいる全員が──トラも含ふくむ──驚おどろいて動きを止めてしまった。拳銃を片手で構えた少女が、公園の入口から姿を現して、つかつかと歩いて近づいてくる。黒ずくめの、外国の魔女を思わせる少女。美しく、そしてプライドが高そうで近寄りがたい雰囲気。

　彼女の拳銃は──金色に光り輝かがやいている。鈍どん重じゆうだが曇くもりのない、本物の黄金の輝きだ。

　──黄金銃を持つ少女。
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　黄金銃の少女は、立て続けに引き金を絞しぼった。セミオートだ。どの弾丸も、アムールトラの足下や真横など、ギリギリの場所を狙ねらってわざと外していた。当たらなくとも威い嚇かく効果は十分で、今度はトラが怯おびえる番だった。そもそも動物は、火薬の閃せん光こうや大きな音がとても苦手なのだ。五十六は「助かったのはありがたいけど、住宅街で銃を撃うつなんて無茶な女の子だなあ」と思った。しかし、彼女は射撃の技術に自信があるのだろう。流れ弾だまで人を傷つけないという自信。事実、弾丸は恐竜の模型や地面に吸い込まれて無害な存在になっていく。

「……！　こっちだ！」

　銃声を聞きつけて、近所をパトロールしていた他ほかの警官たちや猟友会のメンバーたちが大慌てでこの公園に集まってきた。まず麻酔銃が火を噴ふき、それから猟友会はさすまたでアムールトラを取り押さえにかかった。いつでも射殺できるように警官たちはずっと拳銃の狙いをつけていたが、もう実弾の出番はなかった。猟友会はこういった作業に慣れているメンバーが多かったらしく、たちまちネットでアムールトラを拘こう束そくしてしまった。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　と、応おう援えんの警察官が五十六たちに声をかけてきた。若い警察官は安あん堵どの表情を見せたのも束つかの間、黄金銃の少女のことを思い出して慌てて周囲を見回した。

「もう一人、拳銃を持った少女が……」と、言いながら彼女の姿を捜さがす。だが──「あれ……？」すでに彼女は公園内のどこにも見当たらなかった。煙けむりか蜃しん気き楼ろうだったかのように、忽こつ然ぜんと姿を消していた。

「あれ……？」

　──白昼夢だったのだろうか？

　──いや、アムールトラを威嚇した弾だん痕こんは公園のあちこちに残っている。夢でも幻まぼろしでもない。そして五十六は、なんとなく「自分の関係者ではないか」という気がしている。黄金銃の彼女が、外国人だったからだ。

　もしかして、新たなスパイ少女ではないか？
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　イーチンと五十六を（嫉しつ妬とのあまりぶちきれそうになりながら）ずっと尾び行こうしてきたシィリィ。ひとけのない公園にひとさまの妹を連れ込んで何をする気だこのヤローと怒いかりを募つのらせていたが、まさかアムールトラが出てくるなんて、夢にも思ってみなかった！

　シィリィは隠かくし持った拳銃に手をやって、しかしそこで動けなくなった。撃てば自分の尾行がばれてしまうし、なにより位置関係が良くない。トラを撃とうとするとイーチンや五十六の体が邪魔になる。

　時間の余よ裕ゆうはほとんどない、あと二秒か三秒か──さあ、どうする、飛び出して距きよ離りを詰つめるしかないか──とかなんとかシィリィが考えていたら、人の気配が無造作に真横を通り抜けていった。ぎょっ、とした。「…………！」まるで風のような気配だった。

　それは、黄金銃を構えた少女。

　黄金銃の少女はどんどんアムールトラに近づいていって、斜しや線せんを確保するなり立て続けに引き金を絞った。見事な射撃だ。威嚇されたアムールトラは猫ねこ同然になった。予想外の展開に、シィリィは呆ぼう然ぜんとする。

　すぐに警官隊や猟友会が駆かけつけてきて、逃亡中のトラを生け捕どりにした。

「しまったな……」

　──あれは、何者だ？

　歴戦の強者であるシィリィでさえも、トラの捕獲に一いつ瞬しゆん気をとられたうちに、黄金銃の少女を見失ってしまった。

　パトカーや猟友会の車が集まってくる。こんなところに長居は無用だろう。イーチンと五十六のデートはこれで終しゆう了りようしたわけだから、監かん視しを続行する必要もない。シィリィは踵きびすを返して帰き途とにつく。イーチンより早く帰宅して、何事もなかったかのような顔で迎むかえるのだ。──それにしても、気になるのはあの黄金銃の少女だ。顔に、なんとなく見覚えがある。イギリスかイスラエルか、どこか諜ちよう報ほう機関の所属だろう。すでに三カ国の諜報機関がこの船橋市に精せい鋭えいを派は遣けんしているというのに、さらに増えることになるのか。




　尾行に失敗したＣＩＡの涼音とＳＶＲのターニャ。尾行の引き継つぎ要員を用意していなかったので、五十六とイーチンを完全に見失ってしまう。

　──いくら気づかれそうになったからといって、キスでごまかすなんて……しかも、それがお互たがいにファーストキスだったなんて……。精神的なダメージを引きずったまま、一休みするために適当な喫きつ茶さ店てんに入る。テーブルを挟はさんで、向かい合って座る。

　心の傷を癒いやすために、二人は甘いものを注文した。涼音はメニューにあったなかで一番豪ごう勢せいなパフェ（フルーツが山盛りになっている）とアメリカンコーヒーを、ターニャはアーモンドがのったチョコレート・タルトと紅茶を──。今の涼音とターニャは、バーで管くだを巻く仕事仲間のＯＬ二人組に見えなくもない。お酒がスイーツに代わっているだけだ。

「うう……」

　涼音のほうが落ち込んでいる。がっくりと肩かたを落とし、今にも両目から涙なみだが溢あふれそうだ。

「いつまでもメソメソするな、プロらしくない」と、落ち着いた口調でターニャ。

「ちょっとくらい仕方ないじゃない……！」涼音はぷう、と頬ほおをふくらませる。「恋こいをしてるのよ、私は！　いつも冷静ってわけにはいかないの！」

「恋って……任務だろ」

「違ちがうの……！」

　涼音は力を込こめて言う。

「私は、本当に五十六が好きなの！」

　そのまま、泣き崩くずれてしまう。自分自身の言葉が、涙を押し留とどめていた堤てい防ぼうを決けつ壊かいさせる最後の一いち撃げきになった。「うぇぇん……」という、子どものような嗚お咽えつの声が涼音の口から漏もれる。

「本当に、って……」

　ターニャはしばらく「なんだそりゃ。信じられない」とでも言いたげな顔をしていたが、涼音の様子を観察しているうちに「どうやら本気らしい……」と気づいて、困り果てて、とりあえず紅茶を一口飲んだ。タルトも一口食べる。

「こんなところで泣かれてもな……。泣きたいのはこっちだよ、まったく」そう言いながらターニャは腰こしを浮うかせて、涼音に向かって身を乗り出した。「おい」

「なによぅ」

　ターニャはフォークを素す早ばやく使って、自分が食べていたタルトのひとかけらを涼音の口に突つっ込んだ。

「んむっ」

「食べろ。少しは元気が出る」

　口のなかに入れられてしまったので、涼音は手の甲こうで涙をふきながら、仕方なくタルトをもぐもぐと咀そ嚼しやくする。

「私はそんな単純じゃ……」

　と言いつつも、タルトの甘いチョコレートの効果は絶大だった。

「うう、おいしい……悔くやしい……ちょっと元気でた……」




　　　　７




　恐きよう竜りゆうがいる公園でいい雰ふん囲い気きになったかと思ったら、警察官がやってきて、イーチンがトラの尾おを踏ふんで、銃声が轟とどろいて──最後は結局、ドタバタになってしまった。もったいなかったような、勢い任せにならなくてほっとしたような、よくわからないような──自分でも頭のなかを上手く整理できなくて困ってしまう。

　イーチンと別れて、五十六は帰宅した。晩ばん御ご飯はんの時間には間に合ったはずだ。

「ただいまあ……」と、元気のない声を出して家のドアを開ける。さすがに今日はちょっと疲つかれてしまった。

「あれ……？」玄げん関かんの靴くつ脱ぬぎ場で、五十六は一人の少女と鉢はち合あわせした。いきなりのことで、咄とつ嗟さに反応することができない。挨あい拶さつもできず棒立ちになっていると、向こうからにっこり笑いかけてきた。

「五十六さま、お帰りなさいませ」

「はい……？」

　五十六は眉み間けんにしわを寄せて、首を傾かしげた。相手の少女の顔をしげしげと見つめる。どこかで見たことがある──黒ずくめの服装、輝く長い髪かみ、琥こ珀はくの瞳ひとみ、まるで美しい幽ゆう霊れい──そうだ、黄金銃じゆうの少女！

「きみは、あのときの……！」

「レイチェル・マコーマックです」

　彼女は、スカートの端はしを持ち上げて上品に、優ゆう雅がに挨拶をした。

「レイチェルさんはねえ」と、五十六の母の声がした。そこで初めて母親が近くにいることに気づいて、五十六は「うわあっ！」と声をあげて仰のけ反る。

「何よ失礼ねえ、お化けを見たみたいに驚いて」と母。「そんなことより、五十六もちゃんとレイチェルさんにご挨拶なさいな。今日からおとなりに引っ越こしてきたそうでね。遠くイギリスからですって！　お近づきの印にって、すっごく豪ごう華かな菓か子し折おりをいただいちゃって……」

「お久しぶりです、五十六さま……！」

「お久しぶり……？」五十六は戸と惑まどう。「さっき会ったばっかり……だよね？」

　その言葉に、レイチェルははっきりと落らく胆たんの色を見せた。

「……やっぱり、私のことをもう覚えていないんですね……」

「……？」なんのことだかわからない。彼女の口ぶりから察するに、かなり前に知り合いだったような……。

「いずれ、五十六さまも私のことを思い出すはずです。そういう運命なので」
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　第三章　隣の家に少女
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　五い十そ六ろくの家の右みぎ隣どなりには、小こ松まつさん一家が住んでいた。もう、過去の話だ。

　小松さん一家は、年金生活のおばあちゃん、大手自動車会社勤務のお父さん、専業主婦のお母さん、中学生の息子むすこさん、小学生の娘むすめさん、という五人で暮らしていた。ものすごく裕ゆう福ふくというわけではなく、かといって生活に苦労するほどではなく、五十六の飯いい田だ家とあまり変わらない暮らしぶりだったと思う。

　ところが、宝くじに当たったのだそうだ。家族の誰も買った覚えはなかったが、数枚の宝くじがテーブルの上に置いてあって、なんとなく番号を確かめたらそれが一等だったという。前後賞あわせて五億円。いきなりとてつもない大金が手に入ったけれども、小松さん一家はそのことを近所や親しん戚せきの誰にも話さなかった。宝くじが当たると、周囲の人間の目の色が変わって、借金や寄付を申し込んでくるという「いかにも」な話がある。小松さん一家はそれを警けい戒かいして、何もかも秘密のうちに引っ越しを決めてしまった。そうやって空き家になった元小松さんの家に、いつの間にか新しい住人──レイチェル・マコーマック──がやってきていたのだ。

　百科事典を積み重ねたような豪華な菓子折りによって、五十六の両親はあっさりレイチェルのことを気に入ってしまった。

　普ふ通つうの女の子ではない。それははっきりしている。──だって、銃を撃うってたんだもん。それも、ゲームや映画で主人公が持っているようなギラッギラッの黄金銃だというからハンパじゃない。言動もなにかおかしかった。運命だとか、お久しぶりだとか……。

「外国人だし、まあ、間違いなくどっかの諜ちよう報ほう機関の人なんだろうなあ……」

　五十六は独りごちて、それから考える──彼女、イギリス出身だって言ってたっけ。イギリスの諜報機関……ジェームズ・ボンドはＭＩ６だっけ。たしか「サーカス」なんて言い方もあったっけ。どっちもフィクションの話だけど。




　レイチェルは、五十六に謎なぞを残して帰っていった。警察官もいる場所で銃を撃ったのに、彼女は逃にげも隠かくれもしない。──彼女がイギリスの工作員だとすれば（いや、間違いなくそうだろう）、外務省や大使館を通して何らかの手段を講じたのか。日本は、バンバン発はつ砲ぽうしてもなんとなく見み逃のがされるような治安の悪い国ではないのだ。

「ただいまですぅ……」

　涼すず音ねが帰ってきた。かなり疲れきった感じの声だ。しかしそれでも涼音はキッチンで食器を洗っていた母を笑え顔がおで手伝い、祖父母の様子を見にいって、それからようやく五十六のところにやってきた。いつものことではあるが、彼女はえらい。

「おかえりなさい」

「うう、五十六ぅ」

「出かけてたの？」

「ええ、まあ。ターニャと」

　そりゃ珍めずらしい、と五十六は軽く驚おどろく。二人はいわばライバルだ。それなのに、休日に一いつ緒しよに遊びにいくなんて。五十六は思わず微笑ほほえんでしまう。

「仲良しになったねえ」

「そういうのとはちょっと違うんですけど……」

「え、違うの……？」

「説明すると長くなるので……」

　涼音はうつむきがちに言った。人が「説明すると長くなる」というのは、つまり「説明したくない」の婉えん曲きよく表現だと五十六は解かい釈しやくするようにしている。なので、これ以上深くは訊たずねないことにした。

「あら、おいしそうなお菓か子し」と涼音。さすが、めざとい。

　五十六の部屋の小さなテーブルに、レイチェルが持ってきたお菓子の一部が置いてあった。大半は母や五い十す鈴ずが持っていったので量は少ないが、小腹を満たす程度は五十六にも回ってきた。甘そうな白いザラメがたっぷりまぶしてあるリーフパイが二枚。バターのいい香かおりがするサブレストが二枚。──ああ、コーヒー飲みながらだとすごく美お味いしそうだ。

　だがしかし──。

「…………」お菓子を見つめる涼音が、よだれをこぼしそうになっていた。ハアハアと息が荒あらくなって、唇くちびるの隙すき間まから微かすかにピンク色の舌がのぞいている。ミルクを前にした子こ猫ねこみたいだ。わかりやすい。実にわかりやすい！

　今日の涼音は疲れているようだ。ねぎらう意味をこめて、五十六はお菓子の皿を彼女に向かって差し出した。「……食べる？」

　次の瞬しゆん間かん、涼音の両目がキラキラッ！　と輝かがやいた。

「うれしいな、五十六！　ありがと！」

　甘いものが嫌きらいな女の子は少ない（関係のない話だけれども、そういえば、五十六は甘いものが嫌いな男を知っているわけでもない）。そんな女の子たちのなかでも、涼音は「特に」目がないらしい。

　甘いものが大好きなＣＩＡのハニー・トラップ。彼女の体のどこか一部分は、本当にはちみつでできているのかもしれない。

「半分こしましょ！　五十六」

「僕はいいよ。もらいものだしね」

「へえ、誰からですか？」

「隣の家に引っ越してきた女の子」

「……女の子？」

　涼音の眉まゆが、猫のしっぽみたいにぴくりとはねた。警戒を示す微び表情。

「レイチェル・マコーマック。イギリスからきたんだって」

「はあああ!?　なんですかそれ？」

　涼音がすっとんきょうな大声をあげた。その大声に、五十六のほうが驚く。

　意外な反応だった。なにしろ涼音はＣＩＡなのだ。本当に本当にプロのスパイなのだ。そして五十六は、彼女の任務における重要人物だ。周辺の環かん境きようや近所の住民についても、みっちり情報収集済みだと聞いている。隣りん家かの引っ越こしなんて、当然涼音は把は握あくしているものと思いこんでいた。

「え、涼音さん、もう情報が入ってるんじゃないんですか……？」

「いえ、初耳です……隣の家の少女……」

「それじゃケッチャムじゃないですか」

「隣の家……まさかそんな手があったとは……」

　独り言のようにそうつぶやきつつ、涼音は自分の親指の爪つめを噛かんだ。敵に点をとられたスポーツ選手の表情だった。

「今、涼音さん悪い顔してましたよ」

「えっ」五十六に指し摘てきされると、涼音は慌あわてて両手を自分の頬ほおに当てて表情を隠した。「ショック……そんな顔してました？」

「いや、かわいかったですよ」

　五十六はやや軽めの口調で言った。女の子が悔くやしがっていたり、何かを企たくらんでいる顔というのも悪くないものだ。これは、皮肉でもなんでもなかった。彼女の顔が感情的なら感情的なほど五十六は嬉うれしい。

「い、五十六……そんな、急に……」

　涼音は、五十六の言葉に、過か剰じようとも思えるような反応をみせた。五十六に「かわいい」と言われてからすぐに顔が真っ赤になり、目がトロンと潤うるみ、心底切なそうに身をくねらせる。

「もうっ、五十六ったらあ！　そんなに私がかわいいんなら……き、き……キスしてもいいんですよ！」

　涼音は唇をむちゅーと突つき出して、五十六に迫せまった。

「なんでいきなりそうなるんですか！」

　のしかかってくる涼音を、五十六は両手で押し返す。しかし、その手が涼音の形のいいバストをわしづかみにしてしまう。

「あぁん！　そんな大だい胆たんな五十六ぅ！　ここにきて一気に進展！　急激に進展！　ラピッドプログレスゥ！」

「違います、これはただのアクシデントです！」

「アクシデントでもなんでもいいから、最後までいきましょう……！　五十六」

「いきません！　なんなんですか、まったく！」

　──二〇分後。激しい攻こう防ぼうの末に、五十六はなんとか自分の身を守りきって、荒い息をついていた。涼音は專門の訓練を受けているので、やろうと思えばもっと手荒なこともできたはずだが、五十六に痛みを与あたえないように手加減してくれたようだ。

「話を、その、レイチェルという女の子に戻もどしますけど……」

「そらしたのは涼音さんじゃないですか……」

「何か、五十六に変なことしたりしてませんか？」

「変なこと、は特にないですけど……うーん、なんというか……」

「ぜひ、話してください……！」

「命の恩人なんですよ」

　五十六は、ちょっと悩なやんだ末にデートのことをすべて話すことにした。イーチンに誘さそわれたこと、それを秘密にしてデートに出かけたこと、ところがトラに遭そう遇ぐうしてしまったこと、そこで黄金銃じゆうを持ったレイチェルに助けられたこと──。なんとなく後ろめたい思いがあったので、秘密を明かすと五十六は気分がすっきりした。

「黄金銃……それは、まさか……」

　と、何かを思い出したような顔をする涼音。

　そのとき、コンコンと乾かわいた音がした。キツツキが、堅かたい木に穴を開けるような音だ。その音は、五十六の部屋の窓が発信源だった。窓ガラスに、小石か何かが当たっている。

「……なんだ？」

　五十六はたしかめるために窓に近寄ろうとした。が、それを涼音が片手で止める。

「さがってください。一応、警戒を」

　言いながら、涼音はどこに隠し持っていたのか拳けん銃じゆうを抜ぬいた。ＳＩＧザウアー・Ｐ２３２拳銃。口径は九ミリ×一七弾だん薬やくを使用。弾倉にはそれが七発。小型で高性能で、スパイが持つにはぴったりの武器の一つ。

　以前と違い、すでに涼音の正体は五十六にばれている。だからこそ、涼音は堂々と銃を構えている。やはり、実銃が出てくると緊きん迫ぱく感かんが漂ただよう。五十六は物ぶつ騒そうなことが大だい嫌きらいだ。

　少し前に、ロボやら無人機やら戦せん闘とうヘリに追いかけられて、どうしようもなくなって五十六も銃を撃ちまくった。撃ちたくはなかったのに、撃つしかなかった。村むら上かみ春はる樹きの『１Ｑ８４』を思い出す。昔のフィクションなら、銃が出てきたら必ず火を噴ふく。しかしドラマツルギーも時代に合わせて変容している。銃が出てきたからといって、撃たないまま終わってもそれはそれでいいはずなのだ。──っていうか、終わるといいなあ。本当に、心の底から発砲なしで終わってほしい。

「…………」

　涼音は、慎しん重ちような動きで窓に近づいていった。カーテンが閉めてあるので、外で何が起きているのかはまだわからない。涼音はさりげなくＣＩＡの日本支局ともリンクしている携けい帯たい端たん末まつをチェック。警報の類たぐいは受信していないようだ。携帯端末をしまって、右手で拳銃を構えたまま、左手でカーテンの下のほうを握にぎる。

　まさかの狙そ撃げきに備えて、涼音は思い切り身を低くしている。五十六としては、涼音の下着が見えそうになっていて目のやり場に困る。スパイで、五十六を騙だましていたことを差し引いても、彼女の太ももやおしりの魅み力りよくは否定できない。このあたりを否定したらもう、人類は絶ぜつ滅めつするしかない。

　大きく呼吸したあと、涼音はジャッと勢いよくカーテンを開けた。

　窓の向こうは、隣となりの家──元・小松さんの家。現・レイチェルの家だ。

「五十六さまぁ……！」

　隣の家の窓から、レイチェルが笑顔で手を振ふっていた。
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　飯田家からレイチェルの家まで四メートルくらいだろうか。五十六は今さら気づいたのだが、かなり近く感じる。

　涼音が、窓を開けて身を乗り出した。

　音の正体が判明した。レイチェルが、小さなもの──ちょっと大きめのプラスティックビーズ──を投げて窓にぶつけていたのだ。そのビーズのうちのいくつかが、涼音の顔に当たった。

「む！」

　涼音は、非常識にも初対面の少女に拳銃を向けた。──めちゃくちゃだなあ、ああもう、と五十六はうんざりしてしまう。その銃の引き金を引いたら人が死ぬこともあるかと思うと、本当にやめてほしい。しかしよく見れば、涼音は引き金には指をかけていない。用心金トリガーガードに人差し指を添そえているだけだ。

　なるほど、こういうところはたしかにプロっぽい。

「あなたがレイチェル・マコーマックですね」

「はじめまして、キャスリン・涼音さん」

　反射的に、レイチェルも拳銃を抜いた。

　例の黄金銃。

　そして、彼女は引き金に指をかけていた。それは、彼女がアマチュアだからなのか、それともあえてそうしているのか──。トラを威い嚇かくした射撃の腕うで前まえと、あのときの落ち着いた態度を考こう慮りよすると、後者のほうがはるかに可能性が高そうだ。

「黄金のＦＮハイ・パワー……悪あく趣しゆ味みだし、秘密工作員の武器としては大きすぎるんじゃない？」

「ご心配なく。私はスタイルが完かん璧ぺきなので、服のあちこちに余よ裕ゆうがあり、銃を隠かくし持つのが得意なんです」

「ほおお……」

　涼音のこめかみが痙けい攣れんした。怒いかりで血管がピクピクと膨ふくらんでいる。激しい戦闘に巻きこまれてもわりと冷静なのに、どうしてこの程度の挑ちよう発はつで涼音が我を失ってしまうのか──五十六にはよくわからない。

「これからよろしくお願い致いたしますね。キャスリン・涼音さん」と、レイチェルは言う。モナリザみたいに上品に微笑ほほえんでいる。「この業界のサラブレッド同士、仲良くいたしましょう」

「サラブレッド同士？」涼音は首を傾かしげた。「どういう意味？」

「すぐにわかりますよ」

　レイチェルのほうが先に拳銃をおろした。それを見て、涼音も拳銃をホルスターに戻す。五十六としては、我が家と隣家で銃撃戦なんて心の底からカンベンしてほしいので、ほっと胸をなでおろす。

「それでは、おやすみなさい」

　と、レイチェルは五十六に向かって投げキッスを送り、それから窓とカーテンを閉めた。涼音は、その見えない投げキッスを追い払はらうように手を振る。

「とんでもないヤツっぽいですね……常識がなさそう」

「非常識な行動に関しては、涼音さんもたいがいだと思いますが……」

「今日は用心のために一いつ緒しよに寝ねましょう」

「やです。どさくさ紛まぎれに何を言ってるんですか」

　五十六は自分の部屋から涼音を追い出した。




　──そして、翌朝。

「おはようございますぅ、五十六さま！」

　また窓ガラスに何かが当たる音がして、五十六はそれで目を覚ました。寝ぼけた顔で窓とカーテンを開けると、プラステイックビーズを投げるレイチェルが向かいの家にいた。昨晩と同じだ。五十六は、あとで下に落ちたビーズを掃そう除じしよう、と思う。

「ああ、おはようございます……」

　五十六は気の抜けた挨あい拶さつを返した。

　すると、ドタバタと慌あわただしい足音がすごい勢いで近づいてくる。力強くドアを開けて涼音が飛び込んでくる。いよいよホントに鍵かぎがかかるようにせんといかんなあ、と五十六は密ひそかに決意を固める。そう、五十六の部屋のドアには鍵がついていなかった。その必要も感じていなかった──が、それは涼音がホームステイをはじめる前の話だ。

「窓から会話しない！」レイチェルに怒おこったあと、涼音は五十六に向き直って「しゅぱっ！」と音が出そうな動きで片手をあげた。「あと、グッドモウニンッ、五十六！」

「ノックもせずに入ってこないでください」

　ノックもせずに入ってきた涼音は、半はん裸らと言っていい姿だった。レースを使ったシースルーのネグリジェに、セクシーな下着。ほとんど紐ひものようなブラとショーツ。下着にはリボンがついていて、涼音の健康的な胸とおしりの可愛かわいさを引き立てている。

　改めてレイチェルのほうを見やると、彼女も痴ち女じよ度では涼音に負けていなかった。

　レイチェルは、首のまわりを黒のレースチョーカーで飾かざり立てていた。そしてやっぱり下着姿。五十六の周囲にいる女の子はこんなのばっかりだ。彼女の下着は、遠目にもすべすべのシルク製だとわかる。高級品だ。ブランドものだろう。

　そしてレイチェルは、まるで五十六の心を読んでいるかのような絶ぜつ妙みようなタイミングで体をひねり、下着の背中側も五十六に披ひ露ろうした。マイクロサイズのＴバックで、惜おしげもなくおしりのラインを見せつけてくる。「ぷふぅ！」と五十六は口の中の息を吐はき出してしまう。

「アメリカの娘むすめさんはみんなあなたみたいに下品なの？」

「下品、に関してはあなたも人のことは言えないんじゃないですか!?　それに、イギリスからきた娘さんはずいぶん貧しい体なのね！」

「あなたよりは胸は小さいかもしれませんが、平均を下回ってはいませんわ」

　──カオスだ。混乱だ。無む秩ちつ序じよだ。

「このあたりは私の縄なわ張ばりなんですよ！」

「まるでギャングのような口ぶりですわね」

　窓と窓で口げんかをするかなりセクシー過か剰じような下着姿の二人を、無関係なご近所さんに見られたりしたら、「あの家はいったいどうなってんの？」と不ふ審しんに思われることだろう。いかがわしいサイドビジネスでもはじめたのかと疑われたらやだなあ、と五十六は不安を覚えるが口には出さない。




　日曜日。身み支じ度たくをすませて、朝ごはんを食べて、家を出る。日曜といえば、五十六のハッピータイムである。漫まん画が喫きつ茶さに行かねばならない。人間には、ひとつくらい前向きな「習慣」があったほうがいい、というのが五十六の持論だ。タバコは嫌きらいだが、古いハードボイルド小説の主人公がタバコを愛する気持ちはわかる。五十六は酒を飲まないが、海外の冒ぼう険けん小説に出てくるロシア人がウォッカばかり飲んでいる理由もわかる。

　毎週日曜日、よほどのことがない限り五十六は漫画喫茶で過ごす。休日八時間パック。カバンで筆記用具や教科書を持ちこんで勉強する。一週間の復習だ。先週授業で学んだことを「保存」して、自分自身のセーブデータを上書きする。復習が一段落したら、ようやく漫画を読んだり、借りた個室のパソコンで映画のＤＶＤを観みたりする。

　それは、五十六にとって、とても大事な時間なのだ。

　──ところが、ところが。

　今日はダメっぽい。涼音に見つからないようにこっそり家を出たのだが、家の前でレイチェルに声をかけられてしまった。日ひ傘がさをさして待っていたらしい。五十六は怪け訝げんに思う──どうしてそこまで情熱を燃やすことができるのだろう？　僕が任務で近づいてきた女の子に心を許すわけがないのに？　いや、それはまあ、恐きよう竜りゆうのいる公園で起きたイーチンとのキス未み遂すいはさておき……。

「ずっと待ってたんですか？」

「ほんの数十分程度です」

　と、にっこり笑うレイチェル。曇くもりのない笑え顔がおだった。彼女は日傘を畳たたんで、それを自分の手首に引っかけた。

「一応……おはようございます」

「おはようございます、五十六さま……！」

「それ、やめません？」

「『それ』とは？」

「『五十六さま』っていう……なんだか困るんですよ、その呼び方」

「なぜですか？」

「『さま』付けされるほどの人間ではないというか……」

「私にとっては、『五十六さま』は『五十六さま』ですわ」

「うーん……」

「私は子供の頃ころから日本語を勉強しています」

　そういえばたしかに、完璧な発音だ。語ご彙いも豊富そうだ。最近、五十六の目の前に現れる外国人の少女はみんな日本語が上う手まいのでちょっと麻ま痺ひしていた。

　レイチェルは続けて言う。

「日本語の会話では、『さま』は相手への敬意を払う言い方だと聞いています。あなたは私の、運命のご主人様。それを、五十六さまに知っておいてほしいから、私はこういう言こと葉ば遣づかいなんです。……あなたを愛し、あなたに尽つくし、あなたに愛されたい。あなたが命じることなら、どんなことでも喜んで受けいれる。そのために私は生まれてきた……」

　レイチェルの表情が、心なしか陶とう然ぜんとしてきた。吐く息が熱を帯び始め、肌はだが白く薄うすいので繊せん細さいな血管が青く透すけてみえる。彼女の声は、児童文学から飛び出してきた魔ま女じよにみえる少女の、真逆の聖女性を示すかのように耳に心地ここちよく心に響ひびく。

　長いまつ毛と、ガラスを思わせる薄いまぶたに守られた彼女の瞳ひとみが潤うるんでいる。その潤んだ目には、特とく殊しゆな力があった。魔女か聖女か、その両方なのか──。はっきり言ってレイチェルの発言は嬉うれしいというより重い。出会って間もないのに（それが彼女の任務だということを考慮しても）あまりにも不自然だ。それでも、彼女に見つめられていると、五十六の頭までぼうっとしてくる。

　あなたを愛し、あなたに尽くし、あなたに愛されたい。あなたが命じることなら、どんなことでも喜んで受けいれる。五十六の脳のう裏りを、今朝見たレイチェルの美しい下着姿がよぎる。尽くされる、とはいったいどんな感じなのだろうか？

「こらあっ！」

　涼音が駆かけつけてきた。その声で、五十六も普ふ段だんの状態に戻もどった。

「油断も隙すきもないとはこのことですね……！」

「あら、涼音さん。おはようございます」

　レイチェルは余裕たっぷりで、スカートの両りよう端はしを指でつまんで挨拶をした。

「おはようございます……」つられて、涼音も丁てい寧ねいに頭を下げる。が。「……って、そうじゃなくて！　何をやってるんですか、こんなところで！」

「こんなところも何も……」レイチェルはわざとらしく周囲を見回した。「家の前でたまたま顔をあわせましたので、朝の挨拶を交かわしていただけですが？」

「何がたまたまですか、どうせ待ち伏ぶせしていたに決まっています」

「証しよう拠こはあるんでしょうか？」

「ううう……」

　涼音が歯ぎしりをしている。証拠がないことを悔くやしがっているのではない。レイチェルの態度に腹が立っているのに、手も足も出せないことを悔しがっているのだ。なるほど。涼音はプロのスパイであるがゆえに、普段は一いつ般ぱんの人以上に慎しん重ちように行動しなければいけない。

「とにかく、私の五十六から離はなれなさい！」

「あなたの五十六じゃないわ。私の、よ」

「なにおう！」

　涼音は敵意むき出しで、頬ほおをぱんぱんに膨ふくらませている。

「正確には、私は五十六さまのもの。五十六さまは私のもの」

　ええ、そうなの？　と当の五十六が驚おどろく。

「あなた、かわいいのね」

　突とつ然ぜん、レイチェルが柔やわらかい口調で言った。それは、幼よう稚ち園えんの先生が、一番聞き分けのない園児をなだめているときの口調だった。

「……はいぃ？」

「あなたは絶対に、私に勝てない。あなたは五十六さまの側そばにいることはできない。そういうことになっているのに、そんなに必死になって……かわいい」

「そういうことになっている？」

「そう。もう決まっている。そういうことになっている」

「あなた、ちょっとおかしいんじゃないかしら？」

「負け惜しみね」

「……はああああ、はいいいい？」

　涼音が変な声をあげた。彼女とレイチェルの会話は、噛かみ合っていないようでしっかり噛み合っていて、終始レイチェル優勢の流れで進んでいる。なぜそうなるかといえば、それは抱かかえている「秘密」の量の差だ。

　レイチェルの態度や言葉にはいちいち余よ裕ゆうがある。いかにも「私は『切り札』を持っていますよ」とでも言いたげな表情。それを敏びん感かんに察しているから、涼音の反応もいつもより感情的で子供っぽくなる。

　五十六はもう、逃にげたくなった。女の子どうしのいがみ合いなんて、基本的には見たくないものだ。いや──これはただのいがみ合いではない。互たがいに、組織や国家の威い信しんも背負っているので複雑だ。国家の威信といえば、五十六はまだレイチェルがどんな情報機関に所属しているのかしらない。イギリスといえば超ちよう有名なスパイを何人も輩はい出しゆつしているが、すべてはフィクションの知識でしかない。

「僕、もういきたいんですけど……」

　五十六はおずおずと申し出た。すると、

「漫画喫茶ですよね」レイチェルがすかさず言った。「五十六さまは毎週日曜日必ずそこへ」

　ああ、やっぱり事前調査済みかあ、と五十六は思う。

「私も行きます」レイチェルは妙みようにきっぱりと言った。

「一人がいいんだけどなあ」と五十六。心のなかでは「これは、本当に一人がいいんだけどなあ」とつぶやいていたが、これ以上空気が悪くなるのが嫌いやだったので前半は省略した。

「あなたはもう知ってるでしょうけど」と、今度は涼音。「あの漫画喫茶は、中国のリー・イーチンの縄張りです」

「その縄張りって単語を使うの、やめてくださらない？　エレガントではないわね。まるでストリート・ギャング出身のよう」

「……あなたこそ、言動から性格の悪さがにじみ出ていますよ？」

「あなたにどう思われようと気にしません」

　そんなレイチェルの言葉は、たぶん本当にそうなのだろう。レイチェルにとって涼音は、ちょっとうるさい小動物程度の存在でしかないらしい。

「五十六さまが私のことをわかっていてくださるのなら、それで十分なのです」

　そう言われても、困ってしまう。一人がいいんだけど、という話はどこにいってしまったんだろうか。「はあ……」と思わずため息がこぼれる。自分が抱えていたはずの問題がどこかに行方ゆくえ不明になるというのは、あまり気持ちのいいことではない。




（なんなんですか、この展開は）

　涼音はＳＩＳが苦手だ。というか、イギリス人が苦手だ。彼らは、アメリカをバカにしている気がする。イギリス人に対たい抗こうするには、同じくらい嫌なやつら──フランス人の力が必要だ。そして残念ながら、涼音にはフランス人の友人・仲間がいない。自分で──それか、ターニャやイーチンを利用して──なんとかするしかない。

　フロンティアの未来予測に、こんな少女の登場はなかった。涼音は必死に頭を働かせる。

　──思いだせ。新たな、しかも厄やつ介かいそうなライバルが登場したときに、涼音が大好きな漫画やマニメのヒロインたちはどうやって対処してきたか？

　そんなの、決まっている。

　自分のまごころを信じる。

　そして、それが愛いとしい人に伝わると信じる。それだけだ。




　　　　３




　なんとなくグダグダとした流れになって、結局五十六はレイチェル、涼音とともに行きつけの漫まん画が喫きつ茶さに到とう着ちやくした。その漫画喫茶ではイーチンがアルバイトとして働いていて、涼音の言葉を借りれば「中国国家安全部の『縄なわ張ばり』」となる。

　五十六は、受付のカウンターで驚いた。イーチンがいるのは当然としても、さらに今日はターニャまで来ていたのだ。

「どうしてターニャさんまでここに？」五十六は訊たずねた。

「呼び出されたんだよ。そこのレイチェルってやつに」と、ターニャは睨にらむような視線を一いつ瞬しゆんレイチェルに向ける。その口調は棘とげを含ふくんでいた。

「どうなってるんですか……？」イーチンは祈いのるように手を組んで、不安そうに瞳を揺ゆらしている。「今日、この漫画喫茶って貸し切りなんですよぅ」

　五十六は目を丸くして驚く。「貸し切り？」

「私が、仲間に頼たのんでそうしておきました」

　レイチェルがこともなげに言った。「仲間」とはつまり、彼女が所属している情報機関の人間だろう。五十六に関して、各組織が活動に割り当てられた予算は潤じゆん沢たくだ。そのなかでも、小松さん一家の件といい、レイチェルの組織はずいぶん金かね遣づかいが荒あらい。

「みなでゆっくり話し合う機会が欲ほしかったので」

　そう言ってレイチェルは、ほんのちょっとだけ首を傾かたむけてみせた。刹せつ那な、彼女の表情が言葉の通じない可愛らしい小動物のように五十六たちの目に映る。相手の反論を封ふうじ込める魔ま性しようのしぐさだ、と五十六は思った。

　五十六はこの日曜日に限っては、女の子たちと話し合うよりは一人で勉強したい気分なのだが、レイチェルは「五十六さまの命じることならなんでも」とか言っているわりには強ごう引いんでちっとも話を聞いてくれない。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、五十六さまの意思を尊重いたします。お時間はとらせません」

　五十六の思考を読んだかのように、レイチェルが微笑ほほえんで言った。

　イーチンがアルバイトしている漫画喫茶は三階建て。二階と三階が個室中心で、受付（兼けん売店）がある一階は比ひ較かく的普通の喫茶店っぽい内装。普段は無音だが、今日はクラシック音楽がＢＧＭとして流れている。五人で、一番大きなテーブルを囲んだ。情報機関に属する四人の少女と、世界の運命を左右する高校生の少年が一人。

　──なんとも歪いびつな構造だ。バランスが悪すぎてインド人もビックリだ──インド人もビックリなんてベタなギャグ、心のなかに思い浮うかべただけでも恥はずかしい──ああ、でもこの調子だといつかインドからもスパイの女の子がきたりするんだろうか──インドの情報機関ってどんなのだろう──そんなふうに、五十六の思考は静かに混乱していた。

「さて」

　レイチェルがこほんと咳せき払ばらいした。

「あなたたちには言っておいたほうがいいと思いまして。店を貸し切りにして、今日はこうしてみなさんに集まっていただきました」

「お前はＳＩＳだ」

　いきなり、ターニャがそう突つきつけた。しかし、レイチェルは作り物感あふれる笑え顔がおのままぴくりとも表情に関かかわる筋肉を動かさない。当たり前のことを言われても、それがどうしたという態度以外はとりようがない──そんな笑顔だ。

「ＳＩＳ？」と訊きき返す五十六。

「映画『００７』シリーズには、イギリスの情報機関として『ＭＩ６』が登場しますが……」と、ターニャのかわりに涼音が答える。

「正式にはＳＩＳです。イギリス情報局秘密情報部の略りやく称しよう。国際的な諜ちよう報ほう活動を担当する。エリート主義で有名な組織。上流階級の出身で、しかも世界トップクラスの高学歴でなければ出世はできない」

　涼音の言葉に、「近代的な国際諜報戦を開始したのはイギリスという説がある」さらにターニャが付け足す。「実際に、一六世紀には優ゆう秀しゆうなスパイを使って主にスペインの動向を監かん視ししていた。第一次世界大戦時には、あの有名な『アラビアのロレンス』ことトーマス・エドワード・ロレンスが大活かつ躍やくした」

「イギリスはさておき、『アラビアのロレンス』の映画は良かった。長いけど」と涼音。

「イギリスはさておき、たしかにあれはいい映画だったな。長いけど」とターニャ。

　五十六に説明する涼音とターニャの息は、ぴったりと合っている。二人が聞いたら怒おこるだろうが、五十六は「まるですごく練習を積んだコントを演じている芸人さんみたいだ」という感想を抱いだいた。

「…………」レイチェルが「それで終わりですか？」という顔をした。それからわざとらしく小さなあくびをしたあと、口を開く。

「……規模ではＣＩＡやＳＶＲにはかなわないかもしれません。しかし、ＳＩＳには伝統と経験の積み重ねがありますわ。第二次世界大戦の情報戦においてドイツを出し抜ぬいたのも、やはりイギリス情報局」

「過去は関係ないな」

　ターニャが、斧おので切り落とすような鋭するどい調子で言う。

「……愚おろか者と拝金主義者ばかりがはびこるこの世界で、せめて我々情報機関の人間くらいは現実主義者であるべきだと思う。過去の栄光にすがったり、未来に対して根こん拠きよのない楽観を抱くのは現実的ではない」

「…………」

　レイチェルの表情に微び妙みような変化が生じた。ターニャの言動を不ふ愉ゆ快かいに感じたのに、咄とつ嗟さに反論が思いつかなかったのだ。

　今のやりとりを眺ながめていて、五十六の頭のなかで、周囲で活動しているスパイ少女たちの口げんかランキング、その暫ざん定てい版ができあがった。ターニャ>レイチェル>涼音>イーチンという順番だ。レイチェルが不ふ機き嫌げんになると、たちまち険悪な空気に場が支配される。レイチェルはちょっと言動が病んでいるというか、次に何を始めるのかわからない怖こわさがあるからだ。

　と、そこで──。

「あ、あのう！」

　イーチンの明るい声が、険悪な空気を吹ふき飛ばした。

「のみ、のみ、飲み物は、みなさんいかがでしょうかっ？」

「なんでイーチンさんが？」と五十六。

「一応、わたし、アルバイトなので……」

「ああ、そうか」納なつ得とくした。すっかり忘れていた。

「……紅茶は？　いい茶葉があるならそれで。ヌワラエリヤ産が好みなんだけれど」

　レイチェルが、あまりにもイギリス人的な注文をつけた。まるで、外国人から見たイギリスのイメージを常に意識しているかのような行動だ。それを聞いたイーチンは「ふええ……」と泣きそうな顔になる。

「うちにはティーパックしかなくて……」と申し訳なさそうにイーチン。

「……それなら、ミネラルウォーターでいいわ」

　そう言ったレイチェルは、店全体に軽けい蔑べつの視線をふりまいていた。俺の行きつけの店をそんな目で見るのはお願いだからやめてください……と五十六は思う。

「コーヒー。砂糖とミルクを忘れずに」

　ターニャの注文はシンプルだった。

「コーラ。氷をたっぷり。八分の一にスライスしたレモンをつけて」

　涼音の注文は微妙に面めん倒どうくさかった。普ふ段だん、この店ではコーラにスライスレモンをつけるようなサービスはやっていない。イーチンは困り果てたが、従業員用の冷蔵庫にたまたまレモンがあってなんとか涼音の注文に応こたえることができた。

　五十六はコーヒーのブラック。イーチンは自分のためにオレンジジュースを用意して、テーブルの上に並べていく。




　いつ割れるかわからないようなパンパンにはった風船から、イーチンがストローを使って上手に空気を少しだけ抜いた──そんな雰ふん囲い気きだった。ターニャが再び話し始めたが、さっきまでの鋭い棘は消えていた。

「……もう、この船橋市にはＳＶＲ、ＣＩＡ、中国・国家安全部が人員を配置している。非公式ながら、日本の公安も動いているらしい。そこに、大おお幅はばに遅おくれてのこのこやってきて、イギリスのＳＩＳは挨あい拶さつもなし。挨拶もないうえに、ＳＩＳの小こ娘むすめはやたら傲ごう慢まんで、わけのわからないことばかり言う。なんの勝算があるのかな？」

「レイチェル・マコーマック。そろそろ、今日の本題に入ってもらえませんか」涼音も言う。「なんで、みんなをここに集めたのか？」

　レイチェルに注目が集まる。彼女に動どう揺ようはない、見つめられることに慣れている。

「……私には、五十六さまをめぐる戦いに関して、他ほかのみなさんにはない『強み』があります。それが私の勝算であり、今日の本題です」

「強み？」その存在を疑うターニャ。

「はい」レイチェルは自信たっぷりで、鷹おう揚ようにうなずく。「大昔──私がもっと幼かったころ、両親の仕事の事情で、日本で暮らしていた時期があります。この、千葉県船橋市に。私はここに『やってきた』のではない。『帰ってきた』」

　イーチン以外の二人──涼音とターニャ──は察しがよかった。帰ってきた、と聞いた瞬間レイチェルの強みがどんな種類のものか理解したのだ。イーチンだけが、レイチェルが何が言いたいのかよくわからずにおどおどしている。

「……まさか」涼音が、危険なものに触ふれるときのような顔で言った。

「その、まさか、だと思います。私は、幼かったころの五十六さまに出会っていたんです」

　これには、誰だれよりも五十六が驚おどろいた。

「そして、五十六さまに命を助けられました」

　レイチェルは続けて言った。大変な話になってきた。五十六は動揺し、てのひらや額ひたいに冷や汗あせが生じた。命も助けたのに自分のほうは覚えていないなんて、そんなことがあっていいのだろうか？　覚えていないなんて言ったら、レイチェルはひどく傷ついてしまうのではないだろうか？　五十六は、目の前に突とつ然ぜん爆ばく弾だんを積み上げられた気分だ。

「私と五十六さまは、たちまち仲良くなりました。そして子供だったとはいえ、私は五十六さまにたしかな好意を抱いた……」

「五十六、リアリィ？」

「うーん、すみません……ちょっと思い出せなくて……」

　五十六は首をひねって頭をかいた。
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　思い出しても思い出せなくても、事態がややこしくなることにかわりはないのだが、とりあえず、レイチェルにとって大事な思い出なのに自分のなかでは曖あい昧まいになっているという事実が心底申し訳ない。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、五十六さま。昔のことですし、何か事情があったのかもしれない。たとえば……例の『特とく殊しゆ能力』には副作用があったとか」

「──っ！」

　特殊能力──その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、他の少女たちは色めき立った。フロンティアの予言に関しては、すでに世界中の情報機関に広まりつつある。しかし、五十六の「何が特別なのか」を知る人間の数は少ない。レイチェルは違ちがう。この船橋にやってきたばかりのはずなのに、すでに瞬間移動のことを知っている。

「ここにいるみなさんは全員知っているでしょうし、私も知っています。『命を助けられた』というのはそういうことです」

　レイチェルは、そのときのことを語った。まだ、彼女が小学校低学年くらいに、船橋の高層マンションの一五階で暮らしていたころの話。レイチェルは母の手伝いをするのが好きで、ベランダに洗せん濯たく物ものをほしていたという。普通にやったのでは身長が足りないので、折りたたみ式の椅い子すを踏ふみ台に使っていた。

　そして、強風が吹いた。洗濯物が飛ばされて、大きな羽の鳥のように宙を舞まった。飛ばされたもののなかには、レイチェルがお気に入りの帽ぼう子しも含ふくまれていた。とりにいこうと手を伸のばして、バランスを崩くずして、椅子と一いつ緒しよに彼女は倒たおれる。

　柵さくを越こえて、落ちてしまった。

「あっ」と思ったときには、地面のコンクリートが眼前に迫せまっていた。

　さらに次の瞬間、レイチェルは知らない男の子に抱かかえられて、まったく違う場所にいた。ベランダから落ちていたはずなのに、マンションの駐ちゆう車しや場じようにいた。

　幼いレイチェルは混乱したが、この男の子に命を助けられたのは理解できた。

　──彼は、なんだか不思議な力を使った。

　そこまで聞けば、その後の展開は明らかだ。

　男の子とは、五十六。瞬間移動を使った。

　──事情がわかったのはいいものの。

　五十六は自分の記き憶おくの曖昧さに驚くしかなかった。それだけのことをしたのに、まったく記憶にないなんて。

　──なぜ、これほどまでに曖昧なのだろう。

　力を使うと、記憶が混乱する。

　まるで誰かに記憶を操作されたみたいに、都合よくあちこちに空白があるのだ。

　力を使った記憶が残っているのは、前回──ヘリとの戦せん闘とう──が初めて、ということになる。そしてそれ以降は、力を使っても曖昧になることはなくなった。単純に年ねん齢れいの問題だろうか？　五十六が成長したから、記憶が飛ばなくなった？

　三み木き多た可かを救助したときと同じだ。

　なぜその記憶を思い出せなかったのかだけが思い出せない。

「命を助けられて、私たちはとってもとっても仲良しさんになりました。五十六さまは、子供のころから本当に素す敵てきでしたわ……」

　レイチェルは歌うように言う。

「でも、私はすぐにフレンズではなくラヴァーズの関係を願うようになりました。……自分で言うのも恥はずかしいですが、ずいぶん背せ伸のびをするタイプの子供だったんだと思います」ここで彼女は、少しはにかんで笑う。「そこで、こんな約束を交かわしたのです」

　レイチェルは、持ち歩いているバッグから金属製の筒つつを取り出した。卒業証書を入れておくのに使うようなサイズ。「特殊合金製の、書類運うん搬ぱんケースです」と言って、筒の蓋ふたを開ける。中から出てきたのは、セピア色に焼けた古い画用紙だった。その用紙を見た刹せつ那な、五十六の頭の奥でうずくものがあった。──これは、見たことがあるような気がする。

　レイチェルはその画用紙を、慎しん重ちような手つきでテーブルの上に広げた。どれくらい慎重だったかといえば、それはまるで映画『ナショナル・トレジャー』で、ニコラス・ケイジ演じる歴史学者がアメリカ独立宣言書を取り扱あつかうシーンを思い出すくらいに……。って、ええい！　今は余計なことを考えるな！　と五十六は自分自身にツッコんだ。ニコラス・ケイジはとりあえず今はどうでもいいよ！

「…………」

　気を取り直して、五十六は画用紙をよく見た。

　そこには濃こい鉛えん筆ぴつで『こんいん届け』と書いてあった。子供の字だ。子供の字だが……それが自分の字だということは疑いようがない。癖くせがまだ残っている。何年たっていても、さすがに自分の字は忘れない。

『ちかいの署名』

『飯田五十六』

『Rachel McCormack』

「ここに書いてあるとおり……」

　レイチェルの瞳ひとみは潤うるみ、頬ほおは熟し過ぎたイチゴのように真っ赤だ。

「私と五十六さまは、『しょうらいけっこんしようね！』と約束を交わしていたのです。機械の予言が出てから、慌あわてて五十六に近寄ったのではありません。

　……私は、ずっと前から五十六のことが好きだった。

　私の祖父はＳＩＳ屈くつ指しの優ゆう秀しゆうなスパイ、父は国際的なビジネスマンであり、イギリスの国防産業にも関かかわっていた。『仕事の都合で日本を離はなれる』と言われれば、私の意見が通るわけもなかった……」

　聞いているうちに、思い出してきた。

「ごめんね、レイチェル」

　五十六は言う。心のなかの時計の歯車を逆に回しながら、一言一言を噛かみ締しめるように。

「……僕は、きみを知っている」

「思い出してくれただけで、涙なみだが出そうです……」

　レイチェルの言葉は正確ではなかった。彼女はすでに少し泣いていた。

「約束を守ってくださいね……五十六さま！」
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　五い十そ六ろくの妹──五い十す鈴ずは、レイチェルのことを思い出して、彼女が再び日本にやってきたことに驚おどろきを禁じ得なかった。レイチェル。レイチェル・マコーマック。兄に恋こいをして、遠くに引っ越していった少女──子供っぽい結けつ婚こんの約束を交わして、五十鈴をハラハラさせたものだ。

　幼い五十六の記憶を操作したのは、もっと幼い五十鈴だった。兄は、昔からしっかりしていた。「力」を使うたびに、その記憶を消すように頼たのまれてきた。「超ちよう能のう力りよくなんてろくなもんじゃない。こんな力は捨ててしまいたいけれど、その方法はわからない。だからとりあえず、五十鈴の力を借りたい。……五十鈴も、気をつけてほしい。他人に知られたら、きっとややこしいことになるはずだから」

　兄は正しかった。たちまち「ややこしいこと」が始まった。

　五十鈴の記憶操作は徹てつ底てい的なものではない。きっかけがあれば、消した記憶もよみがえる可能性が高い。あえてそうしている。人間の記憶を完全に消すのには、五十鈴のなかに抵てい抗こうがあるのだ。人の頭のなかをいじくるなんて、本当は人間に許されることではない、と思っている。記憶操作──これはとても、罪深い力だ。だから、やりすぎない。決して自分の利益のためにこの力を使ったりはしない。

　レイチェル、レイチェル、レイチェル……。

　彼女の帰き還かんに、五十鈴は嫌いやな予感が止まらない。
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　高校生なら、月曜日は学校にいくものだ。それは、雨が降ったら傘かさをさすくらい、当然のことだ。登校とは何か？　それは、自分の家から学校まで移動する行こう為い。ただでさえほとんどの高校生にとってそれほど愉ゆ快かいではないその行為が、今朝の五十六にとっては一層憂ゆう鬱うつに感じられた。五十六は右手を涼すず音ねと、左手をレイチェルと組んでいる。二人とも、自分の胸をぐいぐい押しつけてくる。

「五十六さま！　今日もよろしくお願い致いたしますね」

「ええと……」

「五十六。放課後の部活、楽しみですね！」

　両手に花、といえば聞こえはいいが、近所の人間に見られるとかなり恥ずかしい。露ろ骨こつに「なんなんだあれは？」という目で見られている。五十六だって、これが他ひ人と事ごとであったなら「なんなんだあれは？」と思うに違いない。──なんなんだこれは？

　学校の近くで、南な雲ぐも三み木き多た可かに見つかった。

「五十六。お前、どうなってるんだ。これが『モテ期』か。漫まん画がの話かと思ってた」

　──これが普通のモテ期だったなら、どんなに嬉うれしかったことだろう。

　これはモテ期ではない。ほとんど痴ち女じよ期だ。さらに正確に言うならばこれは「スパイ期」なのだ。「スパイ期」──「スパイの季節」と言い換かえると、海外のハードボイルドっぽくなる。嫌な季節だ。裏切りとか暗殺がありそうだ。




「……また留学生だ。今度はイギリスだそうだ。先生も、ちょっとわけがわからんが、まあみんなには上う手まく対応してほしいと思う。というわけで、自己紹しよう介かいを簡単に」

　担任の教師、辻つじ信のぶ孝たかがそこはかとなく疲つかれた口調で言った。

「レイチェル・マコーマックです。飯いい田だ五十六さまと結ばれるために日本にやってきました」

　それを聞いて、クラスにいるほとんどの生徒が男女の区別なく「ぶふぅ！」とふきだした。

「……なんでそういうことをみんなの前で言うかね」

　辻信孝はどうでもよさそうに言った。きっと彼なりに、このクラスの担任教師として、次々と留学生が送り込まれてくる状じよう況きようを不ふ審しんに思っているに違ちがいない。でも、きっと上から理り不ふ尽じんな命令を受けている。文部科学省あたりから直接「あの外国人留学生の少女たちには好きにやらせるように」とかなんとか。現場の疑問と上からの無茶な命令が組み合わさって、結果的に辻信孝を無気力に追いやっている。

　そして五十六は、花か蓮れんに睨にらまれている気がする。僕は何もしていないのに、と思う。




　留学生、レイチェルの席が決まった。五十六の、左ひだり隣どなりの席だ。先週まで、左隣には小こ松まつ崎ざきという男子生徒がいたのだが、彼が急に「黒板が見えにくいので前の席にしてください！」と言い出して、そこにレイチェルがかわりに落ち着いた。五十六は、前日に小松崎はレイチェルから「ワイロ的な何か」を受け取ったのではないかと疑っている。

　目が悪いイーチンは一番前の席。ターニャは窓まど際ぎわ。涼音は五十六の右隣。五十六は、オセロで違う色に挟はさまれてこれからひっくり返る哀あわれな石みたいだ。

　休み時間に、三木多可によって五十六は廊ろう下かに連れ出された。花蓮までついてきて、二人に問い詰つめられるような形になる。

「ちょっと前から、お前の周囲は妙みようなことになってた。だが、本当に困ったことになったらきっと相談してくるだろうと思って、あえて放ほうっておいたんだ」

　五十六は驚いた。暴力と危険にしか興味がなさそうな三木多可が、そんなふうに考えていたなんて。

「そろそろ限界だ。あのレイチェルってのは何者だ？　いや、何者なのかわからないのはキャスリン・涼音やタチアナさん、イーチンさんも同じだ。彼女たちは普ふ通つうじゃない。今、五十六に何が起きている？　どうなってる？」

「…………」

　親友が本気で心配してくれている。それなのに、本当のことは何一つ話せないのがもどかしかった。悩なやんだ末に五十六は、「偶ぐう然ぜん」「モテ期」と言い張って通すことにした。国際的な諜ちよう報ほう戦に、三木多可を巻き込むわけにはいかない。三木多可はまったく納なつ得とくしていなかったが、五十六が一ひと筋すじ縄なわではいかない秘密を抱かかえているのは伝わったようだ。

　花蓮は、腕うでを組んで仁に王おうのように怒おこっている。

「いいんですよ、私は。五十六くんは自由に生きればいいんです」

　花蓮の言葉にはいちいち棘とげがあった。

「でも、学校での乱らん痴ち気き騒さわぎというのは感心できません。私はクラス委員長ですし」

「頑がん張ばれツンツン委員長」と大おお真ま面じ目めな顔で三木多可。

「ツンツン委員長、定着してませんから。ってまあ、それはさておき……」花蓮はずい、と五十六に詰め寄った。「いいですか五十六くん。学生は、学校では学生らしく振ふる舞まう。それだけでいいんです。わかりますか？　約束していただけますか？」

「はい」と五十六は素す直なおにうなずいた。

　しかし本当は、約束はできないな、と思っている。五十六がどんなに真面目に学生生活を送ろうとしても、プロのスパイ少女たちはそれを放っておいてくれるほど甘くない。




　昼休み。五十六たちは一階学内売店の近くにある食堂まで移動した。五十六の周囲は賑にぎやかなので、教室で食べていると他のクラスメイトの迷めい惑わくになってしまうからだ。涼音にターニャにイーチンに、花蓮に三木多可に、今日からレイチェルもくわわった。五十六も含ふくめて合計七人である。七人。映画にしやすそうないい数ではないか。この七人であればたぶん、困こん窮きゆうした村を野武士の集団から守ることができそうだ。

「五十六さまあ。あなたのために、お食事を用意してきました！」

　レイチェルがそう言うと、どこからか突とつ然ぜん知らないおじさんがやってきて、食事の用意を始めた。知らないおじさんは手際よくテーブルクロスをしいて、人数分の食器を用意している。おじさんは黒のスーツ姿。ファッションに疎うとい五十六でも、一発でブランドものの高級品だとわかる。たぶんアルマーニ。ユニオンジャックを模したカフスボタンからシルクのネクタイまで、微わずかな隙すきもなく決まっている。

　涼音たちは「誰だれあの人？」という顔をしている。五十六だって同じ気持ちだ。

　スーツのおじさんが用意したのは、いわゆるアフタヌーン・ティーのセットだった。皿に盛った軽食や菓か子しが、三段重ねのティースタンドに美しく並べられている。濃のう厚こうなクロテッドクリームの香かおりが周囲に漂ただよう。

「イギリス式のティー──ランチをごちそういたしますわ」

「あの」と、五十六はスーツのおじさんに目をやり、「この人は？」

「執しつ事じです。名前はありません」とレイチェル。

「名前がないわけないじゃん！」思わず大声をあげる五十六。

　すると逆にレイチェルが驚いたような顔して、

「細かいことを気にしてはいけません」

「そうかなあ……」五十六はどこか釈しやく然ぜんとしなかった。

　知らないおじさんはかなりの長身。年上なのは間違いないが、三〇代なのか四〇代なのかよくわからない──年ねん齢れい不ふ詳しようの雰ふん囲い気きの持ち主。栗くり色いろの髪かみをした、たぶんイギリス人。たしかに執事といわれればそれらしい上品な身のこなしだ。顔が縦に長くて、あごがやや尖とがっている。しなやかな筋肉のついた手足。油断のない目つき。ただものではない。

　スーツのおじさん──レイチェルの執事は、慣れた手つきで紅茶をカップに注ついでいった。

「五十六さまの『ご友人』のみなさまもどうぞ」

　レイチェルの挑ちよう発はつ的な口調。

「『ご友人』ではなく恋こい人びとです」きっぱりと言い放つ涼音。

「恋人じゃないです」やはりきっぱりと否定する五十六。

「せ、セックスフレンドでもいいです」泣きそうな顔で涼音。

「ダメです！　下品だな！」とうとう五十六はちょっと怒った。

「せせせ、せっくす!?」と、イーチンが頬ほおを真っ赤にして慌あわてふためく。

「そこは引っ張らなくていいから！」と五十六。

　とにかく、腹は減っている。美う味まそうなのは間違いない。そういえば五十六は、今日は弁当を作ってくるのをすっかり忘れていた。涼音、ターニャ、イーチンはいつも売店でパンを買っているが、今日はその必要はなさそうだ。三木多可と花蓮はちゃんと弁当持参。それでも三木多可は大食なので、自分の弁当は食べたうえで、さらにレイチェルのアフタヌーン・ティーにも手を伸のばした。

　サンドイッチはおよそ三種類。ローストビーフとホースラディッシュ。アボカドと生ハム、新しん鮮せんなレタス。チーズとトマトを平たく切ったバゲットで挟んだもの。どれも丁てい寧ねいに作られていて、爽さわやかな味。

　他ほかに、上下に割ったスコーンに、クロテッドクリームとイチゴジャムを塗ぬって食べる。デザートに小さなマロンケーキやティラミスまで用意してある。

「このサンドイッチを作ったのは？」

　なんとなく答えは予想がついていたが、一応五十六は訊たずねた。

「私です！」レイチェルが今までで一番の笑え顔がおで、予想通りの答えを口にした。

「すごく美お味いしいです」五十六も笑顔で言った。レイチェルの強ごう引いんさには困こん惑わくするものの、美味しいものに罪はない。このアフタヌーン・ティーは、間違いなく善意から生まれたものだ。人間の舌は本来敏びん感かんなものだから、感覚さえ鈍にぶっていなければ、悪意が混入していればすぐに気づく。

「ありがとうございます！　練習したかいがありました」

「練習したんだ」

「料理できないと、五十六さまと一いつ緒しよに暮らし始めてから困ると考えたので」

　ここで五十六は気づく。レイチェルの執事が消えている。──忍にん者じやかよ!?　それはまあいいや。話を続ける。

「僕とレイチェルが……その、愛しあうのはさ……決定事じ項こうなの？」

「はい」レイチェルはなんの迷いもなく、力強くうなずく。その迷いのなさに、鬼気せまるものが滲にじむ。「命を助けられたあのときから、そういう運命だったんです」

「運命か……」

　レイチェルがあまりに「運命」という単語を多用するので、五十六は昨晩思わず広こう辞じ苑えんで改めて意味を調べてしまった。普段なんとなく意味を理解したつもりで使っていても、ちゃんと調べると意外な意味があったりするものだ。広辞苑には、こんなことが書いてあった。『人間の意志にかかわりなく、身の上にめぐって来る吉きつ凶きよう禍か福ふく。それをもたらす人間の力を超こえた作用。人生は天の命によって支配されているという思想に基もとづく』

　人間の力を超えた作用。

　人生は天の命によって支配されている。

「私がベランダから落ちる」

　レイチェルは言う。他に誰もいないかのように、まっすぐ五十六だけを見み据すえている。

「それを、あなたが助けてくれる」

　五十六は、レイチェルの口から特とく殊しゆ能力やスパイの話が出てこないかとヒヤヒヤした。ここには花蓮や三木多可もいるのだ。二人は、五十六がレイチェルの命を助けたことがあると聞いて目を丸くしている。

「親の仕事の都合で日本を離はなれないといけなくなった。でも、こうして再会できた……」

　ＳＩＳで働き始めて、レイチェルは再び五十六の名前を耳にする。

「これが運命ではなくてなんなんでしょう？」




　レイチェルの言動は少なからず五十六を動どう揺ようさせていた。

　──たしかに、他のスパイ少女たちとは違う。ずっと前に出会っていた。そのことを、思い出しつつある。なにしろ子供のころのことなので、曖あい昧まいな部分は多いが……。それでも、五十六がベランダから落ちた外国人の少女を助けたことと、その少女と結けつ婚こんの約束──それが、ままごとの延長みたいなものだったとしても──を交かわしたのは、事実だと自分のなかでもはっきりしている。

　そんなことを思い出したら、焦あせってしまう。彼女もスパイかもしれない。が、彼女の言動は演技ではないことがある程度保証されている。しかもレイチェルの恋こい心ごころは、成熟しつつある体に正比例するかのように、子供のころよりもはるかに加速している。

　五十六の周囲に、突とつ如じよ現れた魅み力りよく的な少女たち。

　そのなかでも、レイチェルはなんだか特別な感じ。

　五十六は花蓮のことが好きなはずなのに、その地じ盤ばんが最近液状化している。

　レイチェルは、思いこみが激しくて、時折その言動は激情をはらんでいるようで、一ひと癖くせも二癖もある少女だということは間違いない。だとしても……なんだか放っておけない。危なっかしいレイチェル。彼女が壊こわれてしまう前に、衝しよう動どう的に「ぎゅっ」と抱だきしめたくなる。
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　一日の授業の締しめくくりには、必ずホームルームの時間がある。短い日は五分ほど、長くても一五分もあれば終わる。ホームルームの時間を進めるのは、担任の教師・辻とクラス委員長の花蓮だ。今日は、体育祭の話が出てきた。

　実行委員を決めなければいけない、という。

「どのクラスからも、実行委員を二人出さないといけません」

「四し天てん王のう寺じさんはどうなんですか？」クラスメイトの女子が言った。

「私はクラス委員長なので、その仕事があります。それとは別に、二人必要です。直接生徒会の手伝いをします。……どなたか、立候補はありませんか？」

　残念ながら、立候補はない。

　ここ船橋海え老び川かわ高校の体育祭は「ちっとも盛り上がらない学校行事」として有名だ。イベントとしては来月の文化祭が本命であり、体育祭は「いつもの何倍か長い体育の時間」といった感じ。なぜそんなことになってしまったかといえば、その種目の貧ひん弱じやくさだ。船橋海老川には応おう援えん団もなければ、締めのフォークダンスもない。

　走ったり、綱つな引ひきしたり、それだけ。

　盛り上がらないイベントの実行委員なんて面めん倒どう臭くさいだけだ。だから、立候補する人間なんて一人もいない……誰もがそう思いこんでいたから、彼女が手を挙げていることに気づくまで、奇き妙みような時間がかかった。「視界に入っているはずなのに、見えていない」という、京きよう極ごく夏なつ彦ひこ的な状じよう況きように陥おちいっていたのだ。

「はい！　立候補します！」

　涼音だった。

「あと、五十六もやりたいと言っています！」

　言っていない、と五十六は思う。

「というか、五十六がやらないなら私もやりません！」

　なんなんだそれ、と五十六は思う。

　涼音の立候補と、涼音がついた嘘うそは、大部分のクラスメイトたちに歓かん迎げいされた。誰もやりたくない実行委員が、あっという間に二人とも決まったのだ。それを喜ばないのは、ターニャ、イーチン、花蓮……そしてレイチェルくらいなものだった。反対派が圧あつ倒とう的に少数だったので、本当に実行委員は涼音と五十六で決まってしまった。




　放課後。

　五十六と涼音は危機管理部の部室に向かう。涼音の言葉を借りるなら、危機管理部は彼女の「縄なわ張ばり」であり、他ほかのスパイ少女たちも手が出せない。それに、五十六に迫せまり続けたレイチェルも、今は「残念ながら、用事があります……また明日あした、あるいは今日の深夜、よろしくお願い致いたしますね！」と姿を消していた。──深夜って、ええ？　もしかして忍しのび込んでくるつもりなの!?　涼音にターニャに、これからはレイチェル。最近、寝ね込こみを襲しゆう撃げきされることが多くて本当に困る。

　放課後の廊ろう下かを並んで歩く。窓から空を見ると、雨の前兆のような朧おぼろ雲ぐもが刷は毛けで塗ったように広がり、夕日を浴びてオレンジ色に薄うすく染まっている。廊下の床ゆかには、窓まど枠わくの影かげが鍵けん盤ばん楽器のように規則正しく並んでいる。

　ふと、視線を涼音に移す。

「…………」

　アホなことをしていないときの涼音は本当にきれいだ。ポニーテイルっぽくまとめたストロベリー・ブロンドが、放課後の奇妙に落ち着いた空気にそよいで艶つやめく。どんな宝石よりも澄すみきったコバルトブルーの瞳ひとみ。油断すると、彼女の美しさは心の隙すき間まに滑すべりこんでくる。あまりに美しい少女が近くにいると、五十六は不安になる。まるでヴァーチャルで、どこにもリアリティがない。これから僕の人生はいったいどうなってしまうんだろう──と。そこそこ上う手まくいけば、それでよかったのに。

　彼女が「ふう」と疲つかれた息を吐はいた。レイチェルのことで頭を悩なやませているのだろう。やがて涼音は五十六の視線に気づいて可愛かわいく首を傾かしげる。

「何か顔についてます？」

「いや、別に……」

　何も考えていなかったふうを装よそおう。涼音の好意がハニー・トラップでなかったら、どんなによかったことだろう。花蓮への好意もさすがに揺ゆらいで、涼音と付き合っていたのだろうか。その仮定は、なぜか五十六のプライドを傷つけた。

「変な五十六」

「僕が、きみより変だったことなんて一度もないよ」

「……私、五十六の前で変なことなんてしたことありましたっけ？」

「それ、本気で言ってるの？」




　辺境とされているプレハブの部室に、危機管理部のメンバーが集まっている。そのなかには五十六、涼音、三木多可もいる。

「体育祭が近づいてきた！」

　部長の未み華か子こはずいぶんハイテンションだ。

「危機管理部としては、当然今年も何か仕し掛かけたい」

　そして未華子は、大きな獲え物ものを狙ねらう狩人かりゆうどのような顔つきになる。ギラついている。

　体育祭において、そのプログラムのどこかに危機管理部らしい危機を仕込んでいくのは半ば伝統と言ってもいい。──というかそれは、体育祭に限った話ではなく、大きな学校行事全ぜん般ぱんにおよぶのだが。

　去年の体育祭で「集団長縄なわ跳とび」という競技のさい、危機管理部は有志を募つのって火をつけたロープでそれを行ったという。けが人は出なかったものの、危あやうく廃はい部ぶになるところだったよー、と未華子が前に笑いながら語っていた。

「みんなをびっくりさせたいんだよぅ」未華子は急に駄だ々だっ子このような幼い口調で言った。もちろんわざとやっているのだろう。「大きなイベントでは全校生徒の注目が集まるしさあ。目立つことをして、危機管理部の存在感をアピールしたいのさぁ……！」

「……なんだか、発想がテロリスト的じゃないですか？」

　五十六は思わずつぶやいた。それを聞きつけた未華子はぷんぷんと怒おこって、

「失敬だな！　五十六は！　我々は何も壊したりしないぞ！」

「じゃあ、何をするんですか？」

「なんかこう、爆ばく破はとかいいよね。負けたチームの周囲でドドドンと」

　という未華子の言葉に、危機管理部の部員たちは一いつ斉せいにコケそうになった。他の部員の気持ちを五十六が代表してツッコむ。

「すっごくタチが悪いじゃないですか！　お金もかかりそうだし！」

「俺はすごく面おも白しろそうだと思ったけど」と三木多可。

「三木多可は危険ならなんでもいいんだろ！」

「危険ならなんでもいいって……」三木多可は急に落ちこんだ表情になる。「五十六にそんなふうに思われていたなんてショックだ……」

「自分の普ふ段だんの言動を思い出せよ！　お前、危険が大好きだろ！」

「俺にも好きな危険と嫌きらいな危険があるんだよ！」

「普通は、危険にいいも悪いもないんだよ！」

「お前たち仲がいいなあ」保護者のような笑顔で未華子が言った。

「そもそも部長が変なこと言い出すせいですよ！」

「じゃあ……」涼音が手を挙げた。「ちょっと思いついたんですが……」

　彼女が、自分の思いつきを説明する。五十六は最初、いかにもＣＩＡエージェントっぽいとんでもない発言をするんじゃないかと不安だったが、涼音の口から出てきたのは学校内でギリギリ実現可能であろう具体的な行動だった。

　未華子が喜んで涼音のアイデアを褒ほめる。

「いいね、それ！」

　五十六は全然よくない、と思う。
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　レイチェルは自宅のリビングで紅茶を飲んでいた。イギリス人は本当に、一日のうちに何度もティータイムを楽しむ。レイチェルの場合は最低五回。旧・小松さんの家が純和風だったので、新しい主人の趣しゆ味みに合わせて急速に改装が進んでいる。テーブルも椅い子すも棚たなもすべて新しいものに交こう換かん。絨じゆう毯たんを敷しき、壁かべ紙がみやカーテンも間接照明が合うものに変へん更こうしてある。

　テーブルを挟はさんだレイチェルの正面に、例の執しつ事じが座っていた。

「お疲れ様、レイチェル」

　執事が口を開いた。レイチェルは執事のことを「名前はない」と紹しよう介かいしたが、本当にそうなわけがない。──とはいえ、レイチェルも彼の本名は知らない。知っているのは〈ナイジェル卿きよう〉という暗号名だけだ。その暗号名は、コナン・ドイルの小説がもとになっている。ホームズシリーズだけではない。彼は、歴史冒ぼう険けん小説を書いても最高の作家だった。

「疲れてはいませんわ」とレイチェルは余よ裕ゆうの笑えみで答える。「ずっと慕したっていた五十六さまにようやく再会できたのです……とても充じゆう実じつしております」

「ＳＩＳとしては、きみがエージェントだという事実も忘れてほしくはないんだがね」

「もちろんです。五十六さまと私が結ばれることが、イギリスの国益にもつながればいいんでしょう？　問題ありません。やってみせますよ。……それにしても、私の上司であるはずのあなたが執事とか、この作戦は奇妙なことばかりですね」

「まったく面めん倒どうくさい」

「楽しんでいるように見えましたよ？」

「楽しんでいたわけではないさ。あそこまで目立つのは、エージェントとしてはかなりのリスクだ。それでも、世界の運命を握にぎる少年と、彼を取り巻く各国情報機関のスーパーエースたちを直接目で見るいい機会だった」

　ところで、と〈ナイジェル卿〉は話題を変える。

「久しぶりの再会はどうだったかな？　彼の印象は変わった？」

「最高でした……」レイチェルはうっとりとした口調で言った。「記き憶おくのなかにいる五十六さまよりも、はるかに素す敵てきになっていらして……」

「そんなに美男子とは思えなかったが」と〈ナイジェル卿〉。

「一いつ般ぱん的には、たしかに優すぐれた容姿ではないかもしれません。でも、そんなことは問題ではない……彼は、他人のためなら危機を恐おそれない。受け取ることは遠えん慮りよして、与あたえることは惜おしまない。とても優やさしくて、頭のいい人」

「学歴はきみのほうが圧倒的に上でしょう」

　レイチェルはすでに飛び級で大学まで卒業している。

「あなたには理解し難がたい知の基準が、この世界にはあるんですよ」

「そういうものかねえ」







　第五章　ロング・キス・グッドアフタヌーン
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　実行委員が決まって、ほんの一〇日ちょっとで体育祭だというのだから急な話だ。その事実からも、学校としてもそれほど力を入れていないことがわかる。一一月になったらすぐに文化祭の準備が始まって、一二月にようやく開かい催さいされるのとは対照的だ。

　ホームステイで同じ家で暮らしている涼すず音ね、隣となりの家で暮らし始めたレイチェル。窓からターニャが忍しのび込んでくるし、五い十そ六ろくがＰＳ３やＸＢＯＸ３６０をプレイしていると、ちょっと前にフレンド登録しておいたイーチンからメールがくる。涼音やレイチェルが夜や襲しゆうをかけてくると、妹の五い十す鈴ずが怒って五十六をガードする。

　──はっきり言って、すごく疲つかれる日々だ。飯いい田だ五十六は静かに暮らしたい。

　五十六が好きな作家の一人。カート・ヴォネガット。彼の傑けつ作さく『スラップスティック』の一節を思い出す。早はや川かわ書しよ房ぼう。浅あさ倉くら久ひさ志し翻ほん訳やく。

『世間の常識から見て、相思相愛の仲だと思われている人たちに──あなたがたがもし諍いさかいを起こしたときは、おたがいにこういってほしい。「どうか──愛をちょっぴり少なめに、ありふれた親切をちょっぴり多めに」』

　今、一番レイチェルに届けたい言葉だ。

『なぜなら、人間にはありったけの身内が必要だからだ──必ずしも愛でなくていい、ごくありふれた親切の贈おくり手や受け手が』




　朝、五十六はプラスティックの箒ほうきとちり取りを持って玄げん関かんでサンダルを履はいていた。登校する前に、庭に散らばっているビーズを掃そう除じしておこうと思ったからだ。レイチェルは、隣の家の窓からビーズを投げて五十六に合図してくる。そのビーズが、飯田家の狭せまい庭に散らばっている。家族は朝の準備で忙いそがしく、涼音はちょうど制服に着き替がえたり軽くメイクしたりしているころだろうか。──今のうちに、一人でやっておきたい。この掃除を、他人にやらせるわけにはいかない。

　そうして五十六が玄関から外に出ると、ばったり制服姿のレイチェルに出くわした。人差し指を伸のばしたまま、驚おどろき顔で硬こう直ちよくしてしまう。彼女は、玄関の前で呼び鈴りんを押すかどうか悩なやんでいたらしい。

「お、おはよう、レイチェルさん」

「おはようございます、五十六さま……びっくりしました」

「ちょうど出るところだったんだけど……」

　見れば、レイチェルもコンパクトな箒とちり取りを持ってきていた。

「私が散らかしたものを、掃除させていただこうかと思いまして……」

「奇き遇ぐうだなあ。僕も、今から掃除しようかと」

「すごい！　これこそまさに運命ですわ素晴らしいですわ！」レイチェルの顔がぱっと明るくなった。しかしその表情は瞬しゆん時じに翳かげる。「でも……私が投げたビーズですから、私一人で掃除するべきでは？」

「その心がけだけで十分です。一いつ緒しよにやりませんか？」

「はい！　喜んで！」

　家の側面にあたる細い通路を抜ぬけて、五十六とレイチェルは飯田家の狭い庭に出た。背の低い気が何本か生えていて、申し訳程度に小さな花か壇だんが置いてある、殺風景な庭だ。雑草がそれほど多くないのが救いだった。草と草の隙すき間まで、レイチェルのビーズが朝の光を浴びて、白はく露ろのように輝かがやいている。

「じゃあ、始めましょうか」

「はい！」

　朝の掃除は気持ちがいい。さらに、ちり取りにビーズが入ると小気味よい乾かわいた音が鳴る。ちょっと愉ゆ快かいな気分になってきて、レイチェルが小声で歌いだした。最初は鼻歌かと思ったが、歌詞がある。英語の歌かと思ったが、日本語だ。耳をすませば、彼女の歌の内容はこんなものだった。

「……五十六さまは私のもの、五十六さまは私のもの、五十六さまは私のもの♪　私は五十六さまのもの、私は五十六さまのもの、私は五十六さまのもの♪　五十六さまは私のもの、五十六さまは私のもの、五十六さまは私のもの♪　私は五十六さまのもの、私は五十六さまのもの、私は五十六さまのもの♪」

　……耳をすまさなければよかった。五十六はちょっと怖こわくなった。

「あー！」

　頭上から声がした。五十六の部屋の窓から、制服に着替えた涼音が身を乗り出している。

「まったく油断も隙すきもない！」

　と、信じられないことに涼音はそのまま飛び降りてきた。ひらりとミニスカートを翻ひるがえして、猫ねこのように軽かろやかに着地する。でも、靴くつ下しただ。

　涼音は「うーっ！」「ふーっ！」とやはり猫のようなうなり声をあげてレイチェルを威い嚇かくしたあと、玄関まで戻もどって大急ぎで靴を履いてきた。

「五十六！　箒貸して！　私がやります！」

「あ、はい……」

　他人にやらせるつもりはなかったのに、涼音がたいそうな見幕だったのでつい言われるがままに掃除用具を渡わたしてしまった。──その結果、庭の掃除をする涼音とレイチェル。それをぼんやり眺ながめる五十六という、間ま抜ぬけな構図ができあがってしまう。

「……ちょっとはあなたの情報が集まってきました」

　箒を動かしながら、涼音が言った。

「……レイチェル・マコーマック。イギリス、ＳＩＳのスーパーエース。『００ダブルオーナンバー』で呼ばれていた、ある伝説のスパイの孫まご娘むすめ。純金の部品を多用した特とく殊しゆ銃じゆうを愛用。人呼んで、『黄金銃を持つ少女』」

　それを聞いて驚いたのは五十六だ。

「ちょっと待って。『ダブルオー・ナンバー』って『ゼロゼロなんとか』みたいなヤツだよね。映画や小説の話じゃないの？」

「実在しますよ」しれっとした口調で涼音が言った。「情報戦の世界では、『あえて隠かくさない』というやり方もあるんです。逆に、どんどん機密をメジャーにしていく。そうすると、仮に『ダブルオー・ナンバー』の存在が露ろ見けんしても、誰だれも本気にしない。『あれは映画のなかの話でしょ』ということになる」

「そういうことです」とレイチェル。「どうでもいい情報はどんどんフィクションに提供していく。しかし、本当に大事なことは秘密のままにしておく。──英国式。ＳＩＳがもっとも得意とする手法です」

　なるほど、そういうものかもしれない。もしも今の日本にいきなり巨きよ大だい怪かい獣じゆうが現れたら、誰もがそのリアリティの基準として『ゴジラ』や『ガメラ』を採用するだろう。情報はある段階を超こえると順序が逆転する。

「……祖父は生きている伝説だった」

　そう言ったレイチェルの長い睫まつ毛げが微かすかな憂うれいを帯びた。唇くちびるだけが微び笑しようの形になっている。

「あなたが以前、『サラブレッド同士』と言った理由がわかりました」

　涼音が無表情で言う。まだ涼音との付き合いは短いが、五十六は知っている。プロのエージェントが無表情になるのは、攻こう撃げき的になっているときだ。涼音は続ける。

「私もあなたも情報機関の家系に生まれた。でも、歩んだ道はまったく違ちがう。ジョン・ル・カレふうにいえば、あなたの祖父は典型的な冷戦孤こ児じ。あなたも、任務に失敗して行方ゆくえ不明になっていた時期がある。武器密輸組織に潜せん入にゆうし、失敗し、監かん禁きんされた。ほんの数時間で特とく殊しゆ部隊ＳＡＳに救出されたから現場には復帰できたものの、その汚お名めいを返上するためにも、あなたは五十六を手に入れねばならない」

「あなたが言うと、ずいぶん単純な話になってしまうのね」

　レイチェルは唇を笑みの形にしていたが、目はまったく笑っていなかった。そのせいか、笑みからいつもの余よ裕ゆうを感じることもなかった。

「すべては運命よ」とレイチェル。

「運命は誰の味方もしない」と涼音。

　──嫌いやな空気だ。（厄やつ介かいな実行委員になってしまった）体育祭だけでも何事もなく終わらせたいところだが、なんとなくそれは無理そうだ、と五十六は予感する。
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　あっという間に体育祭が近づいてくる。何度も言うように盛り上がらないイベントなので、学校全体が浮うわついた雰ふん囲い気きになることもなく、むしろ受験を控ひかえた三年生の進学組には「面めん倒どうくさいなあ」という空気が濃のう厚こうに漂ただよっている。そのわりには実行委員の仕事はそれなりに多く、五十六と涼音は忙しい日々を送ることになった。実行委員ではないが、クラス委員長である花か蓮れんはあるとあらゆる学校行事においてクラスと生徒会とをつなぐパイプ役を務めねばならず、やはり忙しかった。忙しい日々は光のように過ぎ去り、振ふり返ったときだけとても長く感じる。──これはあくまで五十六の話であり、真逆に感じる人もいる。




　体育祭前日の土曜日になった。いつもは休日だが、五十六は書店でのアルバイトを終えたあと、家で制服に着替えて学校に足を運んだ。教室には花蓮がいて「今日はよろしくね、五十六くん！」と笑え顔がおで挨あい拶さつしてくる。

　今日は、実行委員は休日登校で体育祭の準備をしなければいけない。本当は涼音もいるべきなのだが、彼女は別の用事で体育館にいる。チアリーディング部に呼ばれたのだ。応おう援えん団もないし、応援合戦もやっていない体育祭だが、チア部のパフォーマンスは毎年やっている。船橋海え老び川かわ高校のチア部は、有名な大会でも入賞するような強きよう豪ごうだ。

　涼音が「本場」でチアリーダーをやっていたことがチア部の耳に入って、今年は「特別ゲストとして、ぜひ部に協力してほしい！」という申し出があった。なるほどたしかに、涼音は容姿に優すぐれていてスタイルも抜ばつ群ぐん。ただでさえ日本人のなかで天然のストロベリー・ブロンドと青い瞳ひとみは目立つし、観客の目をひくのは間違いない。

　最初は嫌がっていた涼音だったが、五十六が「体育祭でチアリーダーの涼音が活かつ躍やくするところ、ちょっと見たいな」と言ったら、それで態度を一変した。「最高のパフォーマンスをお見せします！」と力強く宣言して、体育館に走っていった。

　チアリーディングの練習に参加して実行委員ができない涼音のかわりに、花蓮が手伝ってくれることになったのだ。──ちなみに、このことはターニャやイーチンには話していない。涼音も、五十六が一人でやっていると思っているはずだ。五十六は、花蓮と二人きりになりたかった。ここしばらく、彼女とゆっくり話す機会がほとんどなかった。

　二人で、とにかく「花」を作らねばならない。「お花紙」を折って作る、入場門や得点板を飾かざりつける、紙の花だ。紅白のお花紙が、およそ三〇〇枚ずつ用意されている。それが、五十六と花蓮のノルマだった。

　まず、お花紙を五枚一組にする。五枚重ねて、小さな幅はば（一から二センチくらい）で蛇じや腹ばら状に折る。中心をホチキスでしっかり固定し、両りよう端たんをギザギザに切る。あとは折り目を一枚ずつ広げて花弁にすれば完成だ。お花紙が紅白合計六〇〇枚なので、紙の花が一二〇個できる計算だ。二人なら、一時間もかからない。

　──この一時間が、五十六にとって長かった。

「かわいい女の子に迫せまられて、最近しあわせそうですね、五十六くん」

　と、花蓮がちょっとだけ皮肉っぽく（しかし、あくまで笑顔で）言ってきたからだ。

「僕は、自分や家族が健康で、夜にゆっくり読書ができればそれなりに毎日が幸せなので……」五十六は答える。ごまかしているわけではなく、本気でそう思う。「周囲に女の子がいくら増えようが、幸福感とは特に関係ありません」

「そりゃ五十六くんはそうかもしれないけど……」

　と、ちょっとすねたような口をする花蓮。話しながら、二人ともちゃんと手も動かしている。紙の花が着実に増えていく。

　五十六は、ちょっと前のマラソンの授業を思い出した。花蓮がケガをして、五十六が肩かたを貸して保健室まで運んだのだ。花蓮の体の柔やわらかさに緊きん張ちようして、心臓が破は裂れつしそうだった。そして、あのとき交かわした会話は意味深だった。

『ごめんなさい、こんなところ人に見られたら、四し天てん王のう寺じさんに迷めい惑わくかけちゃいますね』

『……迷惑じゃないよ』

　外が暗くなってきた。日が暮れてきた……せいではない。いつの間にか、季節はずれの分厚い雲が空に広がっている。小雨がぱらついたかと思ったら、たちまち本降りになった。篠しの突つく雨に校舎がずぶ濡ぬれになる。横降りの雨が窓にあたって、熱ねつ烈れつな拍はく手しゆのような音が教室内まで鳴り響ひびく。

「明日あしたは大だい丈じよう夫ぶかな」窓から外を見て、花蓮は不安そうに瞳を曇くもらせた。

「グラウンドの状態が心配ですね」と五十六。

「中止になったら、花が無む駄だになっちゃうね」

　花蓮が苦笑して言った。船橋海老川高校の体育祭は、延期ではなく、中止になる。これもまたいまいち盛り上がらない理由の一つとなっている。

「でも、作っちゃいましたしね」

「折り畳たたみ傘がさ、持ってる？」

「すみません……」

「いや、五十六くんが謝るようなことじゃないよ……！」

「しばらく、時間がかかりそうですね……」

「だねぇ」

　紙の花は作り終わった。しかし、この雨ではもう動きはとれない。折り畳み傘の話題を最後に、なんとなく会話も途と切ぎれてしまった。五十六は普ふ段だんから文庫本を何冊か持ち歩いているので、時間はいくらでも潰つぶせるが、目の前に花蓮がいるからそうもいかない。雨はいつ止やむのだろう。学校にいて外で雨が降っていると、なんでちょっとわくわくするのだろう。高こう揚よう感かん、花蓮への焦しよう燥そう感かん、恋れん愛あいに関する微かな罪悪感──。様々な感情が複雑に絡からみ合いながら、たまに彼女と視線が合うと体に電流が走る。

「あ、そうだ」

　思いついて、五十六は自分のポケットを探さぐった。

「四天王寺さん、なにか暇ひまつぶしの道具持ってます？」

「それが、何もなくて……教科書くらいしか」

「音楽でもどうですか？」

　五十六は、ポケットから自分のｉＰｏｄを取り出した。それを見た花蓮の口元で、微笑がゆらめく。「はい、もちろん」とうなずいた彼女に、ｉＰｏｄを手て渡わたす。なかには、それほど変な曲は入っていないはずだ。なかに入っているのは五〇〇曲くらい。邦ほう楽がくと洋楽が半々。でも、とここで花蓮は小首を傾かしげる。

「五十六くんは？」

「僕はいいですよ」

「一いつ緒しよに聞こうよ」

「でも、イヤホンしかなくて」

　スピーカーがあればよかったんだけど。

「じゃあ、半分ずつ」

　花蓮はイヤホンの左側を自分の耳にはめて、もう片方を五十六に向かって差し出した。これから何が起きるのかを理解して、五十六は戸と惑まどう。指先が震ふるえだしそうだ。あんまりためらうのも逆に失礼かと思って、なるべく平静を装よそおってイヤホンの片方を受け取る。自然と距きよ離りが縮まった。外は雨。他に誰もいない教室で体を寄せあって、互たがいに頬ほおを紅潮させて、一個のイヤホンを分けあって、ｉＰｏｄの再生ボタンを押す。ランダム曲順に設定してあるｉＰｏｄから流れだしたのは、オアシスの『FALLING DOWN』だった。今、このタイミングに、これ以上相応ふさわしい曲はないように思われた。ちょっと背せ伸のびをしてでも、かっこよさげな洋楽を入れておいてよかった。




　本当の意味での幸福な時間が流れて、しかしこういう時間ほど長くは続かなくて、一〇分ほどしてから騒さわがしい足音が近づいてきた。五十六と花蓮は慌あわててイヤホンを外す。教室に飛び込んできたのは、案の定涼音だった。

「五十六ぅ！　傘持ってるぅ!?」
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　驚おどろくべきことに、チアガール衣い装しようだ。

　──ええ、その格好でここまで歩いてきたの？

　おへそが見える、胸の形もはっきり浮うき出るハーフトップ。白と青のメタリックなカラー。上と同じ色の超ちようミニスカート。カラーリングのせいだろう、まるでレースクイーンみたいだ、と五十六は思う。これが、船橋海老川高校チアリーディング部の衣装だ。

　五十六と花蓮が教室で二人きりだったことに気づいて、露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんになる涼音。そんな彼女をなだめているうちに、激しく降ったこと自体が何かの間違いだったかのように雨が止む。
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　実行委員は朝の七時には集まって、入場門や観客席を設営する。最初はまだ地面がぬかるんでいたが、もうすぐ一一月とは思えない強い日差しが、たちまち雨に濡れたグラウンドを乾かわかした。なかなか乾かないひどい水たまりには、みんなで別の場所から土や砂を運んできて埋うめた。入場行進に開会式。どんな学校行事でも似たような話をする校長先生が、去年とどこが違ちがうのかよくわからない開会の挨あい拶さつをして──体育祭が始まる。

　グラウンドを遠く囲むように、全校生徒ぶんのパイプ椅い子すが並べられているのが、屋外待機席だ。さらに少し離はなれた場所に、保護者・一いつ般ぱん観覧者用のレジャーシートが敷しかれたスペースがある。「学校の近所に住んでいる」ことが条件で、この体育祭は一般にも開放されているのだ。船橋海老川高校は、三学年で生徒数四五〇人。それが紅組と白組に分かれて勝敗を争う。生徒の屋外待機席は、大きく二つに分けられているだけで、あとは行き来自由だ。そうなると、自然と五十六の周囲にスパイの少女たちが集まる。

　船橋海老川高校の女子体操着は、下がぴっちりとした白いスパッツ。上は黒のプラクティスシャツ。どちらも体のラインがはっきりと出るデザインだ。涼音、ターニャ、イーチン──五十六は、彼女たちの体操着姿を見るのは初めてではないが、いつまでたっても「慣れる」というものでもない。相変わらず涼音のセクシーさはグラビアアイドル顔負けで、ターニャの腰こしの高さはモデル並みで、イーチンの爆ばく乳にゆうは犯罪的だ。

　そこへ──。

「あにきの近くに集まるな！　動きにくそうだろ！」

　五十鈴もやってくる。

　五十鈴は水泳部で体を鍛きたえていて、引き締しまっている。でも、おしりは大きめで、本人はそれをちょっと気にしている。

「そこ、五十六くんを中心に騒がしい！」

　さらに、長い黒くろ髪かみを風になびかせつつ、花蓮もやってくる。彼女も船橋海老川高校の変わった体操着がよく似合う。腰のくびれかたが日本人離ばなれしている。

　忘れてはいけない──レイチェルもいる。

　そういえば、彼女の体操着姿は初めてだ。「なんでこんなにかわいい女の子が僕に好意を抱いだいてくれているんだろう？」と、不思議になるくらい素晴らしい体操着姿だった。惜おしげもなくさらしたボディラインには一いつ切さいの無駄がなく、それでいて胸やおしりには官能的なボリューム感がある。

　そしてレイチェルの傍かたわらには、例の執しつ事じのおじさんが──レイチェルによれば「名前はない」らしいが──彼女の影かげのように付き従っている。日ひ傘がさを恭うやうやしく捧ささげ持って、レイチェルを日差しから守るという役目があるのだ。

「やっぱ、最近の五十六の周囲はあたまおかしいな」

　女の子に囲まれた五十六を見て、三み木き多た可かが言った。膨ふくらんだ筋肉のせいで、彼の体操着がはちきれそうになっている。三木多可は続けて言う。

「ボンクラの白昼夢みたいな光景になってるぞ」

「好きでやってるんじゃないんだってば」

「よう、五十六くん！」

　書店員の坂さか田た征せい四し郎ろうも、一般観覧者として体育祭にやってきていた。しかしあくまで一般観覧者は一般観覧者。彼は、生徒の屋外待機席に入ってきてはいけないはずだが、誰だれも細かいことは気にしていない。そもそも征四郎は、こういう場所だと体育教師にしか見えない。大おお柄がらで筋肉質で、しかもジャージ姿だからだ。

「去年までなら高校生の体育祭なんて興味はなかったけど、今年は何かありそうだからね」

「それは陰いん謀ぼう的な意味で？」答えはわかっていたが、一応五十六は訊きいた。

「そう、もちろん陰謀的な意味で」

　五十六は思わず首をひねった──なぜ、まわりに美少女かクレイジー気味なマッチョばかりが集まるのか？　「類は友を呼ぶ」というが、五十六は美少女でもマッチョでもない。少なくともクレイジーではない。




　体育祭が始まって、前半しばらくは短・中ちゆう距きよ離りの競争が続く地味なプログラムだ。だれた雰ふん囲い気き、というほどではないが、大興奮ということもない。──が、騎き馬ば戦せんと綱つな引ひきでようやくちょっとだけ盛り上がる。五十六としては、体操着のグラマラスな女の子たちに囲まれていると他の男子から浴びせられる視線が痛いので（ここ最近はいつもそんな感じだが、こういうイベントのときは特にひどい）、とにかく早く体育祭が終わってほしい。

「じゃあ、いってきますね！　五十六！　私を見ていて！」

　と、涼音が屋外待機席から離れていく。

　午前の部を締めくくるのは、チアリーディング部の特別パフォーマンスだった。もしかしたら、これだけを見物するために一般観覧者も多いのかもしれない。グラウンド全体に、期待感が膨らむのが五十六にもわかった。

『次は、船橋海老川高校チアリーディング部「ティンクル・バニーズ」による団体演技です』

　と、放送席からアナウンスがあった。

　チアリーディング部──ティンクル・バニーズが元気よく笑え顔がおで入場してくる。健康的な少女ばかり二〇人が、全員例のコスチューム──レースクイーンみたいなメタリックなハーフトップと超ミニスカート──で体を包んでいる光景はかなりの迫はく力りよくだ。

　もちろん、そこには涼音も交ざっていた。まるで、何年も前から部の練習に参加していたかのように馴な染じんでいる。五十六に対して積極的すぎるアタックをする涼音は、早くも校内で「変な人」として認にん知ちされつつあるが、明るい笑顔のおかげか他の友だちとのコミュニケーションに問題はないようだ。

　今日のティンクル・バニーズは、テープを帯状にしたポンポンを使わない。派手なスタンツ──組体操的な大おお技わざなど──を行う際に、邪じや魔まになるからだ。

「Let's go! Tinkle Bunnys!」

　という元気のいい声を合図に、学校のスピーカーからロック系の音楽が流れ、部員たちはグラウンドの中心でパフォーマンスを開始する。

　ティンクル・バニーズは、いきなり「ピラミッド」を作った。一層目の部員の肩かたに二層目の部員が乗り、二層目の肩にさらに三層目の部員が乗る。全員直立するので、かなりの高さになる難易度の高い組体操だ。三層目の人間は、膝ひざや背筋を伸のばし、しかも満面の笑みを浮かべていないといけない。チアリーディング競技では、表情も採点の基準に含ふくまれているらしい。

　そして、涼音は一番目立つが危険も多い三層目にいた。涼音は身軽で、上に立っても姿勢がよく、笑顔も完かん璧ぺきで、素人しろうと目めには非の打ち所がなかった。

　ピラミッドは、上に立つだけでなく、崩くずし方が難しい。三層目の人間は、正面を向いたまま後ろに向かって落ちる。それを、他の部員が受け止める。落ちる人間は、怯おびえてはいけない。受け止めてくれる仲間を全面的に信しん頼らいしないといけない。涼音はすべてをなんの問題もなくやり遂とげた。

　ピラミッド成功のあと、二人の部員が七メートルはある横断幕を走って広げた。そこには『ティンクル・バニーズ』の名前とシンボルマークが大きく書かれている。

　シャープなダンス、息のあったチア・サイドライン。そして、タンブリングと呼ばれる床ゆか運動。助走からバック転、さらに宙返り。よくトレーニングを積んだ少女たちの身体能力には、目をみはるものがあった。

　激しい運動に合わせて、涼音の髪の毛や胸が激しく揺ゆれる。肌はだには丸々とした汗あせの玉が浮かんでいる。

「…………」

　五十六を騙だますためにアメリカからやってきた少女。正体がばれても、五十六のことを好きだと言い続けている少女。そばにいるよりも、こうしてちょっと離れてみたほうが彼女の魅み力りよくが実感できるような気がする。

　僕が好きな人──四天王寺花蓮。

　子供のころに結けつ婚こんの約束までした少女──レイチェル・マコーマック。

　よくわからない人──キャスリン・涼音・アメミヤ。

　──何をやってるんだろう、僕は。
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　ラストを飾かざるのもピラミッドだ。三層目に、三人が並ぶ。涼音は右側にいて、足をほとんど一八〇度の角度で高くあげている。ミニスカートがめくれあがって黒いアンダースコートがあらわになるが、チアリーディングだと不思議なことにいやらしい感じはしない。
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　午前の部が終しゆう了りようして、昼食になった。

「この体育祭、どう考えてもさっきのチアリーディングが『てっぺん』であろう」と判断してか、明らかに一いつ般ぱん観覧者の数が減った気がする。適当な場所にレジャーシートを敷しいて、紙皿や割り箸ばしを準備する。五十六の両親は「体育祭を観みに行く」と言っていたが、断った。理由は二つ。その一。高校生にもなって親に体育祭を見られるのはかなり恥はずかしい。その二。学校で多数の女の子に囲まれている異常な光景を目もく撃げきされたくない。

　五十六は弁当の類たぐいは持ってこなかった。スパイの少女たちに「私が作ってきますから！」としつこく言われていたからだ。昼休みの五十六はいつもひどいことになっているが、今日はさらにひどい。花蓮に三木多可。涼音、ターニャ、イーチン。そしてレイチェルと征四郎。妹の五十鈴まで！　カオスだ。

「これは近いうちに何か対策を講じないといけない！」と五十六は強く思う。学校に居場所がなくなってしまう。すでに、事情を知らない他ほかの男子から、どんな恨うらみを買っていてもおかしくない。

　ターニャは当然ロシア料理、イーチンは中ちゆう華か料理。それぞれ、ピロシキやエビチリなど、箱に入れて持ち運びやすい料理を選んでいる。レイチェルは、例の執しつ事じにサンドイッチやスイーツ満まん載さいのティースタンドと紅茶を用意させている。

　花蓮は「五十六くんは、他の女の子の料理を食べるのに忙いそがしいでしょうから……」と言いつつも、「ぎゅっ」という音が聞こえてきそうなほどしっかりとしたおにぎりと、スライスレモンつきの鶏とりのから揚あげを用意していた。「……まあ、雨の日にｉＰｏｄでたくさんいい曲を聞かせてくれたお礼です……」言い訳のように彼女は付け加えた。味み噌そ汁しるを魔ま法ほう瓶びんに入れて持ってきてくれたのもありがたかった。

　涼音はといえば──。

「手作りハンバーガーと、特製愛情ドリンクです！」

　ハンバーガーは問題ない。ステーキと間ま違ちがえてしまいそうな分厚いパテ、カリカリのベーコン、アボカド、フレッシュなオニオンを、ふっくらとした香こうばしいパンで挟はさんでいる。美う味まそうだ。問題は、特製愛情ドリンクだ。ラベルも何もついていない黒い小瓶に、正体不明の液体が詰つまっている。

「なにこの……愛情ドリンクって？」五十六は訊たずねた。

「私の愛とＣＩＡの技術が詰まった、栄養満点のドリンクです」

　涼音は、花蓮や三木多可に聞かれないように、五十六の耳に口を近づけてささやいた。

　五十六も小声で、

「そこからＣＩＡの技術を抜ぬくことはできなかったかな……？」

「ビタミン、タウリン、ローヤルゼリーはもちろん、ちょっと公おおやけにはできないような秘密の薬品も入ってます。最さい先せん端たんのやつです」

「怖こわい。これちょっと飲めない」

「実験済みだから大だい丈じよう夫ぶですよ！　ただ、副作用で夜には股こ間かんのあたりが大変なことに……」

「それが狙ねらいじゃないですか！　あと、最近涼音さんちょっと下品ですよ！」

　五十六は「最近」という言葉を使ったが、出会ったときからずっと涼音は「ちょっと下品」なような気もする。──さっきの、チアリーディングで光り輝かがやいていた涼音と、奇き妙みようなドリンクを持って欲情した表情の涼音は、本当に同一人物なのだろうか？

　特製愛情ドリンクはさておき、五十六は、みなが用意してくれたご飯をできる限り腹に詰め込もうとする。どうしても食べきれないぶんは、三木多可や征四郎にも手伝ってもらう。そうすると女の子たちは露ろ骨こつに嫌いやな顔をするのだが、残すのよりはいいはずだ。

「もう無理でぷ……」無理をして食べたせいで、五十六の腹はホースで水を流し込んだようにパンパンに膨ふくらんでいた。

「次、男子四〇〇メートル走だよ」と、ちょっとだけ意地悪そうな顔で、花蓮。

「し、死ぬでぷ……」

　午後の部が始まって、五十六は四〇〇メートル走ったが、あと少しですべて逆流しそうになっただけで、死にはしなかった。




　競技が始まってからも、実行委員には仕事がある。選手の誘ゆう導どうだったり、放送席でのアナウンスだったり……五十六と涼音に割り当てられたのは、午後の「得点板係」だった。校舎の四階、普ふ段だんは三年生が使っている教室の窓に、大きなパネル式の得点板が設置されている。数字が「〇」から「九」まで用意されているので、それを手でめくるだけの簡素なつくりだ。

　五十六と涼音は、得点板の数字を替かえるために校舎に入っていった。体育祭開かい催さい中ちゆうの四階には当然、他に人がいない。休日の学校を彷徨さまようような、しかし、外からは賑にぎやかな生徒たちの声が聞こえてくるという──水すい槽そうの内側から外の世界を見ているような、あるいはその逆なのかもしれないが、とにかく妙な感覚だ。グラウンドでは一年が長縄なわ跳とび競技をやっている。照明もついていないので、薄うす暗ぐらい。

　四階の教室に入った。上級生の教室に入るのは、たとえ誰だれもいないとはいえ緊きん張ちようする。その緊張が、ますますこの空間の非日常性を際きわ立だたせる。非日常性とは、その空間では何が起きても不思議はない、ということだ。

「よいしょっ、と」

　窓から身を乗り出して、五十六が得点板のパネルを替えた。一仕事終えた五十六が振ふり返ると、涼音が至し近きん距きよ離りまで迫せまってきていた。

「……っ！」

　いつもなら、五十六が素っ気ない態度をとって、それで終わりだ。しかし今日は違う。

　非日常性とは、その空間では何が起きても不思議はない、ということ。

　五十六は、涼音のチアリーディングの演技を見た。そのときの彼女は、急いでつかまえないと二度と遭そう遇ぐうできない貴重な南国の蝶ちようのように美しかった。流れ、そして場所の空気──イーチンとキスしそうになったときもこんな感じだった。そもそも五十六だって、かわいい女の子とキスしたくないわけがない。むしろ興きよう味み津しん々しんなのだ。

「スパイの少女たちに囲まれる」状じよう況きようが異常すぎるから慎しん重ちようになっているだけで、五十六にだって高校生男子として標準的な欲望はある。丹たん念ねんに比ひ較かくしたことがあるわけではないが、人より多すぎることはないだろうし、少なすぎることもないだろう。

　フラフラせず、誰かに絞しぼるべきだ。それは、他でもない少女たちが望んでいることだ。それなのに、五十六には自分がどうしたいのかがわからない。ただ優ゆう柔じゆう不断なだけではない。考こう慮りよしないといけない要素が、行き先で山積みになっている。どの山もあまりに険しいので、迷い、足あし踏ぶみしてしまう。

「……涼音さん、近いですよ」

「グラウンドはあんなに賑やかなのに、教室は静かで……変な感じですね」

　言葉を発したあとも、涼音の唇くちびるは微かすかに開いたままになっていた。五十六を誘さそうように、その隙すき間まから、白い歯とピンク色の舌をのぞかせる。涼音の唇は、征せい服ふく者を迎むかえる準備が整った城門に似ていた。

「……それも、任務なんですよね。ＣＩＡの……」

「……これが、演技に見えるんですか？」

　涼音は、五十六を穴の開くほど見つめた。その視線は、鋭するどいのに熱く濡ぬれている。

「あなたが信じてくれるまで、何度でも言います。最初は任務でした。そのことを否定はしません。でも、今は本気です。本当に好きなんです……！」

　磁力が働いた。磁力としか言いようのない何かが働いた。五十六の唇が、涼音の唇に吸い寄せられる。

　──これから、どうするのか。

　──五十六は、どうしたいのか。

　考えないといけないことは山ほどあったが、今はとにかく磁力に逆らえない。煩わずらわしい細かな思考は、すべて波のような心地ここちよさにさらわれる。

　──そのときだった。

「…………」

　五十六が持ち歩いている携けい帯たい電話が鳴って、二人は引き離はなされた。今まで磁石として引きつけ合っていたのに、それが外からの力によって一いつ瞬しゆんで反転し、反発したような感覚だ。体育祭中で体操着姿だったが、運営本部からの連れん絡らくを受けるために、実行委員は常時携帯電話を持ち歩くように指示されていた。

　五十六は、少し悩なやんだ末に、携帯電話に出た。短い会話を交かわし、通話はすぐに終わる。

「どうしましたか？」

「実行委員長──生徒会長から、『得点板を変えたらすぐに戻もどって来い』だそうです」

「……そ、そうですね。いつまでもここにいたら、変ですものね……私としては、その、このまま体育祭なんて放ほう棄きしても全然いいんですけど……」

　と、熱に浮うかされた口調で涼音が言った。

「さ、さすがにそういうわけにはいかないでしょ。みんなも待ってるし……」

　ぎこちない会話。涼音とこういうふうになるのは珍めずらしい。イーチンに続いて、二度目のキス未み遂すい。「もしかして僕は、他の人よりも『流されやすい』性格なのだろうか？」と、五十六は自分自身のことを不安に思う。




　──五十六と涼音は、キス未遂を廊ろう下かからこっそり人に見られていたことに、まったく気づいていなかった。人の気配に敏びん感かんなプロフェッショナルであるはずの涼音も、唇に全神経を集中していたせいで、他のあらゆる感覚が鈍にぶっていたのだ。

　気配を殺して窓から教室をのぞきこんでいたのは、レイチェルの執事──暗号名〈ナイジェル卿きよう〉だった。二人と顔を合わせないように足音もなく教室から離れた〈ナイジェル卿〉は、小声で「……レイチェルでは無理か……強きよう硬こう手段しかなくなったな……」と独りごちた。それから暗号変へん換かんソフトが走っているスマートフォンを取り出して、部下に連絡する。
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　体育祭も終わりに近づいている。

　チアリーディング部のパフォーマンス以降、特に盛り上がりもなくやや淡たん々たんと競技が続いていたが、残り二種目となって生徒たちの間でやる気のようなものが広がっていった。ラストはどちらも人気種目だ。部活対たい抗こう障害物リレーと、クラス代表リレー。

『次の種目は、部活対抗障害物リレーとなります。参加選手のみなさんは、第一入場門に整列してください』

　危機管理部からは八人の選手が出る。希望者でも、足が速そうという理由でもない、ただ単にくじ引きで選ばれた選手たちだ。そのなかに、五十六と涼音も含ふくまれていた。三木多可はくじに外れて、悔くやしそうにしていた。

「とうとう、部活対抗障害物リレーかあ……」

　五十六は憂ゆう鬱うつにつぶやいた。憂鬱であることには理由がある。危機管理部の「仕し掛かけ」はこれから始まるのだ。隣となりには涼音が、近くには部長の未み華か子こがいる。今年の「仕掛け」を考えたのは涼音だ。




　もうすぐ次の種目が始まるのに、いつまでたってもグラウンドでは障害物の設置が始まらなかった。「……どういうことだ？」と、にわかに運営本部の教師たちの間で動どう揺ようが広がった。実は、障害物の設置は少し前からすでに始まっている。この日のために、危機管理部は実行委員に大量の部員を送り込んでいた。体育祭の実行委員会を裏から動かし、ＯＢ・ＯＧまで動員して「自分たちで独自の障害物コース」を用意していたのだ。

　教師たちが気づいたときにはもう遅おそい。教師たちの目を上う手まくごまかして、競技自体許可はおりている。実行委員会が提出した企き画かく書しよにも、（目立たないように）コースに校舎を組み込むことはちゃんと書かれていた。アナウンスがどんどん進行していく。

『それではこれより、有志による部活対抗障害物リレーを開始いたします。また、室内コースにはカメラが設置済みですので、ネットを介かいしてスマートフォンやノートパソコンで確かく認にんすることができます』

　危機管理部のやることは、細部まで抜かりがなかった。




　参加者には事前にこのことは通達されていた。各部の代表は、二人ずつ、足を紐ひもで結んで二に人にん三さん脚きやく状態でスタートする。グラウンドを半周し、裏口から校舎に入って、一階の廊下を駆かけ抜ぬけて正面出入口からグラウンドに戻って、ゴール。校舎内には、様々な危険。たちまち障害物リレーコースのあちこちで悲鳴があがり、ライブカメラで阿あ鼻び叫きよう喚かんの光景が見物できる。

「これだよ、これ！　ちゃんとみんな危機管理してる!?」

　未華子が放送席に乗り込んでマイクを奪うばい、スピーカーを使って参加者たちに語りかけた。

「今回のコースは危機管理部で用意させていただきました。みんな、楽しんで！」

　それらは障害物というより、トラップだった。

　事前に未華子は、「命に関かかわるトラップじゃないだけ感謝してほしい。わたし、優やさしい」と言っていた。世の中、未華子や三木多可のような命知らずのほうが少ないことを早く理解してほしい、と五十六は思う。

　一番小さなトラップは、ビニールプールの上にかかった平均台だった。平均台を渡わたっていると、発ば条ね仕掛けでピンポン玉が顔めがけて飛び出してきて、こちらをプールに落とそうとしてくる。びしょ濡れになった女子生徒が恥はずかしそうにうずくまる。

　一番大がかりなやつは、階段を使ったスライダーだ。まず斜ななめに板をはり、その上にスポーツ用のマットをいくつもかぶせる。そうして、校内の階段に巨きよ大だいな滑すべり台のようなものができあがる。手作りスライダーだ。

　このスライダーにおけるトラップとは、たっぷりとマットに流された大量のローションだった。そのローションのせいで、ただでさえ傾けい斜しやになっている場所がさらに滑る、滑る。ほとんどバラエティ番組のセットである。なんとかスライダーに逆らって、踊おどり場まであがって、そこに用意してある小さな旗をとってグラウンドに戻らないとゴールにならない。次の走者にバトンを渡せない。

　スライダーの周囲には、けが人が出ないようにクッションが配置してある。

　前の走者（彼らはローションまみれだった。すごくベトベトしていてかわいそうだったが、次は自分たちがそうなる番なのだ）からバトンを受け取って、五十六と涼音は二人三脚で走りだす。

　五十六の左足と涼音の右足が、ゴム紐できっちり結び付けられている。涼音はこのうえなく幸せそうだ。

「五十六ぅ！」

「うん……」

　涼音は、五十六にぐいぐい胸を押しつけてくる。ここまでは完全に想定内だ。

　小さな障害物──トラップは問題ない。涼音は運動神経抜ばつ群ぐんで、五十六も動きが鈍にぶいわけではない。それに、不思議と二人の息はぴったりと合っていて、明らかに他ほかの走者よりも動きがスムーズだった。

　問題は、ローションスライダーだ。──そもそも、ローションって！

「もう、まったく、ほんの少しも気乗りしないんですが、いきますか……」

「はい、五十六！　あなたとどこまでも！」

　五十六と涼音はスライダーに挑いどんでいった。傾斜がきつい！　ぬるぬる滑る！　たちまちローションまみれになる二人三脚。ローションのせいで、五十六と涼音の密着度が高まる。二人の肌はだと肌が一体化してしまったような──。アホか！　と五十六は心の声で絶ぜつ叫きようした。これはもう体育祭じゃない！　じゃあいったい、なんなのか？　それはよくわからない！　とにかく青少年の教育に悪いえっちなお店のサービスに限りなく近いのは間ま違ちがいない！




　──ボロボロになりながら、五十六と涼音はなんとか踊り場でゴール条件の旗を獲かく得とくした。涼音は耳たぶまで真っ赤にして欲情している。なんだかなあ、と五十六は思いつつ、次の走者──アンカーだ──のために先を急ぐ。他の走者はまだスライダーで足止めをされている。このままいけば、危機管理部は一位をとれそうだ。

　階段のスライダーから正面の出入口まで、しばらくカメラがついていない区画が続く。

　そこで──不意に、一人の少女が目の前に飛び出してきた。

「──えっ!?」と目を丸くする五十六、涼音。

　暗がりに潜ひそんでいたのは、体操着姿のレイチェルだ。彼女の右手に例の黄金銃じゆうが構えられているのを見て、二人は丸くした目をさらに大きくした。レイチェルは、疲つかれた子犬のように哀かなしい目をしていた。直感的に「やばい！」と思って、五十六が瞬間移動を使おうとした寸前、強きよう烈れつなショックに襲おそわれた。焼けるような痛さ、体の芯しんまで痺しびれる感じ──スタンガンの一いち撃げき。

「……ッ！」

　いつの間にか、背後にも人がいた。スタンガンを持ったレイチェルの執しつ事じだ。

　二人三脚のせいで、涼音は崩くずれ落ちる五十六に引っ張られる。しかも、体操着の涼音はなんの武器も携けい帯たいしていない。武器、人数差、足首を結ぶゴム紐──すべての要素が絶望的。涼音がどんな戦せん闘とう技術の持ち主であろうと、どうにもならない。万ばん事じ休す。

　──何が起きている？








　第六章　エスパー、トレイター、ソルジャー、スパイ

　　　　　Esper,Traitor,Soldier,Spy.
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　スタンガンで散々体力を奪われたあと、五い十そ六ろくと涼すず音ねはレイチェルの執事に注射器で薬をうたれた。注射器は、特とく殊しゆな任務のために作られたという、拳けん銃じゆう型の無針タイプだ。肌に注入口を押し当てて、空気圧で薬を血管に送り込む。

　その薬の効果はすぐに出て、二人の意識は朦もう朧ろうとなった。完全に意識を失うわけではないが、大声を出したり、手足に力を込こめることができない。五十六は、精神集中できないので、切り札の瞬間移動が使えない。レイチェルと執事の他に、屈くつ強きような体格の男が二人出てきて、五十六と涼音をプラスティック製の手て錠じようで後ろ手に拘こう束そくし、荷物のように運んだ。涼音は警けい戒かいされてか、足首にまで拘束具を巻かれていた。レイチェルたちは、ライブカメラが設置されている場所を避さけて、拘束した二人を廊ろう下かの窓から外に出し、人目につかないルートで本校舎の奥にある運動棟とうまで移動した。

　運動棟は独立した大きな建物であり、体育館と武道場、地下プールがセットになっている。体育祭中は完全に閉へい鎖さされているはずだったが、レイチェルたちによって勝手に鍵かぎが解除されていた。レイチェル、執事、屈強な体格の男二人──そして五十六と涼音。合計六人が向かった先は、地下プールだ。危機管理部のとんでもない仕掛けのせいで五十六と涼音の体はべたついていたが、プールサイドに転がされて、ホースで水をかけられたのでとりあえずその感覚は取り払はらわれた。ベトベトしているのよりは、濡ぬれているだけのほうがいい。──どのみち、まずい状じよう況きように置かれていることにかわりはない。

　四人の会話を聞いているうちに、レイチェル以外の三人の名前もわかってきた。執事の男が〈ナイジェル卿きよう〉。屈強な体格の男二人は〈オスカー〉と〈シュガー〉。きれいなスキンヘッドであごにえぐい刃は物もの傷があるのが〈オスカー〉。ブラウンの髪かみで、やすりの目のような無ぶ精しよう髭ひげを生やしているのが〈シュガー〉。どちらも身長が一九〇センチを超こえている。テレビで見るプロの格かく闘とう技ぎ選手のような筋肉をその体につけている。〈ナイジェル卿〉〈オスカー〉〈シュガー〉……いかにも暗号名っぽいではないか。

「どういうことですか……レイチェルさん!?」

　涼音が言った。うたれた薬のせいで、口調に鋭するどさはなかった。

「どうもこうもありません。涼音さん……五十六さま」

　レイチェルは長い睫まつ毛げを細かく震ふるわせていて、哀あい切せつ極きわまりない様子だった。暗あん鬱うつそうな目は、持ち主に大事にされていない人形を思わせた。

「イギリス、ＳＩＳは強きよう硬こう手段で五十六さまを確保することを決定したのです」

「アメリカが、いえ……ロシアも中国もこんな暴挙は許しません。日本だって。協定のことを知らなかったとは言わせません……！」

「決定は決定です。……私たちはチェスの駒こまに過ぎないのですから……」とレイチェル。本当は微み塵じんもそう思っていないのに、無理やり自分に言い聞かせるような口調だ。

「チェスの駒、とはいい表現だね」

〈ナイジェル卿〉が尊大な口調で言った。

「……きみは実に役に立たない駒だった、これから役に立つ駒に『変わって』もらう」

「──えッ!?」

　戸と惑まどうレイチェルの一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、〈オスカー〉と〈シュガー〉が彼女を両側から取り押さえた。レイチェルも軍隊式格闘技の訓練は受けているが、相手は二人で、体重差がありすぎるし、しかも油断していた。レイチェルは〈ナイジェル卿〉たちのことを仲間だと思っていたが、実はそうではなかった。最大のミスだ。レイチェルにも、無針注射器で五十六たちと同じ薬がうたれた。遊び疲れて眠ねむ気けに襲われた子供のように、たちまちレイチェルの体から力が抜ける。

「君たちは、三人とも特製ブレンドの筋弛し緩かん剤ざいを注射されている」と、狩しゆ猟りよう者の残ざん忍にんな笑えみを浮うかべて〈ナイジェル卿〉は言う。「完全に脅きよう威いではなくなった。少しは、無む駄だ話ばなしをする余よ裕ゆうも出てきたということだ」

「〈ナイジェル卿〉……何をしているんですか……？」

　今のレイチェルは、捨てられた犬も同然だった。

「……映画の悪役じゃないんだから、無駄話なんかせずにさっさと『やること』をすませてしまえ、と……もしも観客がいるとしたらそう言いたくなるような場面だろう。私だって映画を観みていたらそう思う」と〈ナイジェル卿〉。「……でもまあ、君たちも、私と同じ立場になってみたらわかる。作戦が上う手まく進んだら自じ慢まんしたくなるし、哀あわれな獲え物ものが自分の話を聞いてどんな顔をするのかどうしても確かめたくなる」

「……え……え!?」

「レイチェルくん。私はイギリスＳＩＳの人間じゃない。武器と戦争を世界に販はん売ばいする『世界兵器通商連合World arms trade federation』の特別エージェントだ。一いつ緒しよにいる〈オスカー〉と〈シュガー〉もね」

　レイチェルの顔色が真っ青になった。




　世界兵器通商連合World arms trade federation。通商「ＷＡＴＦ」。ＣＩＡやＳＶＲでさえその全ぜん貌ぼうがつかめていないという、「本物の秘密結社」。五十六の力を狙ねらう、世界最大のテロリスト集団。

「どうやって……この船橋に？」

　涼音が、心底悔くやしそうに訊たずねた。各国諜ちよう報ほう機関の間では、五十六のプライバシーを尊重するという名目で（実際は他国に出し抜ぬかれるリスクを減らすために）協定が結ばれて、五十六自身が直接監かん視しされるということはなくなった。──しかしそれは、彼が警備されていない、というわけではない。協定に違い反はんしないように、船橋市内の各所に民間人に偽ぎ装そうした警備要員が配置されている。ＣＩＡ、ＳＶＲ、日本の公安警察……それぞれの組織の精せい鋭えいばかりだ。空港や高速道路といった主要な交通機関はもちろん、飯いい田だ家や学校の近所にも監視の目は光っているはずだ。

「私はね、飯田五十六と同種の人間なんだ」

〈ナイジェル卿〉が得意げに言う。

「つまり、特殊能力者なんだよ」




　　　　２




「世界に、特殊能力者が自分一人だと思ってた？」

　そう言って、〈ナイジェル卿〉は五十六の頬ほおを平手で軽く叩たたいた。ペチペチと、挑ちよう発はつするように。悔しくても五十六は拘束されているし、体にも力が入らない。

〈ナイジェル卿〉は続けて言う。

「私は、『他人の記き憶おくを操作することができる』。その力を使って、船橋にいる各国諜報機関の警備責任者たちの脳内に『空白』を作った。その人間たちは、この高校で『体育祭が行われている』という事実を認にん識しきできない。……ちなみに、レイチェル・マコーマックが、私のことをＳＩＳだと思いこんでいたのも、この能力の結果だ。私が仕事の上司だという、偽にせの記憶を植えつけておいた」

「そんな……」

　レイチェルの声が震えていた。彼女も、すでに拘束されている。

「君たちＣＩＡが『破綻因子コラプス・フアクター』と呼んでいる存在。それが私だ」

〈ナイジェル卿〉が聞いたことがない単語を口にしたので、五十六は「破綻因子コラプス・フアクター？」と訊きき返してしまう。

「『フロンティア』が作った用語です……」と、涼音が答えた。「……『フロンティア』の未来予測は凄すさまじい精度です。しかし、その仮想未来において、解かい析せき不能な変数要素がごくたまに発見される。その要素は、正確に再現することができない。再現すれば、仮想未来全体を壊しかねない危険性をはらんでいる。それが破綻因子コラプス・フアクター。

『フロンティア』は、『自分には予測できないものがある』と『予測して』、その的中率をあげていったんです。矛む盾じゆんしているようですが、量子力学的にはこういうこともありえます」

　だからこそ、「フロンティア」は〈ナイジェル卿〉の正体を見抜くことができなかった。

「へえ、そういう意味だったのか」と、〈ナイジェル卿〉が感心して言った。「言葉は知ってたけど、意味は知らなかった」

　五十六が密ひそかにおそれていた事態がやってきた。──自分のような特殊能力者が他ほかにもいるのではないか。いるはずだ、という奇き妙みような確信があった。そしてそれは、必ずしも善人とは限らない。

「ＷＡＴＦには、私と同じような破綻因子コラプス・フアクターが他にも何人かいるわけだ。こちらの路線はわかりやすい。──ＷＡＴＦの命令を聞く特殊能力者とは高額の契けい約やくを結ぶ。トップクラスのメジャーリーガーみたいな高額報ほう酬しゆうを受け取ることができる。しかし、逆らったら無事ではすまない」

〈ナイジェル卿〉は事務的な口調で続ける。

「前回、攻こう撃げきヘリまで繰くり出して飯田五十六を殺そうとした理由は二つある。まず、飯田五十六がいかにもこちらの言うことを聞かない人間に見えたこと。二つめ。どの程度の能力者なのか実戦で確かめたかった。

　私の記憶操作は、万ばん能のうではない。ある程度『素材』がそろっていないと『料理』はできない……といえば伝わるかな？　それに比べて、飯田五十六。君の特殊能力は大したものだ。なんの特別な条件もなしに、空間を飛び越こえ、物理学の基き礎そを破は綻たんさせる。前回の作戦の失敗を受けて、ＷＡＴＦの特殊部門も行動方針の修正を迫せまられた。我々にとって最大の利益を生み出す作戦とはどんなものか？　ただ殺すのはもったいない。かといって、そう簡単に言うことを聞いてくれるタイプにも見えない。周囲にはすでに警護もついている……。

　飯田五十六を殺さずに、ＣＩＡやＳＶＲにも気づかれることなく、ＷＡＴＦの意のままに操あやつるようにする。……レイチェル・マコーマックの名前が出てくるまで、そんな作戦は不可能だと思われていた」

「──っ！」

　話の矛ほこ先さきが自分に向かってきて、レイチェルは低くうめいた。

「さっき、『仕事の上司だという、偽の記憶を植えつけておいた』と言ったが、君の頭のなかをいじったのはそれだけじゃない」

「…………」

　嫌いやな予感がした。──五十六が、涼音が、そして誰だれより強くレイチェルがそれを感じた。

　前に、涼音が言っていた。

『あなたも、任務に失敗して行方ゆくえ不明になっていた時期がある。武器密輸組織に潜せん入にゆうし、失敗し、監かん禁きんされた。ほんの数時間で特とく殊しゆ部隊ＳＡＳに救出されたから現場には復帰できたものの、その汚お名めいを返上するためにも、あなたは五十六を手に入れねばならない』

　武器密輸の背後には、ＷＡＴＦ──すなわち〈ナイジェル卿〉がいたのだ。その「ほんの数時間」のうちに、記憶操作が行われた。恐おそらく、レイチェルがＳＡＳに救出されたのは〈ナイジェル卿〉の計算通りだった。

「私の能力は、『素材』がなければ上手く働かない。たしかに、飯田五十六は幼いころにレイチェルを助けたことがある。結けつ婚こんの約束をしたのも本当だ。──だが、それはあくまで『感謝』であり、『恋れん愛あい』ではなかった。私はレイチェルのなかにあるいくつかの記憶を美化し、飯田五十六への好意を強化したんだ」

「じゃあ……私の五十六さまへの憧あこがれは……ニセモノ？」

　レイチェルが呆ぼう然ぜんとつぶやく。五十六は見ていられない。

〈ナイジェル卿きよう〉はうなずき、

「そういうことだね。もともとレイチェルくんは占うらない好きで、運命論者だった。それをいびつな形に発展させた」

　レイチェルはまぶたを閉じ、歔きよ欷きし、悲ひ哀あいに満ちた声をあげた。苦しげに身をよじり、自分のことを恥はじ、できることならこのままこの世から消えようとしていた。それを見て、〈ナイジェル卿〉は心底愉ゆ快かいそうに笑う。

「いい顔するね。そう、その顔。今、死にたいでしょ？」

「ひどすぎる……！」

　五十六は怒いかりをこめて叫さけんだ。しかし、拘こう束そくされているのでは迫はく力りよくが出ない。そもそも、身長や体格、全体的な威い圧あつ感かんでは〈ナイジェル卿〉たちに最初から負けている。

　そのとき、〈ナイジェル卿〉の部下である〈オスカー〉が、懐ふところから自分の携けい帯たい端たん末まつを取り出した。スマートフォンによく似た、特殊作戦用の監視用携帯型ＴＡＣＣＳ戦術指揮統制システムだ。そのモニタに、彼が仕し掛かけたライブカメラの映像が送られている。

「上の階に仕掛けておいた対人センサーが反応しました」と〈オスカー〉。「飯田五十六を捜しているようです。ロシアと中国のエージェントもいますね」

「あいつらか」と〈ナイジェル卿〉。「向こうにも記憶操作が必要だ。生け捕どりに。多少傷つけるのは構わない」

〈オスカー〉と〈シュガー〉が「イエス・サー」と答えて一階に上がっていく。その二人は、減音器サプレツサーつきのサブマシンガンを装備していた。

「みんなに手を出すな！」五十六は怒ど鳴なる。拘束さえなければ、瞬しゆん間かん移動さえなければ、今すぐにでも目の前にいる残忍な男を叩きのめしてやりたい。──問題は、目の前にいる残忍な男は特殊能力者であると同時に肉体的にも強そうで、拘束具がなく、瞬間移動が使えても、一対一では五十六に勝ち目がなさそうだということだ。

〈ナイジェル卿〉は微び笑しようした。雪の日の水道みたいに冷たい微笑だった。

「他人の心配をしてる場合じゃないんだよ、飯田五十六くん」




〈ナイジェル卿〉は、厳しい階層社会であるイギリスの底辺──恐ろしいほど貧しい家庭で生まれたらしい。「らしい」というのは、すでに正確なことはわからないからだ。〈ナイジェル卿〉は、自分の本名もよく知らない。記憶操作の力は、自分自身にも使えるのだ。辛つらい記憶や苦しい記憶は排はい除じよしてきた。その結果、自分がどんな少年時代を過ごしたのか、自分の両親がどんな人間だったのかという記憶は、ほとんど残らなかった。おぼろげに、家族でサッカーを観戦したときの楽しさは覚えている。──が、それだけだ。そのあと何が起きたのか。どうやって自分が孤こ独どくになっていったのかという過程は、どうでもいい。ただ、特殊な力を好き放題に使えて、しかも高額な報酬が得られる仕事として、犯罪者集団と知りながらＷＡＴＦを居場所として選んだ。

　自分自身の記憶を操作し、快楽に満ちた記憶しか残していないはずなのに、〈ナイジェル卿〉の心にはフランスの穀倉地帯のように広大な虚きよ無むが広がっていた。──なぜだ？　記憶を念入りに調整してきたはずなのに？

　とにかく、虚無は埋うめなければならない。埋めるのに最も適しているのは、やはり快楽だろう。人間は、他人の悲しみや苦しみに快楽を覚えるようにできている。他人を虐しいたげ、その恐きよう怖ふや悲哀を食べるようにして、〈ナイジェル卿〉はこれからも生きていく。
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　障害物リレーの最さ中なかに、五十六と涼音が消えた。「……ふぅん……」ターニャは何か不ふ審しんなものを感じ取ったが、船橋市内を警備するＳＶＲからはなんの連れん絡らくも入っていない。特に危ないことはないと思うが……。ただ、二人で何かいかがわしい行こう為いにふけっているだけかもしれない。──それはそれで問題なので、とりあえず捜し始める。同じようなことを考えたのか、ターニャにイーチンがついてきた。

「なんだよ、中国娘むすめ」

「いえ……あの二人を捜すんなら……ロシアさんと一いつ緒しよに、と思って」

「邪じや魔まはするなよ」

「き、気をつけます……！」

「あと、今度『ロシアさん』って言ったらお前のそのはしたない乳を痛い感じで絞しぼり上げる」

「え!?　そっちは私のことを『中国娘』って……」

「何か文句があるのか？」ぎろり、と眼光。

「そ、そんな……文句なんて……ないです……」

「よろしい」

　──しかし、どこを探すというのか。まだ、いなくなって五分ほどしかたっていないので、あまり遠くにいるとも考えられない。考えているうちに、どんどん嫌な方向に想像が膨ふくらんでいく。イーチンとのデートを尾び行こうして（失敗し）メソメソしていたような涼音に、恋愛を進展させることは可能だろうか？　結局は若い男と女だ。何が起きても不思議はない。

「おい、中国娘」ターニャは、我が慢まんができなくなった。自分はここまで忍にん耐たい力がなかったろうかと不思議になった。「緊きん急きゆう事態だ。得意のクラッキングは？」

「携帯端末が自宅のマシンと連動してるんで、この場でもいけますけど……」

　言いながら、イーチンは小型の携帯端末を体操着のポケットから取り出した。「そういえば」とターニャは、自分が今日は携帯端末も拳けん銃じゆうも装備していないことに改めて気づく。いくら体育祭だからとはいえ、油断しすぎだった……！

「よし。五十六と涼音を捜せ」

「でも……」とためらうイーチン。協定のことを気にしているのだ。

「たしかに、盗とう聴ちようやメールの傍ぼう受じゆ、衛星や無人機を使った五十六への監かん視しは禁止されている」だが、とターニャは言葉をつなぐ。「学校の防犯システムなら問題ないだろう」

「えっと……それで『抜ぬけ道』ということになりますかね？」

「問題があったら私が責任をとる！　さっさとやれ！」

「は、はいぃい！」

　イーチンは慌あわてて携帯端末の操作を始めた。やりだすと、さすがに速い。

「運動棟とうが変な感じです。セキュリティに侵しん入にゆう者が」

「でかした。中国娘。妙みような感じだな。……いってみるか」




　三み木き多た可かも五十六を捜していた。

　まだ、五十六と涼音は長時間姿をけしているわけではないので、その行方を心配する人間の数は少ない。しかし──引っかかるのだ。なにしろ、リレーの途と中ちゆうだ。危機管理部の「仕掛け」が嫌で途中逃とう亡ぼうする選手の数は多いが、五十六と涼音はそういうタイプとは思えなかった。引っかかったら、体を動かさずにはいられないのが三木多可だ。そしてあてもなく校内を駆かけ回っているうちに、三木多可はクラスの留学生二人──ターニャとイーチン──を遠くに認めた。運動棟に向かっているらしい。もしかしたら、彼女たちは五十六がどこにいるのか知っているのではないだろうか？




「──ッ！」

　ターニャとイーチンは運動棟に足を踏ふみ入れた。踏み入れた瞬間、ターニャはここがキルゾーンだと直感した。拳銃を持ってこなかったことを心底悔くやんだ。鈍にぶいイーチンはのんきな顔をしているが、ターニャは肌はだに突つき刺ささるような冷たい敵意を感じている。

　ターニャは素す早ばやく視線を左右に走らせた。運動棟に入ってすぐの地点。泥どろ落としのマットがしかれている。練習試合などで他校の生徒を迎むかえたときのために、壁かべには大きな下げ駄た箱ばこが設置され、専用のラックに大量のスリッパが立てられている。強化ガラスの壁かべ越ごしに無人の体育館が見えた。すぐ近くにらせん状の階段がある。──その階段から「スキンヘッドの大男」が駆け上がってきた。サブマシンガンを装備している！

　まずいことに、運動棟のエレベーターも動いていた。敵はそこからも来るらしい。二つの脅きよう威いに対して、自分の体は一つ。こういうとき、異常事態に「不慣れな」人間ほど両方を同時に処理しようと「欲張って」、結局どうにもならなかったりする。

　ターニャは、まず階段からの敵に集中することにした。全力で駆け出して、急激に間合いを詰つめる。敵は、ちょうど階段をあがりきったところだ。ターニャの反応があまりにも素早かったので、スキンヘッドの大男は微かすかに戸と惑まどいを見せた。まずは、サブマシンガンだ。Ｈ＆ＫのＭＰ５Ａ５。あれを奪うばうか、敵には使えない状態にしなければいけない。

「ふっ！」

　相手は大男で、こちらは少女だ。体格差は一目で歴然だった。間ま違ちがっても、力任せにいこうとしてはいけない。無事に接近することができたので（しかも、敵は驚おどろいて隙すきがあるというおまけつき）、ターニャは両手でサブマシンガンをつかみ、一瞬でひねりあげた。ロシア軍式のテクニック、銃を装備した相手に対する関節技。相手の手首を極きめるようにすると、スキンヘッドの大男は痛そうに顔をしかめる。──が、さすがに向こうもプロだ。力を込こめて、意地でもサブマシンガンから手を放そうとしない。

　力で勝負してはいけない。ターニャは手品師のような早はや業わざで、サブマシンガンのマガジンリリースレバーを押し、およそ三〇発の弾だん丸がんが詰まっているであろうバナナ型マガジンを床ゆかに落とす。薬室に一発残っているかもしれないので、コッキングレバーを押し込んでその可能性も排除しておく。

　サブマシンガンはとりあえず無力化された。ターニャは床に落ちたマガジンを蹴けって遠くにやった。さらにターニャは動きを止めず、スキンヘッドの大男の鼻を狙ねらって鋭するどい肘ひじ打うち。鼻の先せん端たんを、自分の肘の一番尖とがったところで打つ。サブマシンガンの奪い合いに気を取られていた敵は、咄とつ嗟さに反応できない。ゴッ！　と鈍い音がして、大男の鼻から血が噴ふく。鼻び骨こつにガツン、でへし折ってやった。

　一連の流れとして、ターニャは右足を振ふり上げて急所蹴り。少女が大男と戦うときは急所にこだわるのが正しいやり方だ。ターニャの足先がスキンヘッドの大男の股こ間かんにめり込む。男はよだれをまき散らして悶もん絶ぜつし、呼吸困難のようになって、蹴られた股間を両手で押さえてうずくまる。ターニャは念ねんのために、うずくまった敵の頭をサッカーボールの要領で蹴り、後頭部を思い切り踏みつけて完全に気絶させる。

　──次！

　エレベーターからも敵が来ていたはずだ。ターニャは急いでさっきのサブマシンガンを拾い、床に落としたマガジンを探すが──。

「そこまでだ、動くな」

　もうひとりの敵──ブラウンの髪かみで、やすりの目のような無ぶ精しよう髭ひげを生やしている──に、イーチンがつかまっていた。彼女の後頭部に、サブマシンガンの銃口が突きつけられている。

「た、タチアナさぁん……」

　イーチンはすでに涙なみだ目めだった。仔こ兎うさぎのように怯おびえている。

「銃を捨てろ」

「…………」

　ターニャはおとなしくサブマシンガンを捨てた。イーチンのためではない。弾たまが一発も入っていない銃をいつまでも抱かかえていても意味がないからだ。それよりは、少しでも敵の警けい戒かいを緩ゆるめたほうがいい。

　無精髭の大男が、銃口の先をイーチンからターニャに移した。もしもここでつかまっているのが涼音だったら、この隙をついて素早く相手の銃を奪っただろうが、イーチンにそんな高度な反はん撃げきは不可能だった。男がサブマシンガンの引き金を絞って、ターニャの体に着弾する。

「！」

　体に激痛が走ったが、出血はしなかった。訓練用のゴム弾だ。ゴム弾とはいえ、使っている銃も火薬も本物なので、プロ野球選手の投げたボールくらいの威い力りよくがある。それが腹に二発、胸の中心に一発、左ひだり膝ひざに一発。厳しい訓練を受けたターニャは痛みにもかなり強いが、ゴム弾を四発も食くらうと立っていられなくなった。ターニャは這はいつくばって「くうっ！」とかすれた悲鳴をあげる。

　ゴム弾──ということは、向こうはこちらを殺す気はないらしい。──そうとわかっていれば、少し無理をしてでも反撃に出たものを！　色々とやりようはあったものの、今となってはもう遅おそい。

　無精髭の大男は、イーチンも撃うった。

「！」背中と足をゴム弾で撃たれて倒たおれた彼女に、男は冷れい酷こくに追い打ちの蹴りをくわえていく。「ひっ！」イーチンは必死に体を丸めて蹴りに耐たえようとするが、男の攻こう撃げき力に対してあまりにも防ぼう御ぎよ力が弱い。イーチンは腹や側頭部を強く蹴られて、「うっ……うっ……」と嗚お咽えつを漏もらすだけで動けなくなる。

「よくもダチの〈オスカー〉をひどい目にあわせてくれたな」

　無精髭の大男が、そう言いながらターニャに近寄ってきた。

「もしかしたら、二度と勃たないようになってるかもな……」

　痛みに苦しみながらも、ターニャは強気に言い放った。

「…………」

　白人の傭よう兵へいにありがちな冷酷そうな無表情で、無精髭の大男はターニャの頭を思い切り踏みつけた。

「……ぎっ！」ターニャの意識は朦もう朧ろうとした。高いところから落下し、受け身をとりそこねてしまったような衝しよう撃げきだ。運が良かっただけで、今ので死んでいてもおかしくなかったな、とターニャは思う。

「生け捕どりにしろと言われているが……」

　無精髭の大男は、サブマシンガンを負い紐スリングで肩かたにさげて、かわりに鋭い刃はのコンバットナイフを抜いた。

「指を何本か切り取るくらいなら、問題ないだろう」

「英語でなんて言ってるのか知らないけどさ」

　突とつ然ぜん声がして、無精髭の大男は驚いて振り返った。体操着の少年が、準備運動のように右みぎ腕うでを振り回しながら近づいてくる。

　五十六の親友──南な雲ぐも三木多可だった。




「俺のシマで女の子にひどいことするようなやつは、ただじゃすまさん」

　三木多可は、体の大きな外国人が相手でもまったく怯ひるんでいない。つかつかと無造作に近づいていって、距きよ離りが縮まり、格かく闘とう戦の間合いになる。無精髭の大男は薄うす笑わらいを浮うかべて、ナイフの刃をちらつかせる。

「……たぶん、これ、五十六がらみだろうし」

「おい、高校生のガキがでしゃばると──」

「──ほッ」

　パンッ！　と乾かわいた打撃音が響ひびいた。三木多可の右の前蹴りが、大男のナイフを持った手を強したたかに打ったのだ。三木多可が尊敬するブルース・リー式、ジークンドーの蹴り。ナイフは弾はじき飛ばされて、床に落ちたあと遠くに滑すべっていく。

　無精髭の大男には、戦闘のプロらしい「逆の油断」があった。鍛きたえ抜ぬいたプロの世界で長い間生きていると、「普ふ通つうの世界」からどんどん乖かい離りしていく。殺人を犯おかしたことがない人間を軽かろんじるようになる。──だから、体操着姿の日本の高校生なんかを相手に本気になれるわけがない。三木多可は、そんな彼の油断を蹴りの一発で吹ふき飛ばした。

「俺は普通の高校生だが──」

　三木多可は続けて、曲げた指の第二関節で無精髭の大男の目を突いた。伸のばした指で目突きを行うと、防御されたり避さけられたときに自分が怪け我がをする可能性がある。だから、曲げた指を使う。大男が顔を背そむけたので目に直撃することはなかったが、彼が両方のまぶたを閉じたので大きな隙が生じた。

「格闘技はかなりやりこんでるし……」

　三木多可はパンチの連打を大男の顔と胸に叩たたきこむ。

「鍛える部位を計算しながら、ちゃんとしたプログラムを組んで毎日ジムに通ってる」

　三木多可は左のジャブ、もう一発ジャブ、そして右ストレート。とどめとばかりに左のサイドキック。無精髭の大男は吹き飛んで、ダウンする。

「そこそこ、効くだろ？」

　三木多可は、ターニャに向き直った。大だい丈じよう夫ぶか？　と優やさしく声をかける。

「って、どう見ても大丈夫じゃないな、救急車呼ぶよ」

「まだ……」ターニャは荒あらい息をつきながら言った。「油断するな……！」

「──ん？」

　ターニャの言葉は正しかった。無精髭の大男は、三木多可に打たれた場所を撫なでさすりながら立ち上がった。──その表情は、比ひ較かく的平然としている。当たり前のことだが、三木多可の攻撃には非情さが欠けていた。相手がダウンしたら、急いで追いかけて上から蹴るべきだった。ターニャなら、間違いなくそうしていた。

　わざとダウンしている間に、無精髭の大男はすっかり回復していた。

「そこそこ、だな。ファック・ユー」と、大男は血が混ざったつばを吐はく。「痛い目をみせてやる。お前にとっては命の危機だ」

「一つ、言い忘れてたが……」

　三木多可は再び無精髭の大男に向かって間合いを詰めていく。

「俺は痛いのも、危機も大好きだ」




　　　　４




　五十六はよく、「三木多可はなんでそんなに危険が好きなの？」と不思議そうな顔をする。

　三木多可は、「生まれつきじゃねぇの。とにかく好きなんだよ」と答える。

　それは嘘うそだ──三木多可は、自分が痛みや危険を愛するようになった切っ掛かけをはっきり覚えている。

　小学校低学年だったころ、毎年夏に遊びにくる親しん戚せきがいた。同い年の従い兄と弟こで、とても仲が良かった。その従兄弟は、三木多可の目の前で死んだ。

　川に落ちて溺おぼれ死んだ。

　自分が飛び込めば助けられたかもしれなかった──が、そのときの三木多可は、激しい川の勢いが怖くて何もできなかった。

　──五十六は気づいているだろうか？

　三木多可は、増水した川で溺れかけていたところを泳げない五十六に助けられたことがある。あのとき、三木多可はうっかり川に落ちたのではない。子供なりに思いつめて、従兄弟を見殺しにした責任を取ろうと、自分から飛び込んだのだ。

　──死のうと思って川に飛び込んで、友人に助けられるというのも何かの運命だろう。五十六に感謝して、もう二度と自殺は考えない。そのかわり、自分の命も大事にしない。ポジティブに、前向きに危機に挑いどんでいこう。そのための訓練を積み重ねていこう。次に目の前で誰だれかが困っていたら、ほんの一秒もためらうことなく助けにいけるように──。

　三木多可が危険を愛しはじめたのは、五十六に助けられてからだった。
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　無ぶ精しよう髭ひげの大男が繰くり出したコンパクトな右フックが、三木多可の右みぎ頬ほおをとらえて甲かん高だかい打撃音を立てた。

　大男は、もう油断していなかった。そうなると、経験と体力の差がはっきりと出てしまう。殴なぐり合えば三木多可が打ち負ける。三木多可の蹴けりは届かず、大男の蹴りはみぞおちや関節を強きよう烈れつに打ち抜く。

　たちまち三木多可の顔面は血に染まった。歯が何本もグラグラしている。呼吸するのが苦しいし、あちこち関節がきしんでいるし、酔よっ払ぱらったように視界がぼやけている。短い時間で、「立っているのもやっと」というところまで追い込まれた。

「ロシア美人の前なんだぜ……もうちょっとカッコつけさせろよ、このやろう」

　三木多可は日本語。

「何を言っているか知らんが、アマチュアのわりには頑がん張ばったほうだ」

　無精髭の大男は英語だ。

「逃にげればよかったのに」

　ロシア美人──ターニャの声がどこか遠くから聞こえた。

「女の子をおいていけるかよ、バカヤロー」

　三木多可は、残った力を振ふり絞しぼって無精髭の大男に殴りかかった。──しかし、ただちにカウンターを一発もらう。血ち飛沫しぶきがあがって、とうとう奥歯が一本抜けた。飲み込まないうちに外に吐いた。

　三木多可の体が大きく傾かたむいた。このまま倒れて気を失ったら楽だろうなー、と思った。それはたしかに楽な道だが、主義や信念に反している。自分の愛する危険がそこにある。南雲三木多可は危険から逃げない。死ぬまで逃げない。踏ふん張って、もう一度殴りかかる。やっぱり殴り返される。

「…………」

　ぺたん、と三木多可は尻しり餅もちをついた。意識は残っているが、足に力が入らない。

「終わりだな」と無精髭の大男が言う。

「お前がな」とターニャの声が響く。

　無精髭の大男は「ぎょっ」としてターニャのほうに目をやった。彼女は三木多可がやられているうちに、必死に床ゆかを這はって、スキンヘッドの大男が持っていたサブマシンガンとそのマガジンを拾い集めていたのだ。ターニャは倒れた姿勢のまま銃じゆうを構えて、引き金を絞る。

「！」

　大量のゴム弾だんが、無精髭の大男の全身に着弾した。ターニャは、鬱うつ憤ぷんを晴らすかのようにマガジンを一本分撃うち尽つくす。眉み間けんに強烈な一発が直撃し、大男はひっくり返って、そのまま動かなくなる。

「ふうっ……」

　敵を気絶させたことに安心して、ターニャは大きく息を吐いた。

「ありがとう……お前のおかげで助かった」

　ターニャは言った。立ち上がる気力も体力も残っていなかった。

「狙ねらわれてるのは五十六なんだな？」

「……ああ」

「あとで、事情を説明してもらわないとな……」

　それが、三木多可の限界だったようだ。彼は、座った姿勢のまま眠ねむるように意識を失った。
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　運動棟とう地下のプールサイドで、プラスティック・カフで拘こう束そくされて転がされている五十六、涼音──そして騙だまされていたレイチェル。いや、彼女は「騙されていた」のともちょっと違ちがう。詐さ欺ぎや嘘には理性で対たい抗こうできるが、特とく殊しゆ能力による記き憶おく操作なんて、どうにもならない。三人の少年少女を見下ろすスーツ姿の男──〈ナイジェル卿きよう〉は、面おも白しろ半分で大量の虫を殺す子供そっくりの笑え顔がおだった。

「キャスリン・涼音が、飯田五十六を好きだという記憶。これを、いただく」

「……え？」

　涼音が、判決を聞いた死し刑けい囚しゆうのような驚おどろきの表情を作った。

「私には、それができる」

〈ナイジェル卿〉は続ける。

「彼との思い出は、すべてなくなる。これで、キャスリン・涼音はもう飯田五十六をめぐるレースから脱だつ落らくする。そのあとで、レイチェルの記憶を調整。再び私をＳＩＳの上司だと思い込むように仕向ける。あとは、飯田五十六の頭のなかをいじって、レイチェルと相思相愛になってもらう。──それで、すべてを私が裏から操あやつることが可能になる」

〈ナイジェル卿〉は、腰こしをかがめて涼音の頭をがっしりとつかんだ。

「キャスリン・涼音。君の頭のなかに残るのは、飯田五十六についての基き礎そ知識だけだ」

「やめて！」

　涼音は悲痛な声をあげた。神経を引き裂さいたときに出る音のようだった。どんな痛みでも、彼女にこれほどの声をあげさせるのは難しいだろう。涼音は必死に体をひねって〈ナイジェル卿〉の手から逃のがれようとするが、手足を厳重に拘束されているのではイモムシのモノマネにしかならない。

「それだけは、やめて！」

「お願いしている身なのに、偉えらそうだね」

「本当に……お願いです……やめてください……」

　涼音は弱々しい声で、潤うるんだ瞳ひとみで哀あい願がんした。

「五十六への愛を失うくらいなら、死んだほうがマシ」

　それを聞いた五十六の胸が張り裂けそうになった。

「殺さない。でも、彼との思い出は失う」

「やめて……やめてぇ……」
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「やめろ」

　五十六は静かな声で、ただし、そこにたしかな殺気をこめて言った。首に力をこめ、握にぎりこぶしのなかで汗あせが滲にじむ。噛かみ締しめた奥歯が割れそうな音を立てる。涼音たちにはまだ見せたことのない、白はく刃じんのように鋭するどい憤ふん怒ぬの表情だ。

「やめなかったら、どうなるのかな？」と、〈ナイジェル卿〉は動物好きがペットと遊んでいるときのように、楽しそうに言う。「得意の瞬しゆん間かん移動も使えないのに？　飯田五十六くん。薬が効いていて、体に力も入らないんだろ？　君は、その『怒いかり』もあとで忘れてしまうんだよ。私の力で」

〈ナイジェル卿〉がてのひらに力を込こめていく。意識を集中しているのがわかる。涼音が悲鳴をあげる。──やがて彼女はふっと意識を失う。

「これで終わり。簡単なんだ。次に起きたら、今とは違う『キャスリン・涼音』だ」

「なんてことを……」

　五十六は怒りのあまり涙なみだが出そうだった。残ざん酷こくすぎる。よほどのことがなければ、プロである涼音があんな身も世もない悲鳴をあげたりしない。──涼音にとって、五十六と過ごした短い日々の記憶を奪うばわれるのは「よほどのこと」だったのだ。

「なんて……ひどいことを……」




　──遠くで物音がした。

「ん？」反射的に〈ナイジェル卿〉は肩かたにスリングでぶらさげていたサブマシンガンを構え直した。セレクターレバーを安全位置からフルオート射しや撃げきに動かす。「ちょっと待っていろ、飯田五十六」──油断のない構えで、何が音を立てたのか調べに向かう。音がしたのは、地下プールの更こう衣い室あたりだった。

　プールサイドには、拘束された少年少女たちが残された。涼音は気絶している。レイチェルは目を開けたまま気を失っているように見える。ショックのあまり、現実から逃げようとしているのかもしれない。

　──今のうちに、なんとか反撃に移ることはできないか。

　五十六が必死に体を動かそうとしていると、背後で人の気配が動いた。五十六が、夢にも思ってみなかった人物がそこにいた。

「四し天てん王のう寺じさん……!?」

「……助けにきました」

　クラス委員長の四天王寺花か蓮れん。思い切り身を低くしている。気配を殺して、匍ほ匐ふく前進でこちらに近づいてきたらしい。しかも彼女は、拳けん銃じゆうを持っている。ものすごく小さなサイズのグロックだ。五十六のなかで、何かが音を立てて崩くずれていく。

「学校のセキュリティに関しては、公安が常時目を光らせているんです。ここはいわば『地元』ですので、ＣＩＡにもＳＶＲにもとやかく言わせません」

「もしかして……」

　五十六は、乗っていた船が難破した気分だった。もっと正確に言うなら、海面を漂ただよって、ようやく無人島に漂ひよう着ちやくしたと思ったら、それは亀かめに似た怪かい獣じゆうの甲こう羅らだった──そんな気分。スパイに囲まれた毎日のなかで、花蓮はオアシス的な存在だったはずだ。

「さっきの物音は……」

「はい。私は携けい帯たいを複数持ち歩いているので……。そのうちの一つを女子更衣室に置いて、別の携帯からかけて、振しん動どうさせたんです。……そうです、私も、涼音さんやタチアナさんたちと同じで、ただの高校生じゃありません。あとで、釈しやく明めいさせてください……！」花蓮は苦しげな、必死の表情だった。この告白は、彼女にとって重大な決意だったに違いない。「落ち込むのは、後回しで」

「は……はい！」ショックだった。でも、言われた通り落ち込むのは後回しにしよう。

　花蓮は拳銃だけでなく、小さなナイフも持っていた。それを使って、五十六たちの拘束をたちまち解いていく。

「……レイチェルさん、戦えますか」

　花蓮が訊たずねた。しかし。

「私は……なんて愚おろかな……」

　まともな答えは返ってこなかった。レイチェルの目は何も見てはいなかった。

「しっかりしてください」花蓮はレイチェルの頬ほおを平手で打った。

「これから先も、ずっとあの男に記憶をいじられながら生きていくんですか？」と五十六。

「…………！」その言葉に、レイチェルは微かすかに反応した。

　拘束具は外れていたが、涼音は気を失っているし、五十六もレイチェルも薬のせいで手足がまともに動いてくれない。ゆっくりと這はうことはできるが、その程度だ。つまり──すべては花蓮の拳銃にかかっている。

〈ナイジェル卿〉が戻もどってきたので、花蓮はぴたりと狙ねらいを定めた。

「！」花蓮の登場は、彼にとっても予想外のものだったらしい。「これは、これは……もう一人、潜せん入にゆうエージェントがいたのか」

「無む駄だな抵てい抗こうはやめなさい」

　五十六は、警告を発した花蓮に不安を覚えた。──油断のならない相手だ。とりあえず撃つべきではなかったか？

　次の瞬間、花蓮と〈ナイジェル卿〉の視線がかっちりと重なった。




　──花蓮の目の前にある光景が、急に変わった。ビデオを巻き戻したかのように体育祭の最中になった。花蓮が「えっ！」と戸と惑まどっていると、さらに場所が自宅に切り替かわる。




「記き憶おく操作だけじゃない。私は目を合わせただけで、相手の記憶を混乱させることができる」と〈ナイジェル卿きよう〉が言う。「つまり、動きを止めることができる」その言葉通り、花蓮の動きは完全に止まってしまった。「なにしろ距きよ離りが離はなれているから、きわめて短い時間を混乱させる程度の効果しかないが……こういう場面では十分だ」

〈ナイジェル卿〉がサブマシンガンで花蓮を撃うった。五十六は生まれてから今まで一度もあげたことのない大きさで悲鳴をあげた。花蓮が殺された、と思ったからだ。しかし不幸中の幸いというか、彼女は一いつ切さい出血していなかった。実じつ弾だんではない。訓練用のゴム弾か何かだと五十六は気づいて、ほんの少しだけ安心した。──とはいえ、状じよう況きようはさらに悪化した。花蓮は銃を取り落としてしまった。ゴム弾の痛みに悶もだえて身をよじっている。

「すぐに彼女の仲間が来るだろう。時間がなくなった。急がないと」

〈ナイジェル卿〉が五十六にやや早足で歩み寄ってくる。あの男に記憶を操作されたら、それで勝負は終わりだ。──あんなに許せない男に、負けて終わる？　しかも、終わったあと、敗北の記憶さえ残っていないなんて！　とても耐たえられない展開だ。なんとかしたい。何かないか、と五十六は自分のポケットを探さぐる。反撃に使えそうなものなら、なんでもいい──。

「──っ」

　ポケットのなかで、指先に何かかたいものが触ふれた。

『私の愛とＣＩＡの技術が詰つまった、栄養満点のドリンクです』

　ラベルのついていない、謎なぞの液体が詰まった小こ瓶びん。

『ビタミン、タウリン、ローヤルゼリーはもちろん、ちょっと公おおやけにはできないような秘密の薬品も入ってます。最さい先せん端たんのやつです』

　相変わらず体に力は入らないが、瓶の蓋ふたを開けて口にもっていくくらいはギリギリいける。

　涼音のことが心配で心配でたまらない。様々な不安を抱かかえたまま、五十六は彼女が用意してくれた愛情ドリンクをぐいと飲んだ。

　自分でも「アホか」と思うような行動ではあった。今の状況で、頼たよれるものがこんな小瓶のドリンクしかないなんて。それでも、他ほかに何もないのだ。どんな薬品が入っていようと、目の前の危機に対応できるほど即そく座ざに効果が出てくるわけが──。

　とかなんとか考えているうちに、効果が出た。五十六は「ええ!?」と驚おどろく。──ちょっと早過ぎない、これ？

　効果が出るのが早いだけではない。力がみなぎってくる。夏休みの朝みたいに頭がギンギンに冴さえる。心なしか、筋肉も膨ふくらんだように感じる。「ちょっと公にはできないような秘密の薬品」──かなりヤバめだ！　とは思うが、今はとにかく気力・体力の急速な充じゆう実じつがありがたくてたまらない。

「あの薬をうたれたのに、立てるのか……？」〈ナイジェル卿〉は心の底から驚いた表情。

「涼音さんの愛情だよ」五十六は言う。「許せない……許さない」
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「カミュの『異い邦ほう人じん』読んだことは？」

　五十六はどんどん回復している。時じ間かん稼かせぎをしなければいけない。なるべく、相手の興味をひきそうな話を考える。こんなときでも、読んだ本の記憶は役に立つ。

「なに？」

「……人生を面おも白しろくするのは『細部』なんだ」

　五十六が読んだことがあるのは、新しん潮ちよう文庫の『異邦人』。翻ほん訳やくは窪くぼ田た啓けい作。

「主人公のムルソーは刑けい務む所しよで気づく。記憶がいかに大事かを。彼は『自分の部屋にあったものを一つ一つ数え上げるだけで、何時間も何時間も過ごすことができた』という。記憶をどんどん細かくしていくのが、生の充実への早道なんだ」

『そして、このとき私は、たった一日だけしか生活しなかった人間でも、優に百年は刑務所で生きてゆかれる、ということがわかった。そのひとは、退たい屈くつしないで済むだけの、思い出をたくわえているだろう。ある意味では、それは一つの強みだった』

　五十六は、〈ナイジェル卿〉と目を合わせないようにしつつ、続ける。

「自分の人生を細かく観察する。自分の人生を、なるべく豊富な語ご彙いを使って表現する。なにげない毎日を輝かがやかせるのは、細部だ。些さ細さいな家事、食事、読書、アルバイト、学校の授業……」

「そんな面めん倒どうなことをする必要はない」〈ナイジェル卿〉は五十六の言葉を笑う。「私は自分の記憶も調整できる。苦しい記憶はすべて排はい除じよしてきた」

「なんてバカなことを」

　憎にくい相手のことながら、五十六は今の一言で悲ひ哀あいの感情を覚えた。

「楽しい記憶は、苦しい記憶に支えられてるんだよ」と五十六。「寒さを知らない人間に、焚たき火のありがたさが理解できるわけがない。楽しい記憶だけじゃ、それが普ふ通つうのことになって、あとには何も残らない。そんなこともわからないのか？」

「……最高に気に入らないやつだな。君は」

〈ナイジェル卿〉はサブマシンガンを撃った。が、すべての弾丸は空を切る。怪あやしいドリンク一発でかなりの体力を回復した五十六は、瞬しゆん間かん移動が可能になっていた。五十六は〈ナイジェル卿〉の真上に出現する。〈ナイジェル卿〉は、サブマシンガンの銃口を素す早ばやく上に向けた。そして発はつ砲ぽう。五十六はさらに瞬間移動。またもや弾丸はすべて外れて、サブマシンガンのマガジンが空になる。「！」〈ナイジェル卿〉は舌打ち。




　サブマシンガンの脅きよう威いが消えたところで、五十六は瞬間移動し、〈ナイジェル卿〉の背後に回った。目を合わせないようにしながら殴なぐるなら、後ろからが一番いいに決まっている。五十六は、ケンカはそれほど得意ではないが、とにかく涼音にひどいことをしたこの男を全力で一発は殴らないと気が済まない。

　おおきく右みぎ腕うでを振ふりかぶって、全力の一発を放つ。

　だが──。

　相手が振り向いて殴り返してくるほうが早い。五十六の拳こぶしはあっさりとかわされて、しかし〈ナイジェル卿〉の右フックは的確に五十六の顔面を打ち抜ぬく。ぐわん、と視界が揺ゆらいで、五十六は後方によろめく。

　五十六の動きが遅すぎるのだ。

　決して運動が苦手なわけではないが、相手は非情なプロの世界で生きてきた。プロとアマチュアの歴然とした差をひっくり返すのに、五十六の場合では、瞬間移動の能力だけでは足りなかった。

「私は、特とく殊しゆ能力者だが……軍隊格かく闘とう技ぎもかなりの腕前だ。体格も、そもそもの才能や運動神経もまったく違ちがう」

「……くっそ！」

「普通の高校生が、プロのエージェントに勝てると思うな」

　五十六は、瞬間移動で間合いを詰めながら、タックルの奇き襲しゆうをしかけた。そんなトリッキーなタックルだったのに、やはり〈ナイジェル卿〉には通じない。あっさり受け止められて、五十六は腹に膝ひざ蹴げりを食くらい、投げられる。体が宙を舞まって、プールに落ちる直前、瞬間移動でなんとかプールサイドに戻る。

　──まったく歯が立たない。レベルが違いすぎる。

「ぅ……くっ……」

　五十六は吐はきそうになったが我が慢まんした。せっかく飲んだドリンクの効果が薄うすれそうな気がしたからだ。殴られた場所も蹴られた場所も、焼けた鉄をねじこまれているかのように熱く、痛い。自分でも「よく立っているものだ」と思う。

（仕方がない）

　誰だれか応おう援えんを連れてこないといけない──。しかし、誰かって誰だ？　軍人？　警察官？　こんな異常な状況にすぐさま対応できて、しかも、〈ナイジェル卿〉に勝つことができそうな実力の持ち主。──そうだ！　思いついた。一人、ぴったりの人間がいた。

　五十六は窓から外を見つめて瞬間移動を行った。外に出て、人のいない場所を狙って瞬間移動を繰くり返す。

「逃にげたか！」

　標的である五十六が突とつ然ぜん消えて、〈ナイジェル卿〉は顔を歪ゆがめて言った。

「ふん……」と、花蓮はせせら笑う。「五十六くんはそんな人じゃない……！」




　　　　８




　体育祭はラスト種目のクラス代表リレー。二年、五十六たちのクラスの女子代表（そのうちの一人）であるキャスリン・涼音がどこにもいないという混乱があったものの、すぐに代理の選手が立てられて、今は開始のホイッスルを待つばかりだ。一いつ般ぱん観覧している書店員の坂さか田た征せい四し郎ろうは、体育祭の「ごく普通の内容」に退屈していた。今年は何かないかとちょっと期待していたが、爆ばく発はつも銃じゆう撃げき戦せんも陰いん謀ぼうもなしか……。

「坂田さん」

　突然、背後から話しかけられた。海外の危険地帯で感覚を磨みがいてきた征四郎が、誰かが近づいてきたことに気づかないなんて珍めずらしい。話しかけてきたのは五十六で、彼は格闘技の試合に出たあとのようにあちこちを赤黒く腫はらしていた。

「どうしたんだ、五十六くん」

「今から、めちゃくちゃなことをします」

「──え？」

「でも、坂田さんなら対応してくれると信じてます」

　わくわくするような申し出だった。

「ちょっと興味があるな。どういうことだい？」

「移動します。そのあと、『坂田さんの視界に最初に入ってきた男』は『敵』です」

「敵」

「すごく悪いやつです」

「なるほど、すごく悪いやつ」

「やっつけてください。本当に……本当にお願いします」

　本当は自分でやっつけてやりたいが、相手があまりにも強すぎてどうにもならない……五十六の口調からは、そんな切せつ迫ぱく感かんが伝わってきた。

「温厚な五十六くんがそこまで言うんだ。君は、俺を騙だますような男じゃない」

「だと思います」

「犯罪の片棒を担かつがせるような男でもない」

「だと思います」

「なにか気をつけることは？」

「そのすごく悪いやつと、目を合わせないでください。催さい眠みん術じゆつ的なのを使ってきます」

「他には？」

「僕がやる『めちゃくちゃなこと』は本当に『めちゃくちゃなこと』なので……坂田さんが驚おどろきすぎて使い物にならなくなったら困ります」

「俺を馬ば鹿かにするなよ」征四郎は不敵に笑ってみせる。「アメリカ政府は宇宙人の遺体とその乗り物を隠いん蔽ぺいしてるし、９・11はＣＩＡの陰謀だ。ロシアには超ちよう能のう力りよく者だけの特殊部隊があるし、中国には獣じゆう人じんだけの特殊部隊があるし、日本政府の方針を決めているのは実はたった一人の巫み女こさんだ。メン・イン・ブラックは実在する。アトランティスもムー大陸も実在した。俺は、そういう話を信じて生きている。俺が驚くなんて大したもんだよ」

「じゃあ、大だい丈じよう夫ぶですね。いきます」




　──こいつぁ、ぶったまげた。

　五十六につかまれたかと思ったら、次の瞬間には運動棟とうの地下プールに移動していた。

　重力を無視して体を引っ張られるような、この強きよう烈れつな違い和わ感かんときたらどうだ。

　──瞬間移動。

　涼音やターニャの存在を知ったときから（さらに、みのり書しよ房ぼうでは傭よう兵へいっぽい連中の銃撃のために愛車を破は壊かいされた）、五十六は絶対に何かがあると確信していたが、まさかこれほどの「大物」だったとは！

　地下のプールサイドに、スーツ姿の外国人がいた。

　他ほかには、数人の少女が倒たおれているだけだ。

　五十六の言葉を思い出す。

『移動します。そのあと、「坂田さんの視界に最初に入ってきた男」は「敵」です』

　──なるほど。あいつか。

　夢がかなった。征四郎はとうとう、超能力がらみの国際諜ちよう報ほう戦に巻きこまれたのだ！

　五十六には感謝しないといけない。

　笑い出したいくらい爽そう快かいだ──長年の苦労が報むくわれた気分だ。




　征四郎の父は雑誌記者だった。在日米軍基地内で「超能力研究のための人体実験が行われている」というスクープ記事を書いて大問題になり、大勢に「嘘うそつき」と呼ばれて行方ゆくえ不明になった。征四郎は、母一人、子供三人という、経済的にも苦しい家庭で育った。

　父のことはよく覚えている。柔じゆう道どうの高段者で、筋肉質な樽たるといった感じだった。口数は少ないが、幼い征四郎たちとよく遊んでくれた。正月に、父の作ってくれた凧たこが、雲にも届きそうなほど高くあがったのをはっきりと覚えている──。くだらない嘘の記事を書いて、自ら破は滅めつを招くような男ではなかった。

「お前の親父おやじは頭のおかしい記事を書いて逃げた」

　と、ずいぶんバカにされてきたものだ。そうなったら、残った子供に残された道は二つしかない。みなと同じように父をバカにして恥はずべき過去として切り捨てていくか、これから先も父を信じて生きていくか。

　征四郎が選んだのは後者だった。

　それゆえに、彼は様々な陰謀論にのめり込んでいった。

　自分や、自分の父をバカにした人間を許さないために、徹てつ底てい的に体を鍛きたえた。格闘技のトレーニングも積んで、空手と柔道は有段。柔じゆう術じゆつも色帯。若い頃ころはストリートファイトの真ま似ね事ごともやった。ある総合格闘技団体で、プロのリングに立ったこともある。アメリカに渡わたり、民間人向けのタクティカル・シューティング訓練施し設せつにも通った。

　海外の危険地帯を放ほう浪ろうし、ときには違法行こう為いに加担してでも情報を収集し、世界各国の陰謀論仲間と連れん絡らくを取り合い、ちょっとでも怪しい噂うわさがあったらそこが北ほつ極きよく圏けんでも直接足を運んで取材し──そして、今日。

　五十六の特殊能力を目まの当たりにした。とうとう、証しよう拠こを手に入れた。

　──この世界は、陰謀に満ちている。




　五十六と征四郎は、〈ナイジェル卿きよう〉の正面に出現した。

「逃げたと思ったら……助すけっ人とか」〈ナイジェル卿〉は征四郎を見て鼻を鳴らした。「どこのエージェントだ？」

「エージェント？　それは違うな」征四郎はかぶりを振った。「ついでに言うと、軍人や警察官でもない」

〈ナイジェル卿〉は苦く笑しようし、

「まさか、ここで瞬しゆん間かん移動まで使って、わざわざ素人しろうとを連れてくるとは……飯田五十六くんは、頭がおかしいらしい」

「誰が素人だ」征四郎は憤ふん慨がいして言った。「俺はプロだぞ」

「なに？」

「プロの書店員だ」

　征四郎はローキックを繰り出した。斧タポールで木を伐きるような鋭するどい一撃だ。バシンッ！　と濡ぬれたタオルで硬かたいものを打ったときに近い音がした。ローキックが命中したのだ。その蹴りをすねでガードしそこねた〈ナイジェル卿〉は、太ふと腿ももの苦痛に顔を歪めた。征四郎を甘く見ていたことに気づいた。

「！　なるほど……」

「そういうことだ」

　征四郎が殴なぐる。足を蹴って、腰こしを回して、拳こぶしを高速で回転させる──コンパクトかつ強烈な連打、連打、連打。〈ナイジェル卿〉が殴り返す。手、拳が複雑に拘こう束そくする。肘ひじも使えば、掌しよう底ていも使う。手で足りないときは蹴りも出す。蹴られたら、蹴り返す──。

　筋肉と筋肉、骨と骨がぶつかり合って殺さつ伐ばつとした音楽を奏かなでる、激しい攻こう防ぼうが繰り広げられた。〈ナイジェル卿〉は訓練を受けたエージェントらしく、立ったまま征四郎の関節を極きめて動きを封ふうじようとするが、征四郎は大だい胆たんにも側転をして関節技わざから逃のがれて、逆にやり返す。

「なんてやつだ！」

　征四郎が、〈ナイジェル卿〉の右みぎ腕うでを背中側にねじりあげようとした。〈ナイジェル卿〉は慌あわててバック転でなんとか切り抜ぬける。

〈ナイジェル卿〉は征四郎の体をつかんで、ムエタイの首くび相撲ずもうのように立て続けに膝ひざ蹴げりを打ち込んだ。征四郎は力任せに体を起こして、〈ナイジェル卿〉に反撃の頭ず突つきを入れる。一見、互ご角かくのようだが──征四郎には不利な点があった。

『敵と目を合わせてはいけない』

　そんな不利を背負った状態で打撃戦になれば、徐じよ々じよに征四郎が押され気味になっていく。〈ナイジェル卿〉の前蹴りが腹部を強打する。征四郎は苦し紛まぎれにハイキックを打ち返すが、ヒットするわけがない。〈ナイジェル卿〉の鋭い手刀が、征四郎の首筋を狙ねらって放たれる。

　──手伝わないと！

　五十六は、激しい戦いを繰り広げる征四郎を背後からつかんだ。

〈ナイジェル卿〉の手刀が当たる直前、五十六の瞬間移動が間に合った。

「──なっ!?」〈ナイジェル卿〉の拳は空を切った。

　五十六と征四郎は、一瞬で敵の背後に移動している。

　五十六が一人で戦っているときは、有利な状じよう況きようになっても、それを活いかすことができなかった。〈ナイジェル卿〉との間に、身体能力の差がありすぎたからだ。

　しかし、征四郎は違ちがう。五十六のアドリブにも、征四郎は瞬時に反応した。彼はまるで自分の意思で瞬間移動を行ったかのように、出現と同時に強烈な右ストレートを放つ。

「！」〈ナイジェル卿〉のガードは、間に合わない。

　打撃音が響ひびいて、汗あせと血ち飛沫しぶきが散る。〈ナイジェル卿〉の顔面の皮ひ膚ふがゴムのようにたわむ。

　そこに、征四郎はとどめの後ろ回し蹴り。

　彼の長い足が、棍こん棒ぼうと化して〈ナイジェル卿〉を強したたかに打つ。

　──〈ナイジェル卿〉は、膝ひざから崩くずれ落ちた。

「くそ……」

　だが、まだ終わりではなかった。〈ナイジェル卿〉はとびきりタフで、しかも諦あきらめの悪い男だった。いざというときのために、切り札を残していた。足首につけた隠かくしホルスターに、二二口径の小型拳けん銃じゆうを隠し持っていたのだ。その切り札が最大の効力を発揮するように、ずっと使う機会をうかがっていた──。

　五十六と征四郎は、まさかの隠し銃に目を丸くする。一瞬硬こう直ちよくしてしまう。

　銃声が響く。

「…………！」

　撃うったのは──ようやく回復してきたレイチェルだった。

　レイチェルの黄金銃が、〈ナイジェル卿〉の手を撃ち、小型拳銃を弾はじき飛ばしていた。
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　日本の公安警察がやってきて、〈ナイジェル卿〉を逮たい捕ほした。

　五十六たちは保護されて、全員──涼音、ターニャ、イーチン、レイチェル、花蓮、三木多可──が救急車で最も寄よりの病院に搬はん送そうされることになった。人数が多いので、二台に分乗する。五十六、涼音、レイチェルで一台、もう一台に残りの四人。征四郎は、公安警察から事情聴ちよう取しゆを受ける。別れる際に、征四郎は何度も五十六に「あとで、その力のことを細かく説明してくれよ！　いいな！」と言っていた。




　──救急車内の空気は重苦しかった。

　レイチェルは、五十六が優やさしい言葉をかけても力なくうなだれるばかりだ。自分の内側に深い井い戸どを掘ほっていって、そこに落ち込んでいくような様子だ。どうにかしてあげたいが、今はどうにもならない。彼女の好意は「ニセモノ」だった。でも、きっと今もレイチェルには「ニセモノ」だとは思えない。〈ナイジェル卿〉という男は、本当にろくでもないやつだった。

　──そして、涼音が目を覚ます。

「……涼音さん？」

「はい……？　ここは……」

　彼女は、目の輝かがやきや声の調子からすると、〈ナイジェル卿〉の能力による深刻な後こう遺い症しようはなさそうだった。五十六はとにかく、彼女の意識が戻もどったのが嬉うれしかった。

「よかった……涼音さん。何か、おかしいところはありますか？」

「え……？」

　五十六の呼びかけに、涼音は明らかな戸と惑まどいをみせた。

「私、これから日本にホームステイする予定で……」

　それを聞いて、五十六の膝から急激に力が抜ける。

「あなたは……飯田五十六？」

　涼音が、初対面のような顔で五十六を見つめてくる。

　──失ってから、初めて気づいた。

『……これが、演技に見えるんですか？』

　本当に、演技ではなかった。

　──涼音さんは、僕のことが好きだったんだ。








　エピローグ




　体育祭が終わり、平へい穏おんな日々が再開する。

　──しかし、その生活はちょっとだけ壊こわれていた。

　逮捕された〈ナイジェル卿きよう〉によれば、彼は記き憶おくを「元に戻す」ことはできないという。涼すず音ねはＣＩＡの息がかかった医い療りよう施し設せつで緻ち密みつな検査を受けたが、通常の方法では何の異状も発見することができなかった。

　ＣＩＡの意向で、涼音の飯いい田だ家へのホームステイは続行に決まった。両親は様子が変わった涼音を見て怪け訝げんに思ったようだが、「最近疲つかれていて……」と苦しい言い訳でごまかした。たぶん、本当はごまかせていない。

　涼音は戸惑っている。彼女の記憶は、飯田家にやってくる前にまで戻っているのだ。彼女に負けないくらい、五い十そ六ろくも困り果てている。
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　五十六は、隣となりの家のレイチェルを訪ねた。彼女は生気に欠けた顔をしていて、五十六を見ると無理をしたように笑った。「どうぞ」と部屋に招かれる。旧小こ松まつさんの家は改装され、土足でも大だい丈じよう夫ぶなようになっていた。すっかりイギリス風になったリビングで、椅い子すに座って、レイチェルに紅茶を注ついでもらう。

　先に口を開いたのは、レイチェルのほうだった。

「……ありがとうございました」

「お礼を言われるようなこと……しましたっけ？」五十六は首を傾かしげる。「むしろお礼を言いたいのは僕のほうです。あなたが〈ナイジェル卿〉を撃って、彼の手から銃を弾き飛ばした。あれ以上誰だれも傷つかずにすんだ」

「あれは、五十六さまのおかげですわ……」

『これから先も、ずっとあの男に記憶をいじられながら生きていくんですか？』

「……あの五十六さまの言葉で、やる気になれたんです」

「これから……どうするんですか、レイチェルさん」

「イギリス政府……ＳＩＳ上層部は『せっかくＣＩＡやＳＶＲが狙っている重要人物に接近できたんだから、そのまま続行だ』と。『典型的な冷戦孤こ児じ』だった私の祖父と同じ。涼音さんも、敵に記憶を奪うばわれたのに『続行』なんでしょう？　上は、現場要員の感情なんてまったく考こう慮りよしていません」

「レイチェルさん個人としては？」

「私個人としては……」レイチェルは伏ふし目がちになって、続けて言う。「今でも、五十六さまを慕したう気持ちにかわりはありません……。でも、この気持ちは〈ナイジェル卿〉に仕組まれたものにすぎず……あんな男の命令で……騙だまされていたとはいえ……体育祭の途と中ちゆうに五十六さまと涼音さんを拉ら致ちしてしまうなんて……今、こうしている瞬しゆん間かんも、本当はどんな顔をすればいいのかわからなくて……」

「気にしないでください」

　五十六は軽く言った。その軽さが、逆に真心をレイチェルに感じさせた。

「……え？」

「どう考えても、レイチェルさんも被ひ害がい者しやです。あなたの僕に対する気持ちというのは……その、複雑なものとは思うんですが、これから時間をかけてどうにかしていきましょう。一いつ緒しよに遊びに出かけたり、学校でバカなことをしたり……。僕のダメなところを見ているうちに、自然に僕から興味がなくなるかもしれません。まずは、お友達から。時間をかければかけるほど、変わっていくはずです」

「五十六さま」

「なにしろ、お隣さん同士ですし。助けあっていきましょう」

　と、五十六は握あく手しゆを求めて右手を伸のばした。

「……そうですね」

　レイチェルは、五十六の手を両手でしっかりと握にぎり返した。その顔には、何か吹ふっ切ったような、春風の吹き始めのような笑え顔がおがあった。もっと五十六と一緒にいたい。彼と一緒にいると、大きな船に乗っているようないい気持ちがする。──風は確実に吹いている。あとは、それを遮さえぎる壁かべや仕切りを取り払はらうだけでいい。レイチェルは自分自身に言い聞かせる。心に帆をはって前に進んでいく。
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　記憶を失っても、涼音は五十六を積極的に誘ゆう惑わくしてくる。──でもそれは、やはり、何かが違った。五十六が瞬間移動の力を使って戦せん闘とうヘリを撃げき墜ついする以前の涼音、それ以降の涼音、そして今の涼音──。それぞれ別人のように感じる。彼女は、五十六が思っているよりもずっと複雑な女の子なのだ。

　ちょっとだけ昔読んだ本のことを思い出した。ニーチェ。その思想の根本となる概がい念ねんである「超ちよう人じん」。彼は超人の定義を「もっとも記憶力のよい人間」とした。記憶の連れん鎖さが断たたれることの重大さを五十六は噛かみ締しめる。

　──戻ってきてほしい。

　体育祭の得点板の裏で見つめ合った、あのときの涼音に戻ってきてほしい。
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　飯田家のゲストルームで、涼音はライトノベル──更さら井い俊しゆん介すけの『犬とハサミは使いよう』──を読んでいる。彼女の部屋の本ほん棚だなには、ライトノベルの他ほかにも、ＤＶＤや漫まん画がが並んでいる。「日本文化を理解し、今回の任務のために必ず役に立つ」と『フロンティア』が選んだ作品ばかりだ。そのなかのＤＶＤの一枚──『００７は二度死ぬ』を見ていると、体の芯しんがなんだかくすぐったい。何か、この映画には大事な思い出があるような……。

「敵に記憶を奪われた」というのは妙みような気分だ。どんな記憶だったのか思い出せないから、特に悲しいわけでもない。「飯田五十六をハニー・トラップにかける」というのが自分の重要な任務だったわけだが、彼の様子を見る限り、ずいぶんと作戦は「後退」してしまったらしい。

　今の涼音にとって、五十六とは出会ったばかりだ。それなのに、彼の悲しそうな顔を見ていると、心の奥で複雑に入り組んだ配線が微かすかに火花を散らす。もどかしい。文章を読んでもあまり頭に入ってこない。

　ドアがノックされた。

「どうぞ」

　部屋に入ってきたのは、監かん視し対象である五十六の妹──五い十す鈴ずだった。手術に挑いどむ外科医のような、いつになく深刻そうな顔をしている。

「どうしたんですか？」

　涼音は本にしおりを挟はさんでとりあえずデスクの上に置いておく。

「静かに」

　と五十鈴は小声で言って、唇くちびるに人差し指をあてるジェスチャーをした。

「涼音さん……あなた、記憶を取り戻したくない？」

「え、でも……」涼音は目を丸くした。意外な申し出だった。

　たしかに、記憶は取り戻もどしたい。今の涼音には、そもそも「記憶を失った」という事実が経験として認にん識しきできていない。それはそうだ。記憶を失うとはそういうことだ。奪われたものは取り返す。それは、ＣＩＡ幹部である母の信念みたいなもので、娘むすめの涼音も受け継ついだ。大事なことだから、もう一度心の声で唱える。奪われたものは取り返す。

「あたしに任せてくれれば、やってあげる」

「それは、つまり……」

「記憶の復元よ」

　そんな五十鈴の口調には、「それができる」確信がこもっていた。

「……ちょっと待って。いくら五十六の妹とはいえ、どうして民間人にすぎないあなたがそのことを知っているの？」

「そのこと？」

「私が任務の途中で記憶を失ったこと」

「そりゃ、わかるよ。二人の様子を見てれば。バレバレでしょ」

　──それはそうかもしれない。しかし、他ほかにも疑問はある。

「……あなたを信用していいの？　それに、取り戻すための方法を、どうしてあなたが知っているの？」

「あたしは、別にいいんだよ。あなたの記憶が戻ろうが、このまま消えようが……」五十鈴はそっけない態度をとった。これは、駆かけ引きだ。「もう、あんまり時間はない。復旧できる限界が近い。どうするの？」

「…………」

　ＣＩＡのケース・オフィサーとしては、この申し出を断って、本部の上司に報告するのが正解だろう。それは、わかっている。わかってはいるが──。

　なんだろう、このもどかしさは。

　気になるのは、五十六の目──彼は涼音を見て、哀かなしい微び笑しようを浮うかべる。それは、死んだ人間を思い出すときの微笑だ。

　意を決して、涼音は首を縦に振ふった。

「記憶を……取り戻したい」

「じゃあ、体の力を抜ぬいて。瞼まぶたを閉じて」

　涼音は言われた通りにした。
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　五十鈴は、涼音の額に自分の右てのひらを押しあてて、意識を集中。自分の頭と相手の頭をつなぐ「橋ブリツジ」を強くイメージ。てのひらから、ここ最近の涼音の体験が、映像として伝わってくる。──そういうことがあったのか。

　涼音にひどいことをしたのは、五十鈴と同じタイプの能力者だ。それだけの理由で五十鈴は、なんだか自分の責任のように感じて、みなに申し訳なく思った。

　同じタイプの能力者だが、五十鈴には失った記き憶おくの「復旧」ができる。

「それにしても……！」

　五十鈴は悩なやむ。引っかかるのは、兄と涼音の、体育祭でのキス未み遂すいだ。あまりにもいい雰囲気すぎる。悪いと思いつつそれを追体験した五十鈴は、自分の下腹部が熱くなるのを感じた。

　五十鈴はやはり、心のどこかで兄を独どく占せんしていたいと考えている。しかし、ここで涼音が失った記憶をすべて復旧すれば、二人の仲は一気に進展するだろう。進展したら、いつか五十六は家を出ていって、好きな女の子と暮らし始める。

（あたしのことなんか、きっと忘れてしまう……）

　体育祭のキス未遂の記憶だけは復旧させない──五十鈴は、そんな選せん択たく肢しも思いついた。あの記憶は強きよう烈れつすぎる。でも、と少女はさらに思い悩む。ここで自分にとって都合が悪い記憶だけ回復させなかったら、それは記憶を奪うのと同罪ではないか。　でも……。

　でも、と頭のなかで何度も繰くり返す。

「もう……兄貴のばかやろー」

　五十鈴の大きな目の端はしから、一ひと滴しずくの涙なみだがこぼれ落ちる。

　記憶の操作は罪深いことだ。

　みんなを苦しめたろくでもない敵──〈ナイジェル卿きよう〉──と同じことはできない。

　五十鈴は、涼音の奥深くで壊こわれかけていたすべての思い出を復旧した。彼女のあたまのなかで、光り輝かがやくパズルを組み立てていくイメージ。それほど難しいパズルではない。最後に五十鈴は、涼音が今のやりとりを忘れるようにしておいた。まだ、五十鈴は自分のことを秘密にしておきたい。大事な秘密を守るための記憶消去は例外だ。

「…………」記憶操作の影えい響きようで、いつの間にか涼音はすやすやと安らかな寝ね息いきを立てている。あまりにその寝顔が無防備でかわいかったので、五十鈴は自分の涙を拭ふいてから思わず笑ってしまった──おやすみ涼音さん。次に目を覚ましたとき、あなたの世界は以前の明るい色を取り戻しているはずだよ。




　　　　＊




　夜の白しら白じら明あけに、一日という舞ぶ台たいがその幕開けを今か今かと待ち構えている。深夜から早朝になりかけている、そんな時間帯。なんだかいつもより早く目を覚ましてしまって、五十六はコップに水を注ついでから読みかけの本を手にとった。谷たに崎ざき潤じゆん一いち郎ろうの『痴ち人じんの愛』。新潮文庫。現在七四ページ。『が、同時に私は、一方に於おいてあきらめながら、他の一方ではますます強く彼女の肉体に惹ひきつけられて行ったのでした』──。

　そんな静かな時間は、ドタドタという足音によって崩ほう壊かいした。

「五十六ぅ！」

　と涼音が飛び込んでくる。誕生日を迎むかえた子供そっくりの、とびきりの笑顔で。その笑顔を見た瞬しゆん間かん、上う手まく言えないが五十六はピン！　ときた。

「よくわからないんですけど、記憶が戻ってきました！　すごく怖こわかった……」

　涼音は下着姿で、五十六に抱だきつく。

「す、涼音さん！」

「あの特とく殊しゆ能力者の男がすごく怖くて……意識を失って、でも、たぶん、五十六が助けてくれたんですよね！　私のかわりに、やっつけてくれたんですよね！」








[image: ]








　やったのは五十六ではなく征せい四し郎ろうなのだが、説明すると長くなりそうなので、あとに回す。

「なんだか、遠くに行っていたような気分……」

「じゃあ、ええと、あのことも思い出したの？」

「あのこと？」涼音はきょとんとした表情。

「その、得点板の裏で……」

　その言葉を聞いて、涼音の表情が輝きだした。壊れていた時計の修理が終わった。

「もちろんです！　その記憶も取り戻しました！　さっそく続きをしましょう！」

　むちゅーと唇を突つき出す涼音。

「ちょ、ちょっと今はやめてくださいよ！」必死に抵てい抗こうする五十六。──いくらなんでもムードがなさすぎるだろ！」

「じゃあ、せめて……くっつくだけでも、いいですか……？」

「くっつく？」

「……こ、こうです」

　涼音は五十六の体に寄り添そって、頬ほおと頬をぴったりくっつけた。ある意味、キスより恥はずかしいかもしれない。肌はだを通して感じるのは、昨日とは違ちがう新しいキャスリン・涼音。五十六の周囲はまだまだ色々とややこしいけれど、涼音の体温を感じていると何もかもが上手くいきそうな気がしてくる。──おかえり、涼音さん。








──了










　あとがき




　僕も一応作家であり、作家である以上は多少言葉の使い方には思い入れがあります（そんな特別な愛着が生まれたのも実はここ数年のことなんですが、それはさておき）。……世の中には言うまでもなく膨ぼう大だいな言葉があり、それらを僕のなかにある基準にかけると、当然「好きな言葉」「苦手な言葉」に分かれていきます。

　ここ数年、特に苦手な言葉は「中二病」と「黒歴史」でしょうか。たしかに響きや由来は面白いし（僕は『∀ターンエーガンダム』の大ファンです。誤解がないように）、いかにも現代的で使いやすい。しかしこういったネットに溢あふれる乱暴なクリシェを多用することによって、とても大事なものが犠牲になっているような気がするのです。

　人間の思考は言語を修得することによって高度化し、しかし言語によって思考は制限されます。犬という動物に「イヌ」という名前をつけることによって、「イヌ」に関して考えたり語ることは容易になる。だが、その動物が本来どういう存在だったのかという根源的な問いからは遠ざかる可能性もある。たとえば、その「イヌ」は、別の地域では別の名前で呼ばれているかもしれない。

　僕は、「自分自身に乱暴に言葉を与えること」について危き惧ぐの念を抱いだいています。現在は、誰もがネット上で自己紹介をする時代です。自己紹介をするさいに、常じよう套とう句く・ありふれた決まり文句を使えば使うほど、内面の細かい性質が犠牲になる危険性が増す。

　その危険を回避するために、大事なのは二つ。

　語ご彙いを豊富にすること。

　もうひとつは自分自身を細かく観察すること。

　この、「自分自身を観察」という話をラブコメの文脈で表現するために、『シークレット・ハニー　２．黄金銃を持つ少女』のクライマックスはああいう感じになりました。少しでも楽しんでいただけたのなら幸いです。




　最後になりましたがいくつかお礼を……。しゅがすく先生、今回もありがとうございました！　まだ前半しか書いていないころにレイチェルのキャラクターデザインを見せていただいて、おかげさまでずいぶん動かしやすくなりました。

　あと、この巻では、僕の奥さんの友人である吹ふく井い麻ま由ゆ子こ様にロシア語会話に関して協力していただきました。みなさんに大感謝です。次はまたＧＥＮＥＺに戻る予定です。

『船橋から愛をこめて』というサブタイトルをつけたおかげで、前の巻は船橋近辺の三つの書店様からサイン本の依頼をいただきました。やっぱりこれからの時代は地域密着型ですね。

　もうひとつだけ。この本が出るころにはもう放送が始まっていると思いますが、尊敬する先輩と一緒にアニメの脚本やりました。ほぼ一年がかりの大仕事です。そちらのほうもぜひよろしくお願いいたします。











シークレット・ハニー




2．黄おう金ごん銃じゆうを持もつ少しよう女じよ















深ふか見み　真まこと













平成24年10月25日　発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社富士見書房

〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C)2012 Makoto Fukami, Shugasuku/Fujimishobo












item/image/p087.jpg





item/image/p241.jpg





item/image/p275.jpg





item/image/orikaeshi1.jpg
RRE
O HEIE

1977 FReAMESN. H1EEL
BYYIIRTU—INHAECKED
S, THERIC[VYIHY - H
WFINOL] (RO - /X)L X edge)
[EETDBEHDINSANS L]
(D7 2BXE) BENDD. G
DEFD. AZVIRE. F'—LYF
UZAIEEDFHENT B

ASZAN:LpHg<
AN=FHF1Y  BRBAVI(LYATIST1U2R)






item/image/p117.jpg





item/image/fjb_logo.png





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		奥付











item/image/gaiji-u2193.png





item/image/keep-space.jpg





item/image/p197.jpg





item/image/p189.jpg





item/image/cover-image.jpg





item/image/p149.jpg





item/image/p027.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg
 Rachel \






item/image/p045.jpg





item/image/p004.jpg
wm—.nn—l P

SEHE L2 AH BRI | 4h4H°
BT R O I IR O

O—<IEHHN WS E—K - *RNTH—

S KRR - RIGEERS
K—=X—H—K

W:*:.:___..umf

HH ™ IN K SKHIRLE X -+ 2 & W I I

ﬁﬂ_.n._lu

ﬁ+ﬁ@ﬁ®¢$:$i°RWﬂqum§

1 B0 1] ¢ oy

HHKORSORVVERRS
PEWIH IV e

HHKRIEE R [QBMEGE] SRIK

£+f®/4kﬁ®ﬁ¥§E§
SREIER





item/image/p009.jpg





